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所
　
政
所
神
幸
祭
成
立
の
諸
相
福
　
原
　
敏
　
男
は
じ
め
に
祇
園
社
の
事
例
日
吉
社
の
事
例
松
尾
社
の
事
例
大
山
崎
の
事
例
宇
治
の
事
例
稲
荷
社
の
事
例
許
波
多
神
社
の
事
例
向
日
社
の
事
例
長
者
と
祭
政
お
わ
り
に
長者・旅所・政所
論
文
要
旨
　
一
年
間
で
最
も
大
事
な
祭
の
時
に
、
多
く
の
場
合
、
神
は
御
旅
所
や
頭
屋
家
に
神
幸
し
、
駐
輩
の
の
ち
、
本
社
に
還
幸
す
る
。
本
稿
は
、
現
在
定
型
化
し
て
い
る
神
幸
祭
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
を
整
え
て
い
っ
た
の
か
を
課
題
に
す
る
。
な
か
で
も
、
京
都
府
・
滋
賀
県
に
多
い
、
春
の
神
幸
祭
を
対
象
に
問
題
を
設
定
す
る
。
　
京
都
及
び
そ
の
周
辺
の
古
社
の
祭
で
、
神
幸
の
御
旅
所
を
大
政
所
、
政
所
と
称
す
る
事
例
が
あ
る
。
大
政
所
や
政
所
は
在
地
に
お
い
て
神
を
祀
る
拠
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
御
旅
所
神
主
、
長
者
と
よ
ば
れ
る
人
々
が
宮
座
的
祭
祀
集
団
の
長
と
し
て
神
を
迎
え
祀
っ
て
い
た
。
　
御
旅
所
は
神
の
鎮
座
伝
承
の
な
か
で
、
祭
場
に
鎮
ま
る
途
上
の
一
時
的
な
逗
留
所
と
縁
起
に
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
祭
は
鎮
座
の
復
演
、
反
復
の
意
味
を
有
し
、
縁
起
（
神
話
）
と
相
互
補
完
に
な
る
。
そ
の
他
の
場
合
も
、
御
旅
所
は
神
の
出
自
と
不
可
分
な
意
味
を
も
ち
、
神
顕
現
に
重
要
な
か
か
わ
り
を
も
つ
。
御
旅
所
神
主
や
長
者
は
、
神
主
と
し
て
、
あ
る
い
は
本
社
よ
り
頭
役
を
差
定
さ
れ
た
頭
人
と
し
て
、
在
地
に
お
け
る
祭
の
中
心
で
あ
っ
た
。
近
畿
に
お
け
る
中
世
の
開
発
長
者
で
、
長
者
職
を
独
占
・
世
襲
化
す
る
こ
と
に
ょ
り
、
祭
祀
の
神
主
を
も
神
主
職
と
し
て
独
占
・
世
襲
化
し
、
村
落
の
祭
政
を
統
べ
て
い
た
事
例
が
あ
る
。
御
旅
所
神
主
、
長
者
は
、
司
祭
者
・
舗
設
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
長
者
の
命
脈
が
保
た
れ
て
い
た
中
世
的
祭
祀
世
界
を
前
提
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
日
吉
・
大
山
崎
・
稲
荷
・
宇
治
・
松
尾
・
向
日
の
祭
は
四
月
を
中
心
と
し
た
春
祭
で
あ
り
、
平
安
よ
り
中
世
に
か
け
て
祭
式
を
整
え
た
。
本
稿
で
論
じ
た
以
外
に
も
、
京
・
滋
の
古
社
は
春
祭
が
多
い
。
京
・
滋
を
中
心
と
し
た
村
落
の
神
幸
祭
は
、
中
央
古
社
の
祭
式
が
直
接
・
間
接
に
伝
播
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寺
社
領
の
荘
園
鎮
守
社
祭
祀
と
し
て
、
本
所
の
祭
祀
形
態
が
伝
播
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
土
着
し
、
そ
の
土
地
な
り
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
祭
式
も
多
様
化
し
、
民
俗
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に
　
柳
田
国
男
に
よ
る
祭
か
ら
祭
礼
へ
の
展
開
過
程
の
指
標
と
し
て
、
従
来
「
見
学
者
の
出
現
」
が
重
要
視
さ
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
そ
れ
と
と
も
に
祭
礼
行
列
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
う
祭
祀
形
態
の
出
現
を
も
指
摘
し
て
い
る
。
一
年
間
で
最
も
大
事
な
祭
の
時
に
、
多
く
の
場
合
、
神
は
御
旅
所
や
頭
屋
家
に
神
幸
し
、
駐
輩
の
の
ち
、
本
社
に
還
幸
す
る
。
本
稿
は
、
今
後
祭
礼
様
式
論
を
構
築
す
る
た
め
に
、
現
在
定
型
化
し
て
い
る
神
幸
祭
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
を
整
え
て
い
っ
た
の
か
を
課
題
に
す
る
。
　
さ
て
、
神
常
在
と
い
う
観
念
以
前
の
形
と
し
て
は
、
社
殿
が
な
く
神
聖
な
一
区
画
と
臨
時
の
オ
カ
リ
ヤ
が
あ
っ
て
ア
ニ
・
ミ
ズ
ム
的
に
祭
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
想
像
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
の
村
落
の
祭
祀
形
態
の
形
成
過
程
が
わ
か
ら
な
い
。
　
萩
原
龍
夫
も
　
　
聖
地
中
心
の
段
階
か
ら
、
社
殿
中
心
に
き
り
か
わ
る
に
は
、
神
社
信
仰
は
大
き
　
　
な
変
遷
を
経
験
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
そ
の
ま
ま
語
る
　
　
も
の
が
、
現
在
見
ら
れ
る
神
幸
の
諸
形
態
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
応
理
　
　
論
的
に
は
復
元
が
可
能
の
よ
う
に
見
え
る
。
原
初
的
な
聖
地
に
結
び
つ
く
神
幸
　
　
式
が
最
も
原
型
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
（
中
略
）
聖
地
　
　
の
本
質
を
考
え
る
よ
り
、
神
幸
の
諸
形
態
の
段
階
を
考
え
る
方
が
ず
っ
と
む
ず
　
　
か
し
い
。
何
と
な
ら
ぽ
、
神
幸
に
は
、
　
（
中
略
）
さ
ま
ざ
ま
の
文
化
的
諸
要
素
　
　
を
吸
収
し
て
、
新
旧
の
段
階
が
き
り
離
せ
ぬ
複
合
状
態
を
な
し
て
い
る
か
ら
で
　
　
（
2
）
　
　
あ
る
。
と
い
う
よ
う
に
、
神
幸
型
祭
祀
形
態
を
類
型
的
、
編
年
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
至
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
技
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
竹
田
聴
洲
は
一
つ
の
答
え
を
提
出
し
て
い
る
。
　
　
頭
屋
制
で
は
一
つ
の
村
氏
神
に
神
社
と
頭
屋
の
二
つ
の
神
宿
（
祭
場
）
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
村
の
祭
儀
の
中
心
が
二
つ
の
内
の
ど
ち
ら
に
置
か
れ
て
い
る
か
は
土
地
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
神
は
一
方
の
神
宿
か
ら
中
心
祭
場
に
臨
御
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
頭
屋
が
祭
祀
代
表
で
あ
る
に
し
て
も
、
祭
を
神
社
で
し
な
い
で
別
に
祭
場
を
設
け
、
わ
ざ
わ
ざ
神
の
臨
御
を
仰
い
で
祭
式
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
　
（
中
略
）
神
社
に
は
も
と
社
殿
と
い
う
も
の
は
な
く
、
神
は
祭
場
に
常
在
す
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
　
（
中
略
）
神
は
祭
り
の
と
き
だ
け
に
臨
御
（
示
現
）
す
る
と
い
う
こ
の
考
え
は
、
固
有
信
仰
の
基
本
的
な
観
念
で
あ
っ
て
、
仏
教
な
ど
の
影
響
か
ら
、
後
に
常
設
社
殿
の
よ
う
な
神
常
在
の
印
象
を
唆
る
も
の
が
現
わ
れ
た
た
め
、
祭
り
の
方
式
が
複
雑
化
し
た
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
神
は
祭
場
と
は
別
の
所
に
常
在
し
、
祭
り
と
は
祭
場
に
神
の
示
現
を
請
う
て
行
う
べ
き
も
の
と
す
る
観
念
が
存
在
す
る
一
方
に
、
社
殿
が
発
生
し
て
神
が
そ
こ
に
常
在
す
る
か
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
と
、
祭
り
の
本
義
に
照
ら
し
て
、
神
社
と
は
別
の
場
所
に
神
を
迎
え
て
祭
り
を
行
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
別
の
場
所
が
神
宿
・
仮
屋
と
し
て
の
頭
屋
で
あ
り
、
頭
屋
制
を
と
ら
な
い
場
合
は
御
旅
所
で
あ
っ
て
、
神
祭
が
必
ず
遊
幸
・
渡
御
の
形
を
と
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
常
在
所
か
ら
臨
時
の
祭
場
に
示
現
す
る
の
が
神
の
遊
幸
・
渡
御
で
あ
り
、
終
っ
て
帰
る
の
が
、
還
幸
・
お
帰
り
で
あ
っ
て
、
神
輿
の
渡
御
（
中
略
）
は
神
の
遊
幸
・
還
幸
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
ま
た
御
旅
所
も
頭
屋
も
な
く
、
御
輿
が
氏
子
区
域
を
巡
幸
す
る
だ
け
と
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い
う
所
も
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
あ
る
特
定
の
家
に
立
寄
る
、
休
息
す
る
、
神
　
　
齪
を
う
け
る
と
い
う
例
が
あ
る
。
こ
の
家
は
、
も
は
や
神
宿
・
祭
場
と
し
て
の
　
　
浄
域
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
神
と
の
特
別
な
親
縁
を
も
つ
家
と
し
て
旧
の
　
　
株
座
の
悌
を
残
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
頭
屋
制
で
は
頭
屋
は
ま
さ
　
　
に
御
旅
所
に
当
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
頭
屋
・
御
旅
所
こ
そ
本
来
の
祭
場
　
　
で
あ
り
、
本
社
は
む
し
ろ
二
次
的
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
中
略
）
こ
う
　
　
し
た
二
所
祭
場
に
な
る
前
の
一
所
祭
場
の
形
は
、
氏
神
祭
の
祖
型
態
と
考
え
ら
　
　
れ
る
同
族
神
の
祭
り
な
ど
に
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。
　
（
中
略
）
常
設
の
祠
も
　
　
な
く
、
本
家
の
常
頭
屋
制
の
行
わ
れ
て
い
る
も
の
こ
そ
最
も
基
本
的
な
氏
神
祭
　
　
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
。
　
現
在
京
都
府
・
滋
賀
県
を
中
心
に
、
神
社
よ
り
頭
屋
（
御
旅
所
）
へ
の
神
幸
、
頭
屋
（御
旅
所
）
よ
り
神
社
へ
の
還
幸
と
い
う
春
祭
形
態
が
定
型
化
し
て
い
る
。
祭
に
先
立
っ
て
オ
バ
ケ
が
立
て
ら
れ
、
壇
築
が
さ
れ
、
精
進
潔
斎
が
行
わ
れ
、
神
が
頭
屋
へ
お
旅
し
、
短
期
間
頭
屋
で
奉
斎
さ
れ
、
祭
当
日
に
頭
屋
が
神
霊
を
捧
持
し
て
本
社
へ
送
る
形
式
を
と
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
竹
田
は
、
本
来
は
御
旅
所
・
頭
屋
に
こ
そ
氏
神
が
奉
斎
さ
れ
、
祭
の
時
の
み
本
社
に
神
幸
す
る
形
、
頭
屋
（
御
旅
所
）
よ
り
神
社
へ
の
お
渡
り
こ
そ
祭
の
本
義
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
常
頭
屋
制
の
同
族
神
祭
祀
ー
輪
番
頭
屋
制
の
村
落
祭
祀
－
氏
神
祭
祀
と
い
う
変
遷
を
想
定
し
、
現
在
は
同
族
本
家
に
お
け
る
閉
鎖
的
な
祭
祀
よ
り
、
頭
屋
（
旅
所
）
へ
の
お
渡
り
と
い
う
形
態
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
混
沌
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
説
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
ま
た
、
原
田
敏
明
に
よ
る
と
、
お
旅
の
神
事
が
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
本
祭
の
前
夜
に
宵
宮
祭
が
あ
り
、
そ
れ
は
本
来
御
旅
所
・
頭
屋
に
顕
現
し
た
神
が
神
社
へ
渡
御
す
る
行
事
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
渡
御
が
昼
間
に
な
る
と
、
宵
宮
祭
が
「
お
渡
り
」
　
「
奉
幣
」
と
変
化
し
た
と
い
う
。
　
以
上
よ
り
、
頭
屋
祭
祀
、
神
幸
祭
祀
の
観
念
上
の
変
遷
と
し
て
次
の
三
つ
が
想
定
で
き
よ
う
。
・
神
は
祭
の
時
の
み
御
旅
所
・
頭
屋
に
お
い
て
顕
現
し
、
神
社
に
渡
る
・
一
年
中
神
を
頭
屋
に
奉
斎
し
、
祭
当
日
の
み
神
社
に
渡
り
、
頭
渡
し
で
次
の
頭
屋
　
が
神
を
奉
斎
す
る
・
神
は
神
社
に
常
在
し
、
祭
の
日
に
御
旅
所
・
頭
屋
に
渡
る
　
そ
れ
で
は
頭
屋
（旅
所
）
へ
の
神
幸
と
い
う
祭
祀
形
態
は
い
つ
、
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
。
各
地
で
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
、
同
じ
よ
う
に
発
展
段
階
的
に
進
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
私
は
芸
能
や
祭
祀
形
態
は
宮
廷
や
畿
内
大
寺
社
に
お
い
て
（
も
ち
ろ
ん
大
陸
か
ら
の
間
接
輸
入
を
含
め
て
）
形
成
さ
れ
、
各
地
に
伝
播
し
、
民
俗
化
し
た
、
と
い
う
考
　
　
（
6
）
え
に
た
つ
。
近
畿
を
中
心
と
し
た
村
落
祭
祀
形
態
を
支
え
る
祭
祀
組
織
H
頭
屋
制
・
宮
座
制
は
畿
内
大
寺
社
の
神
事
頭
役
制
よ
り
展
開
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
　
（
7
）
定
説
で
あ
り
、
外
に
顕
れ
る
神
幸
型
祭
祀
形
態
も
、
畿
内
大
寺
社
に
お
け
る
形
成
過
程
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
各
地
に
伝
播
し
て
民
俗
化
し
た
祭
礼
に
つ
い
て
の
情
報
は
、
近
世
の
地
誌
類
や
近
代
に
興
っ
た
民
俗
学
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
の
で
、
現
在
は
そ
の
出
発
点
の
姿
を
畿
内
大
寺
社
の
祭
を
も
と
に
類
型
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
の
際
一
つ
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
瀬
田
勝
哉
の
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
察
－
馬
上
役
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
で
あ
る
。
本
論
文
は
中
世
の
祇
園
会
に
つ
い
て
の
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み
な
ら
ず
、
日
本
祭
礼
史
の
根
幹
に
関
わ
る
着
想
・
構
想
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
の
後
の
祭
礼
研
究
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
瀬
田
が
提
出
し
た
問
題
の
一
つ
に
御
旅
所
を
「
大
政
所
」
と
称
す
る
問
題
が
あ
り
、
氏
は
祇
園
会
の
御
旅
所
以
外
に
も
、
松
尾
神
社
・
大
山
崎
離
宮
八
幡
宮
・
近
江
日
吉
神
社
の
御
旅
所
を
大
政
所
と
称
し
て
い
た
事
例
を
あ
げ
て
次
の
よ
う
な
見
通
し
を
た
て
て
い
る
。
・
大
政
所
に
は
長
者
が
い
た
・
大
政
所
は
各
社
の
祭
礼
そ
の
も
の
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
・
大
政
所
は
神
を
迎
え
る
在
地
側
の
セ
ン
タ
ー
と
も
な
っ
て
い
た
・
大
政
所
は
御
供
調
進
を
す
る
場
で
も
あ
っ
た
・
大
政
所
に
は
宮
座
的
な
も
の
の
存
在
が
想
定
さ
れ
そ
れ
を
構
成
す
る
者
が
長
者
的
　
性
格
を
帯
び
て
い
た
　
瀬
田
は
各
社
の
大
政
所
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
追
求
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
政
所
に
特
殊
性
を
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
原
田
敏
明
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
こ
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。
　
　
氏
神
社
は
村
の
も
の
で
あ
っ
て
、
個
人
の
信
仰
に
基
づ
く
も
の
で
な
い
た
め
に
、
　
　
村
の
政
治
や
経
済
と
は
密
接
に
関
連
す
る
。
そ
の
政
事
が
祭
事
で
あ
る
よ
う
に
、
　
　
政
事
の
場
所
が
そ
の
ま
ま
祭
事
の
場
所
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
政
所
と
か
庁
屋
　
　
な
ど
と
い
わ
れ
た
も
の
は
、
よ
く
政
治
の
庁
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
し
か
し
　
　
同
時
に
ま
た
神
社
祭
祀
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。
京
都
祇
園
の
第
一
の
氏
子
、
重
　
　
要
氏
子
が
四
条
烏
丸
の
大
政
所
で
あ
る
こ
と
や
、
日
吉
山
王
の
政
所
が
大
津
の
　
　
膳
所
に
あ
っ
た
こ
と
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
大
山
崎
の
離
宮
八
幡
の
脇
　
　
に
政
所
が
あ
っ
た
の
は
、
も
と
も
と
大
山
崎
の
地
が
石
清
水
八
幡
の
主
要
な
氏
　
　
子
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、
ま
た
離
宮
八
幡
と
石
清
水
と
の
　
　
密
接
な
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
政
所
が
政
事
の
庁
に
し
て
、
な
お
か
つ
祭
　
　
事
の
庁
で
、
古
く
祭
政
一
致
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
担
当
の
人
間
関
係
に
　
　
お
い
て
も
、
両
者
は
区
別
さ
れ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
か
え
っ
て
同
一
人
で
　
　
あ
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
政
治
の
長
は
そ
の
ま
ま
祭
祀
の
　
　
長
で
あ
っ
た
。
氏
上
が
氏
人
を
率
い
て
も
っ
て
氏
の
神
を
奉
祀
し
た
の
で
あ
る
。
　
畿
内
に
お
け
る
祭
と
祀
職
に
関
し
て
本
質
を
つ
く
指
摘
で
あ
り
、
大
嘗
祭
を
頂
点
と
す
る
日
本
的
祭
祀
王
権
論
を
考
え
る
素
材
を
も
提
供
す
る
が
、
原
田
の
論
か
ら
は
一
般
に
い
う
大
寺
社
所
管
の
寺
務
・
社
務
全
般
を
取
り
扱
う
政
所
と
祭
礼
に
お
け
る
政
所
の
違
い
が
わ
か
ら
な
い
。
　
本
稿
で
は
、
祭
礼
に
お
け
る
御
旅
所
（
大
政
所
・
政
所
）
を
具
体
的
事
例
に
沿
っ
て
検
討
し
、
長
者
の
司
祭
的
な
機
能
を
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
近
畿
地
方
の
な
か
で
も
、
京
都
府
・
滋
賀
を
中
心
と
す
る
春
の
神
幸
祭
成
立
の
問
題
を
追
求
し
て
み
た
い
。
註（
1
）
　
『
日
本
の
祭
』
一
九
四
一
年
。
（
2
）
　
「
祭
り
方
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
第
八
巻
信
仰
と
民
俗
、
一
九
五
九
年
。
（
3
）
　
「
神
の
祭
ー
村
及
び
家
と
の
関
係
」
高
取
正
男
と
の
共
著
『
日
本
人
の
信
仰
』
六
三
～
　
　
六
七
頁
（
4
）
　
同
右
。
（
5
）
　
「
祭
り
の
日
と
時
」
『
日
本
民
俗
学
大
系
』
第
八
巻
信
仰
と
民
俗
、
一
九
五
九
年
。
（
6
）
　
「
祭
礼
を
飾
る
も
の
－
一
つ
物
の
成
立
と
伝
播
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
　
　
告
』
第
四
五
集
、
　
一
九
九
二
年
。
（
7
）
例
え
ば
萩
原
龍
夫
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
一
九
六
二
年
、
高
牧
實
『
宮
座
と
村
74
長者・旅所・政所
　
　
落
の
祭
』
一
九
八
六
年
。
（
8
）
　
『
日
本
史
研
究
』
二
〇
〇
号
、
一
九
七
九
年
。
（
9
）
　
「
村
の
祭
祀
の
社
会
性
」
『
村
の
祭
祀
』
一
九
七
五
年
、
祇
園
社
の
事
例
七
五
頁
。
　
祇
園
社
の
大
政
所
旅
所
と
は
、
天
正
一
九
年
（
一
五
九
一
）
豊
臣
秀
吉
の
命
に
よ
っ
て
四
条
寺
町
（
現
下
京
区
御
旅
宮
本
町
）
に
移
転
す
る
以
前
の
祇
園
祭
の
御
旅
所
で
あ
り
、
感
神
院
政
所
と
も
称
さ
れ
、
五
条
坊
門
と
高
辻
小
路
、
東
洞
院
大
路
と
烏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
丸
小
路
に
囲
ま
れ
た
方
一
町
の
敷
地
を
も
っ
て
い
た
。
『
中
昔
京
師
地
図
』
や
『
中
古
京
師
内
外
地
図
』
に
は
、
「
感
神
院
御
旅
所
砥
園
旅
所
」
「
祇
園
旅
所
感
神
院
」
と
あ
り
、
現
在
の
下
京
区
烏
丸
通
仏
光
寺
下
ル
大
政
所
町
東
頬
、
上
柳
町
南
頬
、
高
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
町
西
頬
、
匂
天
神
町
北
頬
に
あ
た
る
。
祇
園
会
に
際
し
て
は
、
祇
園
社
か
ら
出
た
三
基
の
神
輿
の
内
、
大
宮
（
牛
頭
天
王
）
・
八
王
子
の
二
基
が
六
月
七
日
の
神
輿
迎
え
、
一
四
日
の
御
霊
会
（
還
幸
）
ま
で
の
七
日
間
滞
在
す
る
御
旅
所
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
は
別
名
大
政
所
井
と
も
称
し
、
そ
の
神
輿
が
大
政
所
井
と
よ
ぽ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ら
、
大
政
所
も
も
と
大
政
所
井
、
井
戸
で
あ
っ
た
と
い
う
説
も
立
て
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
大
政
所
と
祇
園
会
の
創
始
説
話
に
関
す
る
中
世
史
料
を
三
つ
提
示
し
て
お
く
。
元
亨
三
年
（
＝
二
二
三
）
二
月
一
〇
日
に
記
さ
れ
た
『
社
家
条
々
記
録
』
円
融
天
皇
条
。
　
　
　
或
記
云
　
　
　
　
（
墨
線
下
同
ジ
）
圓
麗
璽
鷺
許
鰭
魏
帥
壁
髄
竃
躍
ぎ
竃
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
延
二
年
六
月
十
四
日
、
被
始
行
御
霊
會
、
郎
被
寄
附
高
辻
東
洞
院
方
四
町
於
旅
所
之
敷
　
　
地
、
号
大
政
所
、
當
吐
一
円
進
止
神
領
也
、
　
自
天
延
二
自
保
元
々
百
八
十
三
年
、
自
保
元
二
至
干
元
亨
三
年
百
六
十
七
年
也
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
『
祇
園
社
記
』
第
二
三
巻
「
大
政
所
之
記
」
。
　
當
社
古
文
書
云
　
円
融
院
天
延
二
年
五
月
下
旬
　
以
先
祖
助
正
之
居
宅
順
蹴
東
為
御
旅
所
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
力
　
有
神
幸
之
由
有
神
託
之
上
　
後
園
有
狐
堺
　
蛛
糸
引
延
及
當
社
神
殿
　
所
司
等
惟
之
　
尋
行
　
　
　
　
　
本
ノ
マ
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刻
）
　
引
通
助
正
宅
畢
　
伍
所
司
等
経
　
奏
聞
之
劇
　
以
助
正
為
神
主
　
以
居
宅
可
為
御
旅
所
之
由
　
被
　
宣
下
之
　
祭
礼
之
濫
膓
也
　
自
企
以
来
不
交
異
姓
　
十
三
代
相
続
　
干
今
無
相
違
神
職
　
也
云
々
襯
観
嬬
五
最
　
助
正
、
助
次
、
友
次
、
友
正
、
友
延
、
友
吉
、
友
助
、
助
氏
、
助
重
、
助
直
、
助
貞
、
亀
寿
　
丸
、
顕
友
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
九
月
一
四
日
『
御
前
落
居
記
録
』
。
　
円
融
院
御
宇
天
延
二
年
五
月
下
旬
天
王
御
影
向
野
時
　
先
祖
助
正
御
共
申
被
補
神
主
職
以
来
　
不
移
他
所
職
之
処
　
天
延
二
年
（九
七
四
）
六
月
一
四
日
に
こ
の
地
に
住
む
秦
助
正
は
祇
園
神
の
降
臨
が
あ
る
と
の
神
の
お
告
げ
を
受
け
た
。
翌
朝
自
宅
裏
庭
の
狐
塚
か
ら
祇
園
社
に
か
け
て
蜘
蛛
の
糸
が
続
い
て
お
り
、
祇
園
社
所
司
等
が
怪
し
ん
で
尋
ね
行
き
助
正
宅
ま
で
至
っ
た
。
　
こ
の
神
託
を
朝
廷
に
奏
聞
す
る
と
、
「
助
正
を
神
主
と
し
そ
の
宅
を
旅
所
に
し
ろ
」
と
宣
下
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
敷
地
を
祇
園
社
に
寄
進
し
、
邸
内
に
御
旅
所
を
設
け
て
神
輿
を
迎
え
た
の
が
祇
園
会
の
始
ま
り
で
、
以
来
助
正
の
子
孫
が
御
旅
所
神
主
を
相
伝
す
る
、
と
い
う
中
世
に
お
け
る
祇
園
会
始
行
御
旅
所
開
創
説
話
な
の
で
あ
る
。
瀬
田
は
祇
園
会
創
始
と
さ
れ
る
天
延
二
年
を
「
祇
園
会
に
対
す
る
朝
廷
の
公
　
　
　
　
　
（
6
）
の
援
助
が
始
ま
」
　
っ
た
年
と
理
解
し
、
「
助
正
以
降
十
三
代
に
わ
た
り
神
主
職
を
世
襲
相
伝
し
え
た
背
景
に
は
、
確
か
に
敷
地
寄
進
と
神
主
職
補
任
と
の
間
に
こ
の
よ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
な
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
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そ
れ
で
は
、
祇
園
会
の
成
立
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
室
町
後
期
成
立
の
『
二
十
二
社
註
式
』
に
は
、
「
天
禄
元
年
（
九
七
〇
ー
福
原
註
）
六
月
十
四
日
、
始
御
霊
会
、
自
今
年
行
之
」
と
あ
り
、
『
日
本
紀
略
』
天
延
三
年
（
九
七
五
）
六
月
一
五
日
条
に
は
感
神
院
で
「
走
馬
井
勅
楽
東
遊
御
幣
等
」
を
奉
っ
た
と
あ
り
、
『
年
中
行
事
秘
抄
』
同
日
条
に
も
、
「
祇
園
御
霊
会
始
、
被
献
楽
人
走
馬
也
。
」
、
「
公
家
自
今
年
、
於
感
神
院
被
奉
走
馬
、
勅
楽
、
東
遊
、
依
去
年
庖
瘡
事
也
。
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
に
祇
園
会
が
創
始
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
前
記
助
正
説
話
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
説
話
を
探
る
た
め
に
は
、
祇
園
社
の
創
始
の
問
題
に
立
ち
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
祇
園
社
の
創
始
に
関
し
て
は
数
説
あ
る
が
、
私
は
一
〇
世
紀
前
半
の
説
に
た
っ
。
『
日
本
紀
略
』
に
は
延
長
四
年
（
九
二
六
）
六
月
二
六
日
条
、
『
一
代
要
記
』
に
は
承
平
四
年
（九
三
四
）
六
月
二
六
日
条
に
修
行
僧
に
よ
る
堂
宇
の
建
立
が
記
さ
れ
る
。
『
東
大
寺
雑
集
録
』
は
建
立
を
承
平
四
年
と
記
し
、
同
書
に
よ
れ
ば
『
日
本
紀
略
』
に
記
さ
れ
た
修
行
僧
は
南
都
興
福
寺
僧
の
円
如
で
、
「
天
神
堂
」
は
大
和
春
日
の
水
屋
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
草
創
期
の
祇
園
社
が
興
福
寺
を
本
寺
と
し
た
こ
と
か
ら
、
祇
園
社
の
創
始
時
期
（
信
仰
の
成
立
で
は
な
く
、
神
殿
の
創
始
）
は
こ
の
頃
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
貞
観
創
始
説
は
『
社
家
条
々
記
録
』
「
当
社
草
創
の
根
元
」
に
、
貞
観
一
八
年
（
八
七
六
）
六
月
一
四
日
南
都
円
如
上
人
が
東
山
山
麓
祇
園
林
に
天
神
（
天
つ
神
）
が
垂
　
し
た
と
し
て
一
堂
を
建
立
し
た
と
い
う
記
述
に
根
拠
が
あ
る
。
六
月
一
四
日
の
祇
園
御
霊
会
と
同
じ
日
に
興
福
寺
僧
が
神
の
垂
　
を
み
る
と
い
う
の
は
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
社
家
に
よ
る
付
会
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
日
本
紀
略
』
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
三
月
二
二
日
条
に
よ
る
と
、
と
も
に
興
福
寺
を
本
寺
と
す
る
舐
園
社
と
清
水
寺
と
の
間
に
争
い
が
生
じ
た
。
こ
の
後
、
砥
園
社
は
興
福
寺
を
離
れ
て
、
天
台
宗
延
暦
寺
派
に
帰
し
、
そ
の
消
息
を
『
日
本
紀
略
』
は
天
延
二
年
五
月
七
日
条
に
、
『
祇
園
社
記
録
』
は
同
年
三
月
一
七
日
条
に
記
し
、
『
天
台
座
主
記
』
で
は
そ
れ
を
天
元
二
年
（
九
七
九
）
の
こ
と
と
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
『
社
家
条
々
記
録
』
の
記
述
の
さ
れ
方
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
天
延
二
年
助
正
に
よ
る
祇
園
会
草
創
伝
承
は
、
舐
園
社
感
神
院
の
天
台
改
宗
の
年
号
に
重
な
る
の
で
あ
る
。
『
社
家
条
々
記
録
』
に
は
、
天
延
二
年
三
月
一
七
日
に
山
門
別
院
と
な
り
、
同
年
六
月
一
四
日
に
御
霊
会
が
始
行
さ
れ
、
大
政
所
敷
地
が
寄
付
さ
れ
た
と
あ
る
。
そ
れ
は
感
神
院
の
南
都
系
寺
院
よ
り
、
王
城
鎮
護
を
ほ
こ
る
延
暦
寺
の
末
寺
、
天
台
の
神
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
八
坂
郷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
鎮
守
か
ら
平
安
京
の
神
へ
の
転
換
で
も
あ
っ
た
。
助
正
説
話
を
奉
ず
る
人
々
、
あ
る
い
は
助
正
説
話
に
仮
託
す
る
人
々
は
、
祇
園
「
本
社
の
所
司
と
提
携
し
つ
つ
、
神
託
奏
聞
を
駆
使
し
て
朝
廷
に
働
き
か
け
、
牛
頭
天
王
を
自
宅
に
迎
え
祭
り
、
祇
園
社
に
御
旅
所
敷
地
を
寄
進
す
る
か
わ
り
に
、
神
主
職
を
補
任
さ
れ
る
関
係
を
朝
廷
か
ら
公
　
　
　
（
9
）
認
さ
れ
た
」
山
門
を
背
景
に
す
る
人
々
で
あ
っ
た
、
と
推
測
で
き
る
。
そ
れ
が
具
体
的
に
い
か
な
る
人
々
で
あ
っ
た
か
は
、
「
中
下
級
官
人
ク
ラ
ス
で
あ
り
な
が
ら
、
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
実
と
し
て
は
一
町
家
を
有
す
る
ほ
ど
の
財
力
を
そ
な
え
て
い
た
」
俗
体
の
助
正
像
に
よ
っ
て
想
像
す
る
よ
り
手
は
な
い
。
瀬
田
は
、
こ
の
御
旅
所
敷
地
寄
進
が
当
初
か
ら
限
定
付
で
あ
り
、
助
正
に
仮
託
し
た
「
真
の
寄
附
者
」
に
留
保
さ
れ
た
権
限
の
存
在
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
を
予
想
し
て
い
る
。
　
興
福
寺
側
は
以
後
も
祇
園
社
の
支
配
権
を
主
張
し
て
紛
争
は
再
燃
し
か
け
、
『
中
右
記
』
天
永
四
年
（
＝
一
三
）
四
月
六
日
条
に
「
舐
薗
者
、
本
御
寺
末
寺
也
、
近
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代
為
山
僧
被
奪
取
也
L
と
興
福
寺
側
の
主
張
を
記
し
、
『
長
秋
記
』
同
年
四
月
九
日
条
に
も
同
様
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
緊
張
の
な
か
に
こ
そ
、
大
政
所
に
お
け
る
天
延
二
年
神
顕
現
の
主
張
の
意
味
が
増
す
の
で
あ
り
、
助
正
側
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
天
台
の
神
と
し
て
の
由
緒
を
祇
園
会
で
喧
伝
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
る
。
　
平
安
京
の
神
、
天
台
祇
園
感
神
院
と
し
て
の
再
出
発
に
は
新
た
な
る
儀
礼
が
必
要
で
あ
り
、
大
政
所
へ
の
神
幸
は
当
時
流
行
の
夏
の
御
霊
会
の
形
を
と
っ
た
。
牛
頭
天
王
が
六
月
七
日
に
大
政
所
へ
神
幸
、
大
政
所
へ
の
駐
螢
、
一
四
日
の
還
幸
と
い
う
形
態
で
あ
る
。
そ
の
深
層
に
は
助
正
説
話
に
み
る
大
政
所
に
お
け
る
牛
頭
天
王
の
顕
現
、
そ
し
て
舐
園
社
へ
の
お
渡
り
と
い
う
祭
祀
形
態
が
あ
り
、
そ
れ
は
天
台
改
宗
を
確
認
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
六
月
七
日
は
牛
頭
天
王
の
「
神
輿
迎
え
」
で
あ
り
、
こ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
時
か
ら
精
進
潔
斎
が
厳
し
く
な
り
、
一
一
日
の
湯
立
で
祭
場
を
祓
い
、
一
四
日
の
神
顕
現
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
。
『
二
十
二
社
註
式
』
に
は
祇
園
感
神
院
は
三
殿
に
分
か
れ
て
い
て
、
中
の
間
が
牛
頭
天
王
で
こ
れ
を
大
政
所
と
呼
び
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
の
垂
　
と
あ
る
。
大
政
所
こ
そ
主
神
で
あ
っ
て
、
祇
園
会
に
は
感
神
院
の
主
座
に
還
幸
す
る
と
い
う
そ
の
証
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
大
政
所
成
立
の
由
緒
は
舐
園
会
に
お
い
て
江
戸
時
代
ま
で
命
脈
を
保
ち
、
還
幸
行
列
に
由
緒
を
記
し
た
木
札
が
お
渡
り
す
る
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
『
祇
園
社
本
縁
録
』
（
幕
末
成
立
）
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
　
圓
融
院
御
宇
天
延
二
年
五
月
晦
日
霊
夢
ノ
告
ア
リ
當
社
ノ
神
高
辻
東
洞
院
秦
助
正
居
宅
二
廿
　
ケ
日
ノ
後
神
幸
ア
ル
ベ
シ
ト
ノ
神
託
ア
リ
　
今
六
月
祭
禮
二
長
六
尺
幅
七
寸
ノ
板
二
文
字
百
二
十
一
字
書
テ
錦
ヲ
以
テ
包
タ
ル
ハ
此
神
託
　
ノ
由
来
ヲ
書
タ
ル
札
ナ
リ
常
ハ
御
旅
所
二
納
置
ケ
リ
當
時
祭
禮
二
持
ト
コ
ロ
ノ
札
ノ
外
二
又
　
一
枚
御
旅
所
ノ
内
陣
二
札
ア
リ
六
月
祭
禮
二
七
日
ヨ
リ
御
旅
所
へ
神
輿
ヲ
渡
御
セ
シ
ム
ル
ハ
　
此
年
ヨ
リ
起
レ
リ
御
旅
所
棚
守
助
正
ガ
子
孫
十
代
計
ア
リ
テ
其
後
絶
タ
リ
六
月
祭
禮
御
旅
所
　
與
利
出
御
玉
文
板
二
書
以
レ
錦
包
之
名
目
二
謂
於
多
麻
也
　
以
下
一
二
一
文
字
の
玉
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
一
二
一
文
字
の
札
は
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
三
月
江
戸
為
之
蔵
が
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
写
し
た
『
祇
園
社
年
中
行
事
』
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
十
四
日
（
中
略
）
　
御
神
幸
（
中
略
）
御
式
札
難
醗
璽
轟
難
　
御
式
札
文
日
　
　
（
朱
）
　
紙
園
御
板
ト
云
力
長
八
尺
劔
頭
ノ
先
ヨ
リ
下
タ
全
体
ノ
長
サ
ナ
リ
、
上
劔
頭
幅
八
寸
也
下
幅
六
　
　
　
　
寸
五
歩
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
シ
　
　
　
　
祇
園
大
明
神
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
　
天
延
二
季
年
六
月
七
日
感
神
院
政
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
円
融
院
天
皇
御
宇
天
延
二
年
五
月
下
旬
比
以
先
祖
助
正
居
宅
高
辻
東
洞
院
為
御
旅
所
可
有
神
　
　
　
　
　
イ
詫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
シ
　
幸
之
由
有
神
託
之
上
後
園
有
堺
塚
、
自
後
蛛
縣
引
延
及
当
社
、
神
政
所
司
等
佐
之
尋
到
通
助
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
正
之
宅
畢
、
助
正
感
夢
去
七
箇
日
可
有
鎮
座
之
由
所
司
等
経
奏
聞
之
処
以
助
正
為
神
主
以
居
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
イ
被
或
ハ
波
　
宅
可
為
御
旅
所
之
由
致
宣
旨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朱
）
式
一
本
ヲ
以
テ
朱
ニ
テ
校
ス
耀
繋
議
璃
辻
素
襖
天
騎
晶
籠
㌫
建
⊇
膿
ト
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
ほ
ぼ
『
社
家
条
々
記
録
』
と
同
じ
文
言
で
あ
る
。
『
祇
園
御
祭
礼
行
烈
之
図
』
図
1
に
も
、
「
御
式
札
」
が
描
か
れ
、
祇
園
会
還
幸
に
は
大
政
所
よ
り
、
錦
に
包
ん
だ
木
札
を
も
っ
て
行
列
に
加
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
天
台
改
宗
と
結
び
つ
い
た
天
延
二
年
創
始
と
い
う
由
緒
が
毎
年
更
新
さ
れ
て
い
く
と
い
う
事
実
に
こ
そ
重
要
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
神
輿
が
遷
座
し
て
い
る
期
間
の
旅
所
は
在
地
民
の
参
詣
で
賑
わ
い
を
示
し
、
五
味
文
彦
は
院
政
期
に
は
御
旅
所
参
り
が
慣
例
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
（1
6
）
る
。　
そ
の
上
、
旅
所
巡
り
と
い
う
習
俗
ま
で
生
じ
た
可
能
性
も
あ
り
、
『
民
経
記
』
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
六
月
八
日
条
で
は
、
中
納
言
藤
原
頼
資
が
少
将
井
・
京
極
寺
・
大
政
所
の
三
つ
の
旅
所
巡
り
を
し
て
い
る
。
　
参
此
月
末
云
ミ
、
今
日
祇
園
御
輿
迎
也
、
入
夜
月
色
朧
≧
、
　
参
祇
園
旅
所
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
車
　
八
日
、
天
晴
、
入
夜
中
納
言
殿
祇
園
旅
所
御
参
、
御
〇
二
雨
、
一
雨
　
因
房
、
一
雨
中
納
言
殿
、
侍
ニ
へ
馨
轟
先
参
少
覧
輪
糠
覧
黍
賀
縦
雛
竃
次
参
京
極
寺
旅
所
羅
院
次
参
大
政
所
、
講
如
賞
顯
輿
更
深
§
家
、
　
桃
山
期
成
立
の
「
砥
園
社
大
政
所
絵
図
」
図
2
は
そ
の
よ
う
な
御
旅
所
参
り
の
際
に
絵
解
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
最
上
部
左
右
に
「
天
延
二
年
」
（
右
方
）
、
「
大
政
所
絵
図
　
助
正
調
之
」
と
後
世
（
江
戸
時
代
で
あ
ろ
う
）
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
図
2
に
は
、
三
体
の
本
地
仏
に
向
か
っ
て
拝
ん
で
い
る
男
が
お
り
、
こ
れ
は
徳
田
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
夫
が
指
摘
し
た
よ
う
に
秦
助
正
で
あ
ろ
う
。
御
旅
所
参
り
の
折
に
は
、
助
正
御
旅
所
開
創
諦
が
天
台
改
宗
の
歴
史
と
も
に
繰
り
返
し
絵
解
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
瀬
田
は
大
政
所
世
襲
神
主
が
有
し
た
諸
権
利
を
「
松
寿
丸
注
進
状
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
案
」
に
見
出
し
て
い
る
。
　
紙
端
陰
面
二
云
　
松
寿
丸
所
進
　
斎
藤
加
賀
状
永
享
三
九
十
五
尋
候
時
　
已
下
虫
損
　
　
案
文
　
一
大
政
所
四
町
々
庭
聲
土
貢
七
貫
文
蕪
轟
霧
行
．
纂
。
・
益
霧
文
執
行
当
知
行
　
一
年
一
度
　
一
腰
座
　
土
貢
五
百
文
無
主
　
直
垂
之
腰
聖
道
ヲ
ヒ
公
事
　
一
年
一
度
　
一
練
絹
座
土
貢
壱
貫
文
　
毎
年
三
百
貫
内
　
一
御
幣
料
百
五
＋
貫
文
　
今
者
七
十
貫
執
行
請
取
也
　
　
己
上
　
大
政
所
四
町
町
の
地
子
等
の
収
納
権
利
、
商
業
座
の
支
配
に
よ
る
座
公
事
銭
、
及
び
御
幣
料
一
五
〇
貫
文
（
三
百
貫
文
‖
祇
園
会
「
馬
上
料
足
」
全
額
の
半
分
）
が
そ
の
権
利
な
の
で
あ
っ
た
。
　
ま
た
、
瀬
田
は
大
政
所
神
主
が
祇
園
会
の
神
事
頭
役
制
‖
馬
上
役
制
に
お
い
て
、
自
主
的
に
馬
上
を
差
す
権
限
を
も
ち
、
馬
上
料
足
を
取
得
し
て
こ
れ
を
御
旅
所
で
の
神
事
遂
行
の
費
用
と
も
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
社
側
よ
り
も
御
旅
所
神
主
こ
そ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
祇
園
会
の
中
心
的
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
喝
破
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
さ
ら
に
瀬
田
は
大
政
所
の
変
質
を
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
の
で
あ
る
。
　
元
来
天
台
座
主
1
別
当
・
目
代
（
山
門
直
属
）
の
命
令
系
統
に
属
し
て
い
た
祇
園
社
の
内
部
で
、
社
務
執
行
顕
深
の
時
、
社
僧
の
中
か
ら
宝
寿
院
を
う
み
出
し
た
。
そ
の
主
導
の
も
と
に
山
門
の
影
響
力
を
弱
め
つ
つ
祇
園
社
を
再
編
し
た
。
顕
深
は
将
軍
義
満
の
御
師
職
を
バ
ッ
ク
に
、
至
徳
二
年
（
；
一
八
五
）
に
大
政
所
敷
地
を
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
に
は
大
政
所
神
主
職
の
権
利
を
世
襲
神
主
家
か
ら
奪
っ
た
。
そ
れ
は
、
祇
園
社
を
山
門
よ
り
幕
府
に
引
き
寄
せ
る
義
満
の
山
門
対
策
と
も
呼
応
し
て
進
め
ら
れ
た
。
つ
い
に
、
応
永
四
年
以
降
、
大
政
所
は
「
社
家
の
出
張
機
関
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
以
降
、
応
仁
の
乱
を
経
て
、
大
政
所
自
体
が
豊
臣
秀
吉
の
都
市
計
画
の
な
か
で
、
移
転
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
先
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
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と
こ
ろ
で
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
祇
園
祭
の
行
事
と
し
て
七
月
一
五
日
の
「
御
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
手
洗
御
戸
開
き
」
と
一
六
日
の
「
大
政
所
神
剣
拝
戴
」
が
あ
る
。
旧
大
政
所
の
御
手
洗
井
は
中
世
に
参
詣
人
が
手
水
に
用
い
た
井
戸
で
、
御
旅
所
が
移
っ
た
近
世
以
降
も
旧
六
月
六
日
に
は
井
戸
の
水
を
替
え
、
七
日
か
ら
一
四
日
ま
で
こ
れ
を
開
い
て
手
洗
い
と
し
た
。
昔
は
一
四
日
の
還
幸
に
、
烏
丸
四
条
の
辻
に
神
輿
が
通
り
か
か
っ
た
時
、
辻
で
打
つ
太
鼓
の
音
を
聞
く
と
と
も
に
井
戸
の
蓋
を
す
る
と
い
う
儀
礼
も
伝
承
さ
れ
　
　
（
2
3
）
て
い
た
。
現
在
で
も
ふ
だ
ん
は
用
い
な
い
井
戸
を
七
月
一
五
日
の
朝
開
扉
し
て
左
右
に
松
竹
を
建
て
注
連
を
張
り
、
三
台
の
三
方
に
綜
・
青
瓜
・
乾
魚
・
神
酒
を
供
え
る
。
長
刀
鉾
の
稚
児
は
「
御
手
洗
井
戸
開
き
の
儀
式
」
に
立
ち
合
っ
て
手
水
を
使
う
。
そ
の
の
ち
、
唐
櫃
に
納
め
ら
れ
た
長
刀
鉾
の
鉾
頭
、
長
刀
一
口
を
供
人
に
担
が
せ
て
烏
丸
通
り
を
南
下
し
、
仏
光
寺
下
ル
大
政
所
町
に
今
は
形
ぽ
か
り
残
っ
た
悪
王
子
社
（
ス
サ
ノ
オ
の
荒
魂
）
ま
で
至
り
、
そ
の
社
前
に
長
刀
を
安
置
し
て
拝
礼
す
る
。
そ
の
間
、
随
行
し
て
き
た
難
子
方
は
賑
や
か
に
祇
園
難
子
を
は
や
し
、
再
び
稚
児
と
と
も
に
鉾
町
会
所
に
戻
っ
て
い
く
。
こ
の
長
刀
は
『
日
次
記
事
』
六
月
七
日
条
に
「
長
刀
鉾
長
刀
相
伝
、
三
条
小
鍛
冶
宗
近
之
作
也
、
民
間
患
瘡
者
戴
此
則
病
癒
」
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
宗
近
作
の
長
刀
と
は
秦
助
正
の
娘
が
疫
病
に
罹
っ
た
際
祇
園
社
に
祈
り
そ
の
加
護
に
よ
っ
て
治
癒
し
た
、
そ
の
奉
謝
の
た
め
鍛
造
し
た
と
い
う
伝
承
と
交
差
す
る
。
疫
除
け
の
効
験
著
し
い
と
い
う
の
で
鉾
頭
に
も
用
い
ら
れ
、
山
鉾
巡
行
の
願
意
を
も
代
表
す
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
「
御
手
洗
御
戸
開
き
」
の
翌
一
六
日
中
、
長
刀
を
錦
の
包
み
に
包
ん
だ
ま
ま
諸
人
に
拝
戴
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
祇
園
社
大
政
所
絵
図
」
の
大
政
所
の
上
部
図
2
に
長
刀
鉾
が
描
か
れ
て
い
る
の
も
、
祇
園
会
鉾
行
列
の
先
頭
を
行
く
象
徴
と
い
う
意
味
以
上
に
、
長
刀
鉾
－
三
条
小
鍛
冶
宗
近
ー
助
正
娘
－
大
政
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
連
鎖
が
絵
師
を
し
て
描
か
し
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
旧
大
政
所
の
跡
地
に
明
治
維
新
ま
で
蜘
蛛
塚
が
残
っ
て
い
た
事
実
は
、
大
政
所
と
助
正
　
族
因
縁
の
場
の
記
憶
を
象
徴
す
る
。
現
在
還
幸
行
列
に
大
政
所
開
創
の
「
御
式
札
」
は
加
わ
ら
な
い
が
、
大
政
所
と
助
正
一
族
と
の
結
び
つ
き
の
記
憶
は
「
御
手
洗
御
戸
開
き
」
や
「
大
政
所
神
剣
拝
戴
」
の
行
事
に
よ
っ
て
命
脈
を
保
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
『
京
都
市
の
地
名
』
一
九
七
九
年
。
（
2
）
　
同
右
。
（
3
）
松
前
健
「
祇
園
天
王
信
仰
の
源
流
」
『
京
の
社
ー
神
々
と
祭
り
』
一
九
八
五
年
。
（
4
）
　
瀬
田
勝
哉
は
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
察
ー
馬
上
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
日
本
史
研
究
』
　
　
二
〇
〇
、
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
、
本
史
料
は
何
か
の
一
部
引
用
要
約
で
、
そ
の
現
　
　
文
書
を
南
北
朝
末
・
室
町
初
期
の
成
立
と
す
る
。
（
5
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
。
瀬
田
前
掲
「
中
世
砥
園
会
の
一
考
察
」
よ
り
引
用
。
（
6
）
　
前
掲
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
察
－
馬
上
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
二
三
頁
。
（
7
）
　
同
右
二
四
頁
。
（
8
）
　
こ
れ
を
八
坂
郷
鎮
守
を
祀
る
高
麗
人
よ
り
賀
茂
・
松
尾
・
稲
荷
を
祀
る
秦
氏
一
族
へ
　
　
の
転
換
、
司
祭
者
の
転
換
と
い
う
見
方
も
で
き
よ
う
。
（
9
）
　
前
掲
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
察
ー
馬
上
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
二
四
頁
。
（
1
0
）
　
同
右
二
五
頁
。
（
1
1
）
同
右
。
（
1
2
）
　
岡
見
正
雄
・
佐
竹
昭
広
編
『
標
註
洛
中
洛
外
図
屏
風
上
杉
本
』
に
は
『
言
継
卿
記
』
　
　
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
六
月
＝
日
条
に
「
祇
園
大
政
所
御
湯
立
有
之
云
々
、
」
　
　
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
湯
立
は
「
祇
園
社
大
政
所
絵
図
」
に
も
描
か
れ
、
徳
田
和
夫
は
79
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『
祇
園
社
記
』
第
二
三
「
大
政
所
之
記
」
に
御
湯
立
て
太
夫
職
の
補
任
状
を
指
摘
し
て
　
　
い
る
。
（
『
絵
語
り
と
物
語
り
』
一
九
九
〇
年
）
（
1
3
）
『
八
坂
誌
』
乾
、
一
九
〇
三
年
。
（
1
4
）
　
『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
巻
三
、
一
九
七
〇
年
。
（
1
5
）
　
前
掲
『
絵
語
り
と
物
語
り
』
。
（
1
6
）
　
「
馬
長
と
馬
上
」
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
一
九
八
四
年
。
（
1
7
）
徳
田
は
助
正
大
政
所
開
創
課
を
「
知
る
の
は
祇
園
社
関
係
の
者
た
ち
だ
け
で
あ
り
、
　
　
他
老
は
し
る
よ
し
も
な
い
。
こ
の
図
像
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
は
及
ぼ
な
い
」
か
ら
、
　
　
絵
解
き
が
行
わ
れ
る
と
論
ず
る
。
（
『
絵
語
り
と
物
語
り
』
）
し
か
し
、
瀬
田
が
「
中
世
　
　
祇
園
会
の
一
考
察
－
馬
上
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
に
お
い
て
「
こ
れ
は
当
時
世
間
周
知
の
　
　
伝
承
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
瀬
田
説
の
ほ
う
が
こ
の
伝
承
の
機
能
を
反
映
し
て
い
る
よ
　
　
う
に
思
わ
れ
る
。
（
1
8
）
　
「
祇
園
社
記
続
録
第
一
」
『
八
坂
神
社
記
録
』
（
1
9
）
　
前
掲
「
中
世
紙
園
会
の
一
考
察
－
馬
上
制
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
2
0
）
同
右
。
（
2
1
）
　
同
右
。
（
2
2
）
　
柴
田
実
「
祇
園
祭
の
諸
行
事
」
舐
園
祭
編
纂
委
員
会
・
舐
園
祭
山
鉾
連
合
会
編
『
祇
　
　
園
祭
』
一
九
七
六
年
。
（
2
3
）
松
前
前
掲
「
祇
園
天
王
信
仰
の
源
流
」
。
（
2
4
）
　
前
掲
『
京
都
市
の
地
名
』
。
日
吉
社
の
事
例
　
瀬
田
は
「
日
吉
社
の
場
合
も
御
旅
所
を
『
大
政
所
』
と
呼
ん
で
、
日
吉
祭
の
中
核
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
的
神
事
た
る
未
日
の
神
事
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
こ
で
先
ず
、
瀬
田
に
な
ら
っ
て
山
王
祭
未
日
神
事
の
祭
場
で
あ
る
日
吉
の
大
政
所
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
　
中
世
日
吉
社
は
大
宮
・
二
宮
・
聖
真
子
・
三
宮
・
八
王
子
・
客
人
・
十
禅
師
の
上
七
社
を
中
心
に
、
中
七
社
・
下
七
社
の
山
王
二
一
社
が
成
立
し
て
い
た
。
現
在
の
上
七
社
は
、
西
本
宮
・
東
本
宮
・
宇
佐
宮
・
三
宮
・
牛
尾
宮
・
白
山
姫
宮
・
樹
下
宮
と
称
す
る
。
小
比
叡
と
よ
ば
れ
る
牛
尾
山
（
八
王
子
山
）
の
神
奈
備
山
（
神
体
山
）
は
磐
座
信
仰
と
し
て
『
古
事
記
』
に
も
登
場
し
、
こ
の
産
土
神
大
山
咋
神
を
祭
神
と
す
る
二
宮
（
小
比
叡
）
は
里
宮
に
あ
た
る
地
主
神
で
あ
っ
た
。
の
ち
天
智
天
皇
が
大
和
の
三
輪
明
神
を
勧
請
し
、
大
宮
（
大
比
叡
）
と
し
て
主
神
の
座
を
奪
っ
た
、
と
伝
え
　
（
2
）
ら
れ
る
。
景
山
春
樹
は
、
こ
の
二
つ
の
異
な
る
祭
祀
発
生
形
態
が
四
月
中
の
申
の
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
を
中
心
の
四
日
間
に
わ
た
る
山
王
祭
に
も
反
映
し
て
い
る
と
す
る
。
景
山
の
論
を
図
式
に
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。
　
大
山
咋
神
1
1
地
主
神
‖
小
比
叡
神
‖
二
宮
・
三
宮
・
八
王
子
・
十
禅
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‖
午
・
未
の
神
事
　
大
己
貴
命
1
1
三
輪
系
1
1
大
比
叡
神
H
大
宮
・
聖
真
子
・
客
人
　
H
申
・
酉
の
神
事
そ
し
て
、
氏
は
前
者
に
古
層
の
原
始
信
仰
を
論
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
さ
て
、
現
在
の
山
王
祭
は
以
下
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
　
三
月
一
日
の
「
神
輿
上
げ
」
は
東
本
宮
の
奥
宮
に
あ
た
る
牛
尾
山
の
頂
上
に
あ
る
社
殿
へ
二
基
の
神
輿
を
か
つ
ぎ
あ
げ
安
置
す
る
。
四
月
＝
一
日
ま
で
毎
夕
神
輿
に
献
灯
。　
三
月
二
七
・
二
八
日
頃
境
内
か
ら
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
の
大
榊
を
切
り
出
し
、
四
月
三
日
に
大
津
市
京
町
の
天
孫
神
社
（
四
宮
）
に
捧
持
す
る
。
　
四
月
一
二
日
夜
に
牛
尾
山
頂
上
の
社
殿
か
ら
神
輿
を
甲
冑
に
身
を
固
め
た
武
者
の
80
長者・旅所・政所
警
固
の
中
、
山
麓
ま
で
の
急
坂
を
か
つ
ぎ
下
ろ
す
荘
重
な
行
事
が
あ
る
。
神
輿
の
後
ろ
に
は
鈴
縄
が
付
け
ら
れ
、
前
は
長
い
青
竹
で
押
さ
え
な
が
ら
進
む
。
二
基
の
神
輿
は
東
本
宮
の
拝
殿
で
神
輿
の
後
ろ
（
韓
）
を
互
い
に
差
し
違
え
た
よ
う
な
形
で
安
置
し
、
「
シ
リ
ツ
ナ
ギ
の
御
供
」
が
献
ぜ
ら
れ
、
「
御
生
れ
」
の
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
る
。
翌
二
二
日
に
は
神
輿
四
基
が
大
政
所
（
宵
宮
場
）
と
よ
ぽ
れ
る
御
旅
所
に
移
さ
れ
る
。
こ
こ
で
神
輿
に
対
し
て
新
茶
が
献
じ
ら
れ
る
。
午
後
一
時
か
ら
参
道
で
華
や
か
な
「
花
渡
り
式
」
が
あ
り
、
青
年
た
ち
に
警
固
さ
れ
た
甲
胃
武
者
姿
の
稚
児
を
先
頭
に
、
色
布
に
結
ぽ
れ
た
造
花
の
大
指
物
を
も
っ
た
青
年
た
ち
が
長
い
参
道
を
練
り
歩
く
。
こ
の
あ
と
四
基
の
神
輿
の
前
で
京
都
室
町
仏
光
寺
の
山
王
町
日
吉
神
社
関
係
者
（
か
つ
て
は
祇
園
社
宮
司
）
が
子
供
用
の
玩
具
・
人
形
を
含
む
独
自
の
神
撰
「
未
の
御
供
」
を
献
ず
る
。
夕
刻
か
ら
大
政
所
で
最
も
勇
壮
な
「
宵
宮
落
し
」
が
始
ま
る
。
ま
ず
大
政
所
の
壇
で
駕
輿
丁
が
神
輿
を
激
し
く
上
下
に
振
っ
た
あ
と
、
神
輿
の
前
で
獅
子
舞
、
続
い
て
田
楽
法
師
に
よ
る
「
綾
織
り
」
の
曲
が
奏
上
さ
れ
る
。
そ
の
あ
と
扇
を
上
げ
る
の
を
合
図
に
い
っ
せ
い
に
神
輿
を
か
つ
ぎ
あ
げ
壇
上
か
ら
飛
び
下
り
、
か
け
声
勇
ま
し
く
先
を
競
い
な
が
ら
群
衆
を
か
き
分
け
て
西
本
宮
へ
向
か
う
。
　
一
四
日
西
本
宮
の
本
殿
で
日
吉
大
社
宮
司
の
献
幣
の
あ
と
、
延
暦
寺
僧
が
五
色
の
幣
を
奉
納
、
座
主
が
本
殿
大
床
ま
で
の
ぼ
り
読
経
す
る
と
い
う
神
仏
習
合
の
行
事
が
行
わ
れ
る
。
の
ち
、
四
月
三
日
に
大
津
の
天
孫
神
社
に
渡
御
し
た
大
榊
と
幸
の
鉾
が
、
天
孫
神
社
よ
り
日
吉
社
へ
還
御
す
る
「
大
榊
神
事
」
で
、
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
を
利
用
す
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
一
千
人
に
の
ぼ
る
大
行
列
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
天
智
天
皇
が
大
和
の
三
輪
明
神
を
勧
請
し
た
途
次
、
大
榊
を
四
宮
社
に
一
時
留
め
た
由
緒
に
よ
る
。
　
　
一
四
日
の
午
後
に
は
西
本
宮
本
殿
か
ら
七
社
の
神
輿
が
大
宮
橋
を
渡
り
長
い
参
道
を
下
り
下
阪
本
の
琵
琶
湖
岸
の
七
本
柳
の
浜
（
八
柳
浜
）
に
到
着
。
こ
こ
で
準
備
さ
れ
た
神
輿
船
に
乗
せ
、
唐
崎
の
沖
へ
向
か
う
。
か
つ
て
は
七
基
の
神
輿
船
が
先
を
競
っ
て
唐
崎
沖
へ
漕
ぎ
出
し
て
い
た
。
唐
崎
の
沖
で
は
神
輿
船
に
対
し
て
古
式
に
沿
っ
て
作
ら
れ
た
「
粟
津
の
御
供
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
大
和
か
ら
勧
請
し
た
三
輪
明
神
に
地
元
の
人
が
粟
飯
を
献
じ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。
そ
の
あ
と
神
輿
船
は
唐
崎
沖
か
ら
向
き
を
北
に
か
え
比
叡
辻
の
若
宮
神
社
裏
に
着
岸
さ
せ
、
夕
闇
せ
ま
る
こ
ろ
に
松
明
の
光
を
も
と
に
参
道
を
進
み
西
本
宮
へ
と
還
御
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
次
に
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
成
立
の
『
日
吉
山
王
祭
禮
新
記
』
よ
り
江
戸
時
代
前
半
の
山
王
祭
の
次
第
を
記
し
て
お
こ
う
。
　
〔
二
月
中
申
日
〕
　
八
王
子
・
三
宮
の
神
輿
を
山
上
ま
で
昇
き
上
げ
る
。
　
〔
三
月
末
〕
　
山
門
山
内
に
立
つ
大
榊
を
切
り
、
飯
室
道
の
広
芝
松
ま
で
出
し
て
お
く
。　
〔
三
月
晦
日
〕
　
広
芝
に
お
い
て
榊
に
献
餓
・
祝
詞
。
の
ち
榊
を
大
宮
社
東
方
に
移
す
。　
〔
四
月
三
日
〕
　
大
津
四
宮
よ
り
四
宮
生
得
神
人
一
人
、
松
本
平
野
明
神
神
人
一
人
が
大
榊
の
御
迎
え
に
来
る
。
同
日
作
道
を
経
て
大
津
四
宮
に
渡
御
。
　
〔
四
月
午
日
〕
　
八
王
子
祭
礼
で
午
神
事
と
称
す
。
八
王
子
山
よ
り
八
王
子
と
三
宮
の
神
輿
を
昇
き
下
ろ
し
二
宮
の
拝
殿
に
渡
御
す
る
。
の
ち
神
輿
に
洗
米
を
供
し
、
奉
幣
が
あ
る
。
大
政
所
の
御
鉾
を
撤
し
て
鳥
居
の
代
わ
り
に
精
進
竹
二
本
を
立
て
、
他
六
ヵ
所
（
唐
崎
鳥
居
跡
・
下
坂
本
両
社
辻
・
比
叡
辻
若
宮
前
・
大
鳥
居
跡
・
馬
場
収
納
辻
・
二
宮
橋
北
に
各
二
本
）
に
精
進
竹
を
立
て
る
。
こ
の
七
ヵ
所
は
上
古
の
鳥
居
81
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の
跡
で
あ
る
。
　
〔
四
月
未
日
〕
　
二
宮
神
輿
・
十
禅
師
神
輿
を
政
所
に
遷
す
。
山
か
ら
下
ろ
し
た
八
王
子
と
三
宮
神
輿
を
加
え
て
四
社
神
輿
。
卯
神
事
が
行
わ
れ
、
二
宮
の
祭
礼
で
あ
る
。
大
宮
方
、
政
所
方
各
々
三
〇
人
ば
か
り
が
甲
胃
を
着
し
て
警
固
す
る
。
　
早
朝
座
主
が
加
持
を
行
っ
（
貫
主
が
簾
の
内
か
ら
加
持
す
る
）
て
い
る
間
、
未
御
供
棚
を
担
い
で
、
庭
を
三
回
廻
る
。
酉
刻
舐
園
社
宮
仕
が
未
御
供
を
持
参
し
て
、
大
政
所
に
三
段
棚
を
飾
り
、
榊
・
注
連
を
引
い
て
、
未
御
供
を
供
え
る
。
未
御
供
は
舐
園
社
宮
仕
が
拝
殿
で
日
吉
社
宮
仕
に
渡
し
、
各
々
が
四
社
の
神
輿
に
供
え
る
。
四
社
の
祢
宜
が
拝
殿
に
昇
り
四
人
一
度
に
祝
言
し
、
の
ち
二
宮
の
祢
宜
が
祇
園
宮
仕
持
参
の
幣
を
二
宮
神
輿
に
奉
幣
す
る
。
こ
の
幣
に
は
錦
袋
に
入
っ
た
三
尺
程
の
札
板
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
札
板
の
銘
は
左
の
如
し
。
　
札
板
銘
泉
字
不
審
承
知
歎
、
　
政
所
に
舞
火
を
焚
き
、
祇
園
調
進
の
神
供
棚
の
荘
と
政
所
の
御
膳
を
大
宮
の
宝
殿
に
持
参
す
る
。
警
固
の
公
人
が
太
刀
を
捧
持
し
て
政
所
に
参
集
し
、
二
人
ず
つ
神
輿
の
猿
を
持
つ
（
こ
れ
を
駕
輿
丁
の
表
張
り
と
い
う
）
。
獅
子
舞
・
田
楽
の
後
、
四
社
の
神
輿
は
大
宮
拝
殿
ま
で
神
幸
し
、
七
社
一
所
に
列
立
す
る
。
公
人
は
惣
合
鳥
居
の
基
に
提
灯
を
差
し
上
げ
る
。
　
〔
四
月
申
日
〕
　
大
榊
神
事
“
午
刻
、
大
津
四
宮
・
松
本
平
野
明
神
・
粟
津
五
所
社
の
神
人
が
供
奉
し
て
大
榊
を
坂
本
の
榊
宮
に
渡
御
図
3
。
そ
の
行
列
次
第
は
、
御
幣
・
宮
仕
三
人
・
素
襖
五
〇
人
・
四
宮
神
人
・
幸
鉾
・
大
榊
人
夫
・
衣
冠
神
人
一
人
（
膳
所
五
所
明
神
内
各
番
出
仕
）
・
総
角
児
童
一
人
・
神
人
二
人
（
大
津
四
宮
神
人
・
松
本
平
野
明
神
神
人
）
の
順
で
あ
る
。
こ
の
四
宮
神
人
が
捧
持
す
る
禮
板
の
銘
は
左
の
如
し
で
あ
る
。
　
左
方
生
得
　
　
長
者
日
吉
御
祭
禮
　
惣
政
所
　
貞
享
五
戊
辰
年
四
月
十
八
日
檀
板
銘
先噌
達
次
宮
仕
三
人
着
・
蓑
帯
二
太
刀
魯
娼
次
甕
五
＋
人
、
汚
次
四
宮
紳
人
木
村
左
近
着
二
袴
肩
衣
一
為
二
路
次
’
行
列
警
固
衛
也
、
　
唐
崎
神
幸
‥
申
刻
、
本
社
よ
り
唐
崎
神
幸
。
そ
の
供
奉
次
第
は
、
神
馬
七
疋
・
七
社
御
鉾
七
基
．
七
社
太
鼓
・
七
社
之
神
子
（
中
鳥
居
ま
で
供
奉
）
・
社
家
二
人
（
一
人
は
大
鳥
居
ま
で
一
人
は
乗
船
し
唐
崎
に
至
る
、
）
・
宮
仕
一
人
。
　
神
幸
の
順
路
は
、
惣
合
鳥
居
ー
馬
場
中
鳥
居
－
石
占
井
－
古
里
井
ー
明
良
ー
作
道
ー
神
輿
道
－
両
社
辻
を
経
、
七
本
柳
で
乗
船
す
る
。
唐
崎
の
四
五
町
ば
か
り
南
で
船
を
止
め
る
図
4
。
す
で
に
湖
上
に
待
機
し
て
い
た
粟
津
御
供
船
か
ら
、
大
幣
吊
を
小
船
に
移
し
、
大
宮
の
船
ま
で
、
粟
津
の
年
寄
役
が
持
参
す
る
。
素
絹
五
条
で
蔽
わ
れ
た
御
供
船
よ
り
四
九
膳
の
粟
津
の
御
供
を
海
に
落
と
す
。
そ
の
時
、
御
供
船
は
音
楽
を
奏
し
て
お
り
、
屋
形
で
は
猿
面
を
つ
け
た
三
人
の
芸
能
者
の
滑
稽
な
所
作
が
演
じ
ら
れ
る
。
御
供
の
奉
献
が
終
わ
る
と
、
御
供
船
に
か
ざ
る
幣
吊
を
海
に
投
げ
入
れ
る
。
鐘
を
打
ち
念
仏
を
唱
え
る
。
大
宮
の
船
は
比
叡
辻
村
若
宮
の
汀
に
着
す
。
本
社
に
帰
着
し
、
神
輿
を
仮
屋
に
入
れ
る
。
　
山
王
祭
の
構
成
に
つ
い
て
、
景
山
春
樹
は
　
　
山
宮
‖
三
宮
・
八
王
子
82
長者・旅所・政所
　
　
里
宮
‖
二
宮
・
十
禅
師
　
　
田
宮
1
1
大
政
所
（
中
七
社
の
王
子
宮
〔
二
宮
の
摂
社
〕
の
境
内
）
　
　
（
6
）
と
考
え
、
午
神
事
は
山
宮
の
神
輿
二
基
が
里
宮
に
降
臨
し
、
男
女
二
柱
の
融
合
に
よ
っ
て
若
宮
の
誕
生
を
現
す
儀
礼
で
、
未
神
事
は
里
宮
の
二
宮
系
神
輿
四
基
を
「
田
宮
」
H
御
旅
所
1
1
大
政
所
に
移
し
、
特
殊
神
撰
（
未
御
供
）
を
供
し
夜
の
祭
儀
に
よ
っ
て
若
宮
の
生
誕
を
形
ど
る
神
事
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
、
午
・
未
神
事
は
春
に
山
か
ら
里
へ
神
霊
を
迎
え
、
生
産
と
豊
穣
を
祈
る
農
耕
儀
礼
で
あ
る
、
と
論
じ
る
。
こ
こ
で
山
王
祭
を
整
理
し
て
お
く
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。
　
午
・
未
神
事
1
1
二
宮
系
1
ー
ミ
ア
レ
・
農
耕
＋
京
都
の
未
神
人
　
申
神
事
　
　
1
1
大
宮
系
1
1
鎮
座
の
再
現
・
反
復
　
　
　
　
　
　
　
　
大
榊
神
事
1
1
大
津
四
宮
～
坂
本
榊
宮
～
本
社
に
還
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
唐
崎
神
幸
H
本
社
～
下
阪
本
七
本
柳
～
湖
上
～
比
叡
辻
～
本
社
　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
午
・
未
神
事
の
大
政
所
は
あ
く
ま
で
も
図
5
の
ご
と
き
日
吉
社
の
神
域
で
あ
り
、
祭
祀
が
祀
職
や
神
人
の
な
か
で
完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
参
詣
曼
茶
羅
が
絵
解
き
さ
れ
、
大
政
所
詣
り
が
な
さ
れ
在
地
の
人
と
の
接
触
点
に
な
っ
て
い
た
祇
園
の
大
政
所
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
う
。
こ
こ
に
至
っ
て
日
吉
社
の
神
人
組
織
に
目
を
転
ず
る
必
要
が
迫
ら
れ
て
く
る
。
　
日
吉
の
二
つ
の
異
な
る
祭
祀
発
生
形
態
を
山
王
祭
の
祭
祀
構
造
の
み
で
な
く
、
『
耀
天
記
』
と
『
山
家
要
略
記
』
と
い
う
二
つ
の
縁
起
に
ま
で
敷
術
し
、
神
人
組
織
を
媒
介
に
し
て
山
王
祭
に
隠
さ
れ
た
意
味
を
読
み
取
ろ
う
と
し
た
試
み
が
山
本
ひ
ろ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
子
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
　
山
本
は
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
成
立
『
耀
天
記
』
の
大
宮
鎮
座
縁
起
の
プ
ロ
ッ
ま
で
の
先
導
と
運
搬
と
い
う
二
つ
が
主
要
な
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
、
と
い
う
対
し
『
山
家
要
略
記
』
は
『
耀
天
記
』
と
は
異
な
る
説
話
を
伝
え
て
お
り
、
山
本
に
よ
る
本
文
抽
出
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ω
時
・
湖
上
三
艘
・
漁
舟
有
⊥
鉄
醜
世
　
　
　
カ
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ
キ
② ト
を
次
の
よ
う
に
抽
出
す
る
。
　
ω
　
大
宮
の
神
は
、
欽
明
天
皇
の
御
宇
に
大
和
国
（
三
輪
）
に
垂
　
し
、
天
智
天
皇
の
御
宇
に
　
　
こ
の
地
（
日
吉
社
地
）
に
渡
御
さ
れ
た
。
　
②
　
俗
形
貴
人
体
の
神
は
大
和
か
ら
大
津
の
八
柳
浜
に
渡
御
す
る
と
西
浦
の
「
タ
ナ
ヵ
ノ
ッ
ネ
ロ
田
中
恒
世
」
　
　
の
船
に
乗
り
、
唐
崎
の
琴
御
館
宇
志
麿
の
所
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
　
③
　
そ
の
時
恒
世
は
「
粟
の
飯
」
で
神
を
も
て
な
し
た
の
で
神
は
、
汝
は
私
の
「
神
人
」
‥
と
な
　
　
っ
て
毎
年
祭
の
時
に
私
が
出
御
す
る
際
に
は
必
ず
供
御
の
飯
を
奉
る
よ
う
に
、
と
勅
し
た
。
　
ω
　
こ
の
時
以
来
田
中
恒
世
が
神
に
粟
の
御
料
を
奉
献
す
る
と
い
う
習
い
は
今
に
至
る
ま
で
　
　
変
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
今
の
「
大
津
の
神
人
」
は
こ
の
恒
世
の
末
喬
で
あ
る
。
　
⑤
　
さ
て
恒
世
の
舟
に
よ
っ
て
唐
崎
へ
到
着
し
た
神
は
、
宇
志
麿
の
船
に
お
乗
り
に
な
り
宇
　
　
志
麿
の
館
の
大
き
な
樹
の
稽
に
船
を
懸
け
る
と
い
う
奇
瑞
を
顕
し
た
の
で
、
宇
志
麿
は
そ
　
　
の
貴
人
を
神
と
知
っ
た
。
　
⑥
　
そ
こ
で
神
は
、
「
汝
は
私
の
『
氏
人
』
と
な
っ
て
社
務
を
執
行
す
る
よ
う
に
」
と
「
祝
部
」
　
　
と
い
う
姓
を
与
え
た
。
　
⑦
　
ま
た
神
は
「
西
北
の
勝
地
に
草
を
結
ん
だ
所
を
目
印
と
し
て
社
殿
を
建
立
す
る
よ
う
　
　
に
」
と
勅
し
た
の
で
宇
志
麿
が
尋
ね
ゆ
く
と
扮
楡
を
結
ん
だ
地
（
波
止
土
濃
1
1
橋
殿
）
が
あ
っ
　
　
た
の
で
そ
こ
に
宝
殿
を
建
て
て
神
を
奉
斎
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
大
宮
の
宝
殿
で
あ
る
。
　
⑧
　
か
の
宇
志
麿
は
の
ち
に
山
末
社
（
山
末
大
明
神
）
と
し
て
祀
ら
れ
た
が
、
現
在
の
社
司
ら
　
　
は
彼
の
子
孫
で
あ
る
。
　
氏
は
大
宮
鎮
座
縁
起
に
田
中
恒
世
説
話
と
唐
崎
の
琴
御
館
宇
志
麿
説
話
を
指
摘
し
、
前
者
は
大
津
西
浦
の
田
中
恒
世
に
よ
る
三
輪
明
神
に
対
す
る
粟
の
飯
の
饗
応
と
唐
崎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
こ
れ
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
83
神
人
示
シ
テ
日
ク
「
吾
二
済
飢
ノ
饅
ヲ
献
ゼ
ム
ヤ
」
恒
世
答
ヘ
テ
日
ク
「
用
意
セ
ズ
。
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ツ
　
ゲ
　
　
　
ワ
ク
シ
　
但
シ
黄
揚
ノ
小
笥
ノ
中
二
粟
ノ
飯
有
リ
。
未
ダ
己
ヲ
稜
サ
ズ
。
上
分
ヲ
献
ズ
可
シ
。
」
即
　
　
イ
　
チ
　
コ
　
　
チ
覆
盆
子
ノ
葉
二
入
レ
テ
之
ヲ
献
ズ
。
　
　
　
カ
　
　
ミ
③
神
人
ハ
之
ヲ
聞
食
ス
。
復
示
シ
テ
日
ク
「
汝
我
ヲ
シ
テ
辛
崎
ノ
松
ノ
下
二
送
レ
」
。
恒
世
　
即
チ
漁
舟
ヲ
樟
シ
テ
孤
松
ノ
下
二
至
ル
。
ω
　
重
ネ
テ
示
シ
テ
日
ク
。
「
汝
力
子
孫
ハ
吾
春
属
ト
為
リ
テ
丞
〔
嘗
ノ
礼
典
ヲ
司
ド
レ
。
毎
　
年
卯
月
中
ノ
申
二
此
ノ
松
ノ
下
二
幸
シ
テ
汝
力
志
ヲ
報
ゼ
ム
」
。
㈲
　
晴
光
、
恒
世
共
・
一
天
智
天
皇
ノ
生
魚
ノ
供
御
人
也
。
同
ク
生
得
ノ
神
人
ナ
リ
。
　
『
耀
天
記
』
で
は
田
中
恒
世
の
子
孫
を
大
津
の
神
人
と
す
る
が
、
『
山
家
要
略
記
』
で
は
田
中
恒
世
と
天
ノ
晴
光
の
二
人
を
「
生
得
の
神
人
」
と
し
て
お
り
、
中
世
に
は
異
な
る
伝
承
が
成
立
し
て
い
た
。
山
本
は
、
粟
津
の
供
御
人
こ
そ
田
中
恒
世
に
仮
託
す
る
人
々
の
原
像
で
あ
り
、
田
中
恒
世
説
話
に
は
天
智
天
皇
大
津
遷
都
に
ま
つ
わ
る
伝
承
が
流
入
し
、
遊
幸
す
る
天
皇
像
こ
そ
大
宮
縁
起
の
主
要
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
、
と
論
じ
た
。
そ
し
て
、
山
王
祭
の
申
日
神
事
に
大
榊
神
幸
と
唐
崎
神
幸
（
粟
津
の
御
供
）
と
い
う
二
つ
の
神
幸
（
1
1
御
幸
）
と
い
う
形
態
が
中
核
と
な
る
の
は
、
縁
起
の
性
格
に
起
因
す
る
大
比
叡
神
の
鎮
座
過
程
の
復
演
で
あ
る
、
と
論
じ
た
。
　
山
王
祭
を
日
吉
神
人
の
視
点
よ
り
理
解
す
る
た
め
に
は
、
歴
史
学
の
成
果
に
よ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
て
大
津
神
人
の
形
成
を
概
観
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
　
一
一
世
紀
後
半
以
降
天
皇
家
や
神
社
な
ど
に
属
し
て
い
た
賛
人
は
そ
れ
ぞ
れ
供
御
人
・
神
人
の
称
号
を
与
え
ら
れ
天
皇
・
神
の
直
属
民
と
し
て
保
証
さ
れ
た
特
権
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蟄
貢
進
の
体
制
は
一
二
～
一
三
世
紀
に
大
き
な
変
化
を
と
げ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
天
皇
と
競
合
し
て
こ
れ
を
神
人
と
し
て
組
織
し
よ
う
と
す
る
諸
社
の
活
発
な
動
き
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
大
津
神
人
は
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
に
姿
を
み
せ
る
。
　
延
暦
寺
と
日
吉
社
の
大
津
浦
支
配
は
土
地
支
配
か
ら
発
す
る
も
の
で
な
く
、
日
吉
社
の
祭
礼
に
奉
仕
す
る
日
吉
神
人
と
し
て
住
民
を
組
織
・
編
成
し
て
い
く
形
で
進
め
ら
れ
、
「
中
右
記
」
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
三
月
一
二
日
条
に
は
日
吉
駕
輿
丁
神
人
と
し
て
大
津
神
人
の
名
が
み
え
る
。
　
大
津
神
人
は
一
二
世
紀
に
は
左
右
二
方
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
に
一
名
の
長
者
が
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
か
れ
て
日
吉
神
人
集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ぽ
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
に
は
「
日
吉
社
大
津
左
右
方
神
人
」
が
越
後
国
豊
田
庄
の
地
頭
を
日
吉
社
に
訴
え
て
い
（1
1
）
る
。
平
安
時
代
末
に
は
組
織
的
拡
充
に
と
も
な
っ
て
、
近
江
や
畿
内
諸
国
の
在
地
有
力
老
中
に
大
津
神
人
と
な
る
も
の
も
現
れ
て
き
た
。
大
津
の
「
在
京
神
人
」
の
下
部
組
織
と
し
て
「
在
国
神
人
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
は
日
吉
社
領
で
あ
る
と
と
も
に
「
在
京
神
人
」
活
動
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
津
神
人
の
本
拠
は
、
長
者
の
宅
が
浦
に
あ
る
よ
う
に
基
本
的
に
大
津
浦
に
あ
っ
た
。
大
津
の
神
人
は
そ
の
所
領
田
畑
か
ら
の
収
穫
を
も
っ
て
日
吉
社
に
奉
仕
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
大
津
浦
以
外
の
日
吉
社
領
か
ら
の
収
納
分
（
上
分
米
）
を
元
手
に
し
て
、
諸
国
を
舞
台
に
金
融
活
動
を
行
い
、
国
衙
・
庄
園
の
納
物
を
請
負
い
そ
れ
ら
の
収
益
を
も
っ
て
日
吉
社
へ
の
奉
仕
料
と
し
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
神
人
集
団
の
範
囲
は
瀬
戸
内
海
・
北
陸
道
に
達
し
、
湖
上
交
通
・
日
本
海
の
海
上
交
通
を
行
っ
て
い
た
。
　
一
一
世
紀
後
半
頃
よ
り
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
対
立
が
顕
在
化
す
る
に
伴
い
大
津
浦
住
人
も
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
、
『
中
右
記
』
永
久
二
年
（
一
一
一
四
）
六
月
に
は
、
山
門
分
・
寺
門
分
の
大
津
浜
住
人
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
大
津
浜
住
人
の
分
割
支
配
体
制
が
確
立
し
て
い
た
。
　
保
安
元
年
（
＝
二
〇
）
に
は
後
三
条
天
皇
の
日
吉
行
幸
の
際
に
広
げ
ら
れ
た
新
大
路
に
、
山
門
分
の
大
津
浜
住
人
に
よ
っ
て
鳥
居
が
建
て
ら
れ
た
が
園
城
寺
に
よ
っ
84
長者・旅所・政所
　
　
　
　
　
（
1
2
）
て
破
却
さ
れ
る
な
ど
、
大
津
浦
に
お
け
る
山
門
分
・
寺
門
分
の
争
い
が
み
え
は
じ
め
る
。　
『
宮
寺
縁
事
抄
』
保
安
二
年
（
一
＝
二
）
六
月
九
日
「
日
吉
社
宛
宣
旨
」
に
は
「
当
社
領
大
津
ノ
東
浦
ノ
神
人
」
と
山
門
領
と
し
て
の
大
津
東
浦
の
形
成
が
確
認
さ
れ
、
寺
門
領
西
浦
の
成
立
も
こ
の
頃
で
、
後
の
大
津
九
保
（
本
所
庭
田
家
）
の
東
・
西
浦
に
展
開
し
て
い
く
。
　
こ
の
時
期
の
神
人
は
中
世
の
座
の
特
質
で
あ
る
自
主
的
な
横
の
結
合
は
未
だ
成
立
し
て
お
ら
ず
、
「
専
ら
社
家
と
の
人
身
的
隷
属
関
係
が
彼
ら
を
神
人
た
ら
し
め
て
い
葭
例
え
ば
、
永
治
年
中
（
二
四
三
）
に
は
・
蒔
座
主
璽
行
為
替
・
吉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
大
政
所
仮
屋
間
敷
、
神
人
少
々
被
語
取
之
、
難
然
下
地
者
社
家
一
円
進
止
之
、
」
と
、
時
の
座
主
か
ら
神
人
を
「
語
取
」
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
を
、
社
家
が
止
め
て
い
る
。
　
鎌
倉
期
に
は
山
門
・
寺
門
の
抗
争
が
激
し
く
、
『
華
頂
要
略
』
建
保
三
年
（
二
一
一
五
）
条
に
、
園
城
寺
衆
徒
が
粟
津
東
濱
に
押
し
寄
せ
神
人
な
ど
の
屋
三
〇
宇
を
焼
き
払
い
、
同
天
福
元
年
（
一
二
三
三
）
四
月
二
二
日
条
に
も
山
門
と
寺
門
の
武
力
衝
突
の
事
件
が
み
え
、
山
門
領
1
1
東
浦
と
粟
津
、
寺
門
領
1
1
西
浦
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
六
月
四
日
の
「
平
国
時
田
地
売
券
」
に
は
「
近
江
国
志
賀
南
郡
内
大
津
東
浦
」
と
み
え
、
東
浦
は
現
大
津
市
街
の
中
央
湖
辺
（
浜
大
津
か
ら
島
の
関
付
近
）
と
な
る
。
西
浦
に
関
し
て
は
そ
の
北
西
の
大
津
市
長
等
の
湖
辺
尾
花
川
や
山
上
町
付
近
に
想
定
す
る
説
が
あ
る
図
6
。
　
と
こ
ろ
で
、
一
二
世
紀
の
摂
関
家
の
年
中
行
事
を
記
す
「
執
政
所
抄
」
に
よ
る
と
、
一
一
世
紀
以
降
「
大
津
御
厩
」
の
存
在
が
知
ら
れ
春
冬
の
日
吉
大
宮
大
般
若
経
読
経
の
際
の
費
用
に
同
御
厩
の
地
子
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
「
大
津
御
厩
」
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
永
暦
元
年
（
一
一
六
〇
）
八
月
の
「
近
江
国
某
厩
住
人
等
解
」
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
御
力
）
　
當
御
厩
者
、
一
年
四
度
御
祭
、
正
月
以
後
八
度
口
祭
役
勤
仕
之
外
、
更
不
叶
他
役
、
是
御
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隙
力
）
　
子
以
下
政
所
御
勤
無
其
口
之
上
、
依
爲
四
至
一
圓
之
御
領
也
、
若
以
前
杜
役
之
外
、
杜
司
二
　
　
（
マ
・
）
　
モ
浦
長
者
ニ
モ
、
乍
随
所
役
、
申
不
随
之
由
者
、
可
蒙
東
西
拐
嚴
護
法
天
等
山
王
七
杜
冥
器
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
如
）
　
ヲ
住
人
等
一
ぐ
毛
穴
二
、
三
日
七
日
内
可
召
蒙
□
、
早
被
停
止
件
濫
行
者
、
□
本
令
安
堵
、
　
　
（
仕
力
）
　
欲
勤
口
御
役
　
、
偽
勒
状
以
解
、
　
　
　
　
永
暦
元
年
八
月
　
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
人
等
口
　
同
所
は
地
子
以
下
の
政
所
所
役
を
勤
仕
す
る
摂
関
家
の
四
至
一
円
所
領
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
住
民
は
日
吉
社
司
や
浦
長
者
に
従
っ
て
日
吉
祭
の
祭
祀
に
祭
礼
用
の
馬
を
引
き
出
す
所
役
を
勤
仕
す
る
日
吉
神
人
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
浦
長
者
は
厩
住
民
を
駆
使
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
さ
て
こ
の
浦
長
者
の
足
跡
を
追
う
と
、
『
後
鳥
羽
院
震
記
』
建
保
二
年
（
一
二
一
四
）
四
月
一
五
・
六
日
条
に
日
吉
祭
の
日
（
一
四
日
）
に
唐
崎
で
大
津
東
浦
長
者
丸
と
日
吉
神
人
が
闘
争
に
及
ん
だ
こ
と
か
ら
山
門
と
寺
門
の
武
力
衝
突
に
発
展
し
た
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
長
者
丸
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
「
非
農
業
民
集
団
の
居
住
す
る
散
所
の
長
者
」
と
い
う
説
も
あ
り
、
彼
は
多
く
の
神
人
の
刃
傷
に
及
ん
だ
。
神
人
を
傷
つ
け
ら
れ
た
山
門
は
日
吉
の
公
人
を
派
遣
し
て
長
者
丸
の
住
宅
に
放
火
、
焼
失
さ
せ
た
。
こ
の
騒
動
の
最
中
、
三
井
寺
の
下
法
師
が
火
事
場
泥
棒
を
試
み
長
者
丸
の
在
家
に
乱
入
し
、
山
門
の
下
法
師
と
喧
嘩
に
な
っ
た
。
大
津
西
浦
か
ら
三
井
寺
の
加
勢
が
現
れ
、
大
江
の
あ
た
り
で
三
井
寺
衆
徒
と
合
流
し
て
山
門
方
に
矢
を
射
か
け
て
事
件
は
拡
大
し
た
。
日
吉
祭
見
物
に
き
て
い
た
山
門
衆
徒
が
三
井
寺
領
西
浦
を
焼
き
、
新
宮
の
辺
り
で
合
戦
に
及
び
、
山
門
衆
徒
は
三
井
寺
僧
坊
を
焼
い
た
。
寺
門
衆
徒
は
逆
に
山
門
領
東
浦
に
攻
め
寄
せ
、
そ
の
在
家
に
放
火
85
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し
た
。
そ
こ
で
山
門
衆
徒
は
再
び
三
井
寺
に
押
し
寄
せ
、
三
井
寺
を
焼
く
と
い
う
一
大
惨
事
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
「
法
橋
某
奉
書
」
に
も
、
大
津
神
人
が
長
者
を
中
心
に
日
吉
社
の
祭
を
勤
仕
す
べ
く
組
織
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
長
者
の
系
譜
は
つ
づ
い
て
い
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
長
者
の
記
憶
は
江
戸
時
代
、
は
て
は
現
在
ま
で
山
王
祭
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
図
7
・
8
。
先
述
し
た
木
札
は
榊
神
幸
の
際
に
出
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
津
四
宮
神
人
は
左
方
生
得
神
人
で
惣
政
所
・
長
者
と
い
う
木
札
を
も
ち
祭
礼
に
参
加
し
て
い
る
。
生
得
と
は
大
津
生
ま
れ
の
神
人
、
も
と
も
と
大
津
に
住
み
つ
い
て
い
た
神
人
を
意
味
し
、
神
人
が
神
示
現
の
由
緒
・
聖
伝
を
「
生
得
左
方
　
長
者
」
と
し
て
誇
示
す
る
も
の
で
、
先
述
し
た
祇
園
に
お
け
る
式
札
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
山
門
領
東
浦
に
は
神
人
の
根
拠
地
で
あ
る
大
津
四
宮
が
あ
り
、
四
月
三
日
よ
り
申
日
ま
で
榊
が
滞
在
す
る
御
旅
所
で
あ
る
。
『
康
富
記
』
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
閏
八
月
二
八
日
条
に
は
、
山
王
祭
で
大
津
惣
政
所
に
神
輿
が
往
還
す
る
途
次
、
粟
津
の
供
御
人
は
唐
崎
に
船
を
進
め
て
粟
飯
を
献
進
す
る
習
わ
し
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
日
吉
山
王
御
神
役
一
件
由
来
』
に
は
、
日
吉
祭
の
七
日
前
に
は
「
児
本
」
に
村
中
の
百
姓
が
集
ま
り
、
斎
服
の
点
検
や
役
職
の
割
り
当
て
な
ど
を
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
っ
た
が
、
以
前
は
四
宮
で
集
会
し
た
の
で
「
惣
政
所
」
と
も
称
し
た
と
あ
る
。
　
『
神
道
名
目
類
聚
抄
』
に
は
榊
奉
斎
に
よ
っ
て
大
津
を
「
日
吉
ノ
第
一
ノ
神
人
」
と
し
、
「
生
得
ノ
神
人
」
と
称
す
る
た
め
に
祭
礼
の
「
総
政
所
」
を
置
い
て
「
生
得
ノ
神
人
」
が
四
月
祭
礼
の
一
切
を
取
り
仕
切
っ
た
と
あ
る
。
『
官
国
幣
社
特
殊
神
事
総
覧
』
に
は
「
四
宮
の
神
官
元
惣
政
所
の
職
に
預
り
た
る
由
緒
を
以
て
な
り
」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
と
御
旅
所
で
あ
る
大
津
四
宮
に
は
惣
（
総
）
政
所
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
宮
は
現
在
の
天
孫
神
社
で
あ
る
が
、
享
徳
二
年
（
一
四
五
三
）
成
立
の
大
津
町
絵
図
に
は
、
葦
原
沼
東
手
の
湖
辺
に
四
宮
社
が
み
え
、
社
伝
に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
と
文
明
期
（
一
四
六
九
～
八
七
）
に
現
在
地
に
移
っ
た
と
い
う
。
西
大
寺
の
叡
尊
が
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
鎌
倉
へ
往
復
し
た
時
の
旅
日
記
『
関
東
往
還
記
』
に
よ
る
と
、
四
宮
馬
場
よ
り
船
に
乗
っ
て
い
る
。
四
宮
馬
場
と
は
打
出
浜
の
浜
辺
で
あ
り
、
長
老
は
四
宮
・
馬
場
・
松
本
あ
た
り
に
居
住
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
、
と
り
あ
え
ず
以
下
の
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
　
大
津
東
浦
‖
四
宮
‖
左
方
生
得
神
人
‖
長
者
（
浦
長
者
の
系
譜
）
‖
山
門
領
‖
祭
　
礼
に
惣
政
所
　
し
か
し
、
『
耀
天
記
』
に
よ
る
と
田
中
恒
世
は
寺
門
領
で
あ
る
大
津
西
浦
の
漁
師
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
『
太
平
記
』
巻
一
五
に
、
建
武
三
年
（
＝
三
二
六
）
正
月
一
六
日
北
畠
顕
家
・
新
田
義
貞
が
園
城
寺
攻
め
の
際
に
「
大
津
ノ
西
ノ
浦
、
松
本
ノ
宿
」
に
火
を
か
け
る
件
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
軍
記
物
と
い
う
性
格
も
あ
る
が
、
中
世
に
お
い
て
は
松
本
1
1
西
浦
と
認
識
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
山
門
・
寺
門
の
対
立
を
前
提
に
し
た
東
浦
・
西
浦
と
い
う
地
域
呼
称
と
は
別
に
松
本
は
粟
津
か
ら
み
て
西
浦
と
称
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
『
近
江
輿
地
志
略
』
松
本
村
の
項
に
は
、
恒
川
が
湖
へ
入
る
東
の
岸
に
か
つ
て
恒
世
神
社
が
あ
り
、
湖
上
往
還
の
船
を
守
っ
た
が
、
恒
世
社
は
今
平
野
神
社
内
に
遷
座
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
豊
田
武
は
こ
の
よ
う
な
縁
起
を
　
　
　
　
　
（
2
1
）
紹
介
し
て
い
る
。
田
中
恒
世
は
大
津
西
浦
松
本
の
漁
師
で
、
恒
世
の
子
孫
は
恒
世
の
生
地
松
本
と
膳
所
・
馬
場
の
地
に
ひ
ろ
が
り
、
三
五
家
の
地
士
と
し
て
日
吉
の
神
事
86
長者・旅所・政所
に
預
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
神
家
衆
と
称
す
る
一
二
家
が
膳
所
に
あ
り
、
松
本
馬
場
の
一
九
家
と
称
す
る
も
の
と
と
も
に
祭
事
に
奉
仕
し
た
、
と
い
う
。
『
耀
天
記
』
に
み
る
田
中
恒
世
は
大
津
西
浦
1
1
松
本
の
漁
師
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
　
ま
た
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
成
立
の
『
日
吉
山
王
秘
密
社
参
次
第
記
』
に
お
い
て
は
、
　
恒
世
‖
左
方
神
人
1
1
粟
津
浦
　
晴
光
1
1
右
方
神
人
1
1
大
津
西
浦
と
あ
り
、
山
本
ひ
ろ
子
は
伝
承
上
の
二
人
の
神
人
の
始
祖
を
左
方
・
右
方
に
充
当
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
せ
る
合
理
的
解
釈
と
い
う
。
こ
の
大
津
西
浦
も
松
本
と
理
解
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
り
、
『
山
家
要
略
』
に
い
う
、
田
中
恒
世
も
天
野
晴
光
も
生
魚
の
供
御
人
、
生
得
の
神
人
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
恒
世
・
晴
光
像
に
仮
託
し
て
日
吉
社
の
由
緒
を
語
り
、
商
売
上
の
特
権
を
得
、
特
殊
神
役
を
勤
仕
す
る
の
は
、
山
門
領
粟
津
・
松
本
の
供
御
人
‖
日
吉
生
得
神
人
な
の
で
あ
っ
た
。
　
大
津
生
得
神
人
（
東
浦
・
粟
津
・
松
本
）
は
、
日
吉
祭
に
四
宮
惣
政
所
に
結
集
し
て
、
長
者
の
も
と
に
、
日
吉
祭
の
神
役
の
そ
れ
ぞ
れ
に
勤
仕
し
、
日
吉
祭
に
は
四
宮
が
惣
政
所
と
し
て
祭
の
会
所
の
ご
と
き
中
心
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
。
『
日
吉
山
王
御
神
役
一
件
由
来
』
に
は
、
粟
津
の
御
供
と
と
も
に
調
進
す
る
御
幣
は
、
児
本
の
精
進
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
屋
が
破
損
し
た
時
に
は
四
宮
に
依
頼
し
て
造
幣
し
て
も
ら
う
な
ど
が
記
さ
れ
る
。
四
月
三
日
に
は
四
宮
神
人
が
松
本
の
平
野
明
神
の
神
人
と
と
も
に
榊
を
迎
え
に
行
き
、
四
宮
に
据
え
置
く
。
こ
の
よ
う
に
祭
礼
に
お
け
る
東
浦
・
粟
津
・
松
本
の
繋
が
り
も
窺
え
る
。
　
粟
津
五
箇
庄
の
う
ち
中
庄
が
日
吉
社
兼
延
暦
寺
東
塔
院
領
で
あ
っ
た
関
係
か
ら
、
五
箇
庄
に
そ
れ
ぞ
れ
日
吉
社
が
勧
請
さ
れ
（
図
6
）
、
五
箇
庄
住
民
は
早
く
か
ら
粟
津
五
所
社
の
神
人
、
五
ケ
保
の
神
人
と
も
い
わ
れ
、
日
吉
祭
に
御
供
を
調
進
し
た
。
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
の
自
由
交
通
権
を
争
う
訴
訟
に
お
い
て
、
粟
津
供
御
人
は
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
所
筋
で
な
く
山
門
を
バ
ッ
ク
に
し
た
。
禁
裏
供
御
人
よ
り
も
粟
津
生
得
神
人
の
方
が
政
治
的
効
果
が
あ
る
と
み
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
反
対
給
付
と
し
て
も
、
粟
津
御
供
を
勤
め
る
義
務
が
あ
っ
た
。
　
中
世
の
松
本
は
『
山
科
家
礼
記
』
文
明
一
三
年
（
一
四
八
一
）
三
月
二
〇
日
条
に
大
津
九
保
の
内
、
「
は
s
ま
つ
も
と
」
と
あ
る
よ
う
に
馬
場
と
一
緒
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
南
北
朝
期
に
は
、
粟
津
供
御
人
の
住
居
が
大
江
・
大
萱
・
松
本
ま
で
及
び
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
応
安
元
年
（
二
二
六
八
）
に
は
松
本
に
お
い
て
も
、
万
雑
公
事
の
知
行
が
認
め
ら
れ
、
明
徳
五
年
（
二
二
九
四
）
に
は
「
粟
津
橋
下
五
ケ
庄
井
松
本
魚
類
以
下
商
人
等
」
が
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
内
膳
司
に
訴
え
て
い
る
。
『
山
家
要
略
』
言
う
と
こ
ろ
の
粟
津
・
西
浦
の
「
生
魚
の
供
御
人
」
で
あ
る
。
　
粟
津
供
御
人
が
禁
裏
内
膳
司
・
山
門
・
山
科
家
と
保
護
を
幾
重
に
も
固
め
、
立
場
を
強
化
す
る
過
程
で
、
同
様
の
専
売
・
通
行
権
を
求
め
る
近
隣
漁
民
と
の
確
執
が
起
こ
り
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
閏
四
月
の
日
吉
祭
で
は
松
本
神
人
が
大
榊
に
矢
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
射
か
け
た
こ
と
か
ら
合
戦
と
な
っ
た
。
文
明
一
二
年
に
は
大
津
東
浦
・
西
浦
の
支
配
権
を
め
ぐ
る
伏
見
宮
家
と
山
科
家
の
争
論
を
背
景
に
、
そ
れ
ま
で
粟
津
御
厨
の
勢
力
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
下
に
あ
っ
た
松
本
供
御
人
は
そ
れ
と
対
立
す
る
大
津
禁
裏
供
御
人
の
庇
護
下
に
入
り
、
翌
年
馬
場
・
松
本
を
め
ぐ
る
粟
津
と
大
津
の
対
立
が
起
こ
っ
た
。
そ
の
争
い
の
背
景
に
は
、
も
と
四
、
五
人
で
あ
っ
た
松
本
等
の
供
御
人
が
、
五
、
六
〇
人
に
も
達
し
て
87
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（
3
0
）
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
繰
り
返
す
が
、
大
津
生
得
の
神
人
と
は
大
津
の
四
宮
神
社
を
拠
点
と
す
る
神
人
（榊
元
）
、
粟
津
庄
の
神
人
（
御
供
元
）
及
び
松
本
の
神
人
（
児
元
）
の
神
人
集
団
の
総
称
で
あ
り
、
神
人
集
団
は
山
王
祭
に
お
い
て
神
役
を
負
っ
て
い
る
。
　
四
宮
神
人
は
榊
神
幸
を
勤
仕
し
、
申
日
の
榊
還
幸
に
は
粟
津
五
所
社
よ
り
衣
冠
の
神
人
一
人
が
、
松
本
の
児
本
か
ら
は
赤
い
装
束
を
身
に
着
け
た
総
角
の
児
が
乗
馬
姿
で
参
加
し
て
い
る
。
『
明
月
記
』
に
よ
る
と
、
正
治
元
年
（
一
一
九
九
）
四
月
二
三
日
定
家
は
山
王
祭
に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
廿
三
日
、
天
晴
、
早
旦
乗
輿
行
呆
云
桟
敷
、
午
後
漸
渡
、
巫
等
往
反
了
後
行
列
云
々
、
先
僧
綱
一
物
糖
髪
湘
論
次
今
年
経
師
等
依
別
願
乗
一
物
云
・
、
次
驚
頭
四
人
許
行
列
、
次
所
司
僧
窮
美
麗
過
美
次
五
綱
天
聾
三
綱
行
烈
次
杜
司
束
帯
供
奉
、
二
宮
執
行
並
　
観
等
、
相
具
黄
衣
法
師
二
人
、
神
主
相
具
三
人
禰
宜
、
今
年
依
老
屈
自
閑
路
参
云
々
、
次
神
馬
禦
謬
次
御
輿
、
七
杜
、
次
巫
護
了
、
　
先
頭
に
僧
綱
と
と
も
に
登
場
す
る
一
つ
物
は
松
本
の
稚
児
で
あ
ろ
う
。
一
つ
物
の
後
ろ
に
は
祭
の
頭
人
で
あ
る
馬
頭
が
四
人
お
渡
り
し
て
い
る
。
　
松
本
は
唐
崎
神
幸
に
も
稚
児
を
出
し
て
い
る
。
『
日
吉
山
王
御
神
役
一
件
由
来
』
に
は
、
湖
上
の
渡
御
を
「
第
一
番
　
御
榊
船
　
第
二
番
　
馬
場
村
　
児
船
　
第
三
番
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）
松
本
村
　
児
船
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
児
は
湖
上
で
粟
津
御
供
の
奉
献
に
随
侍
し
た
。
『
近
江
輿
地
志
略
』
恒
世
神
社
の
項
に
は
、
こ
の
稚
児
は
昔
恒
世
に
随
従
し
た
遺
習
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
日
吉
神
道
秘
密
記
』
の
粟
津
の
御
供
奉
献
に
は
船
頭
二
人
、
童
子
二
人
が
描
か
れ
る
（
図
9
）
。
稚
児
に
も
鎮
座
過
程
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
桂
林
拾
葉
抄
』
永
保
元
年
（
一
〇
八
一
）
四
月
一
四
日
「
官
宣
旨
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
に
引
用
さ
れ
た
「
日
吉
社
解
」
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
毎
年
四
月
中
の
申
日
は
日
吉
社
の
踏
歌
節
会
で
、
大
津
浜
住
人
が
神
輿
を
唐
崎
に
振
り
、
御
供
・
舞
楽
の
儲
を
勤
仕
す
る
の
が
先
例
で
あ
っ
た
。
同
年
の
踏
歌
節
会
で
大
津
の
浜
男
が
宝
殿
に
放
尿
し
、
数
人
の
日
吉
社
宮
仕
法
師
が
そ
の
男
に
禁
制
を
加
え
た
と
こ
ろ
か
ら
、
浜
男
た
ち
と
山
門
法
師
の
間
の
大
騒
動
と
な
っ
た
。
以
後
、
従
来
は
日
吉
社
に
唐
崎
御
供
を
勤
仕
し
て
い
た
大
津
浜
住
人
が
三
井
寺
新
宮
（
長
等
神
社
）
に
所
役
を
勤
仕
す
る
こ
と
に
変
え
た
。
こ
の
た
め
、
山
門
・
寺
門
の
抗
争
に
ま
で
発
展
す
る
。
日
吉
社
は
同
年
四
月
一
〇
日
、
太
政
官
に
日
吉
本
宮
は
託
宣
の
地
で
あ
る
の
に
、
数
百
年
勤
仕
の
踏
歌
節
会
神
事
が
闘
退
し
て
し
ま
う
、
と
提
訴
し
た
。
官
は
近
江
国
司
に
対
し
て
も
と
の
よ
う
に
大
津
浜
住
人
に
唐
崎
御
供
を
勤
仕
さ
せ
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
　
ま
た
、
『
為
房
卿
記
』
永
保
元
年
八
月
一
八
日
条
に
よ
る
と
、
六
月
九
日
に
山
門
僧
徒
数
千
人
が
園
城
寺
を
襲
い
、
堂
社
は
悉
く
焼
失
す
る
事
件
が
あ
り
、
検
非
違
使
監
督
下
で
大
津
御
供
な
ら
び
に
日
吉
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
八
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
　
　
　
（
3
3
）
と
で
あ
っ
た
。
近
世
末
成
立
の
『
桂
林
拾
葉
抄
』
に
所
収
さ
れ
た
「
日
吉
社
解
」
の
信
遇
性
が
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
　
以
上
の
よ
う
に
＝
世
紀
末
ま
で
は
大
津
浜
住
人
が
唐
崎
宿
院
へ
神
輿
を
昇
き
、
御
供
を
供
え
、
舞
楽
を
奉
仕
し
た
ら
し
い
。
天
正
＝
ハ
年
（
一
五
八
八
）
の
『
日
吉
　
　
　
　
　
（
3
4
）
社
神
役
年
中
行
事
』
で
は
、
文
永
（
一
二
六
四
～
七
五
）
年
間
の
頃
う
ち
続
く
洪
水
に
よ
り
、
神
輿
渡
御
が
困
難
に
な
り
、
以
降
船
祭
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
は
粟
津
供
御
人
の
発
展
期
で
も
あ
り
、
彼
ら
が
生
得
神
人
と
し
て
御
供
を
引
き
継
い
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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大
津
の
供
御
人
は
山
門
と
い
う
権
門
を
利
用
し
「
山
門
神
人
」
と
称
し
て
供
御
を
怠
り
、
応
永
二
一
年
（
一
四
一
四
）
禁
裏
内
膳
司
に
訴
え
ら
れ
、
同
年
七
月
に
も
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
門
雑
掌
と
結
ん
で
濫
妨
し
て
い
る
と
訴
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
津
供
御
人
は
京
郊
経
済
圏
に
勢
力
を
握
っ
て
い
た
山
門
か
ら
、
商
売
上
さ
ま
ざ
ま
な
特
権
を
受
け
、
そ
の
代
償
と
し
て
御
供
本
・
榊
元
・
稚
児
元
を
勤
仕
し
た
の
で
あ
る
。
日
吉
祭
の
左
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
方
生
得
長
者
の
札
は
、
図
1
0
の
よ
う
な
供
御
人
札
と
関
係
す
る
可
能
性
は
な
か
ろ
う
か
。
　
山
王
祭
の
形
態
の
成
立
に
は
以
上
の
よ
う
な
二
二
世
紀
に
お
け
る
神
人
の
政
治
・
社
会
・
経
済
的
背
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
耀
天
記
』
や
『
山
家
要
略
』
に
記
さ
れ
た
中
世
の
縁
起
叙
述
に
、
二
人
の
神
人
の
始
祖
に
仮
託
し
た
形
で
語
ら
れ
て
お
り
、
山
本
は
こ
の
説
話
に
「
神
と
恒
世
に
仮
託
す
る
集
団
と
の
支
配
－
被
支
配
関
係
と
は
、
実
は
神
の
神
人
へ
の
依
存
と
神
人
の
神
へ
の
庇
護
と
い
う
逆
立
を
孕
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
関
係
で
あ
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
よ
う
」
と
読
み
解
い
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
山
王
祭
前
半
部
の
午
・
未
神
事
に
関
し
て
も
、
景
山
の
い
う
よ
う
に
古
層
な
農
耕
儀
礼
だ
け
で
は
な
く
、
前
述
し
た
よ
う
に
京
都
神
人
の
勤
仕
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鎌
倉
時
代
後
半
に
な
る
と
、
大
津
神
人
の
京
都
に
お
け
る
商
売
の
需
要
増
大
に
と
も
な
い
、
居
を
京
都
に
移
す
も
の
も
現
れ
て
き
た
。
正
安
四
年
（
一
三
〇
二
）
四
月
、
「
大
津
生
得
神
人
」
と
駕
輿
丁
の
輩
の
喧
嘩
で
神
人
側
が
神
輿
を
射
た
た
め
日
吉
祭
が
中
止
に
な
る
と
い
う
事
件
が
お
き
、
神
輿
の
一
基
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
京
都
の
「
入
神
人
」
が
造
替
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
「
大
津
生
得
神
人
」
と
京
都
「
入
神
人
」
が
区
別
さ
れ
、
「
入
神
人
」
は
『
天
台
座
主
記
』
文
永
五
年
二
二
六
八
）
八
月
一
八
日
条
あ
た
り
か
ら
み
え
は
じ
め
る
。
　
そ
の
よ
う
な
京
都
「
入
神
人
」
を
中
心
と
す
る
在
国
神
人
を
、
日
吉
社
は
未
神
人
と
し
て
、
未
御
供
勤
仕
に
組
み
込
ん
で
い
く
。
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
六
月
、
若
狭
の
加
茂
安
守
は
、
日
吉
社
左
方
御
供
所
神
人
職
補
任
状
に
よ
っ
て
、
「
四
月
未
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
御
供
神
人
職
」
に
補
任
せ
ら
れ
て
い
る
。
『
天
台
座
主
記
』
文
暦
二
年
（
一
二
三
四
）
一
〇
月
八
日
条
に
「
大
津
左
右
方
並
二
未
日
神
人
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
か
ら
、
在
国
神
人
に
未
の
御
供
を
勤
仕
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
榊
還
御
に
参
列
す
る
京
都
神
人
の
木
札
に
よ
る
と
京
都
神
人
は
右
方
で
あ
る
。
右
方
の
木
札
は
祇
園
社
の
宮
仕
が
持
参
し
、
そ
れ
は
錦
の
袋
に
入
れ
て
祇
園
を
往
復
す
る
と
い
う
。
先
述
し
た
祇
園
会
に
お
け
る
大
政
所
の
式
札
と
の
類
似
性
が
あ
る
。
　
京
都
の
日
吉
神
人
は
五
月
五
日
の
小
五
月
会
の
馬
上
役
を
も
勤
仕
し
て
い
る
。
『
華
頂
要
略
』
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
に
は
、
日
吉
社
の
小
五
月
会
の
頭
役
と
し
て
近
江
南
北
郷
次
郎
左
衛
門
に
馬
上
役
が
課
せ
ら
れ
た
が
、
拒
否
に
あ
っ
た
た
め
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
4
）
門
衆
徒
は
北
朝
に
こ
の
よ
う
に
訴
え
た
、
と
あ
る
。
　
就
中
小
五
月
会
馬
上
役
者
　
於
京
都
左
方
江
州
右
方
以
非
当
社
神
人
之
輩
撰
器
用
　
仰
神
慮
　
一
度
差
定
之
後
曽
無
改
動
之
例
　
其
趣
保
延
口
年
被
下
官
符
以
来
　
神
　
威
弥
輝
天
下
　
規
則
未
違
末
代
者
　
京
都
1
1
左
方
神
人
、
近
江
（
大
津
坂
本
）
神
人
1
1
右
方
神
人
と
い
う
小
五
月
会
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
馬
上
役
は
保
延
年
間
に
は
定
ま
っ
て
い
る
と
い
い
、
瀬
田
に
よ
る
と
江
州
右
方
馬
上
役
は
保
延
年
間
に
は
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
先
述
し
た
山
王
祭
の
京
都
神
人
組
織
よ
り
は
早
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
山
王
祭
の
勤
仕
組
織
を
整
理
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。
　
未
神
事
1
1
京
「
入
神
人
」
　
「
未
神
人
」
1
1
「
在
国
神
人
」
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申
神
事
1
1
大
津
左
右
生
得
神
人
　
　
　
‖
大
津
の
「
在
京
神
人
」
　
申
日
神
事
の
船
祭
を
維
持
す
る
た
め
に
は
大
変
な
経
済
力
と
と
も
に
、
そ
の
勤
仕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
に
た
い
す
る
反
対
給
付
も
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
頭
役
制
を
基
盤
と
し
た
中
世
祭
祀
の
特
色
が
あ
っ
た
。
王
子
宮
内
の
二
宮
系
の
大
政
所
が
古
代
的
な
ミ
ア
レ
祭
祀
の
場
だ
と
し
た
ら
、
四
宮
政
所
は
長
者
が
統
括
す
る
中
世
的
な
在
地
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
四
月
三
日
の
本
社
よ
り
四
宮
へ
の
榊
神
幸
は
密
や
か
な
も
の
で
、
そ
の
還
幸
こ
そ
榊
渡
御
の
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
御
旅
所
四
宮
政
所
（
付
近
に
八
柳
浜
が
あ
る
）
に
お
い
て
大
比
叡
（
大
宮
）
の
神
が
示
現
し
、
そ
こ
か
ら
唐
崎
の
神
事
の
の
ち
本
社
に
神
幸
す
る
と
い
う
の
が
祭
の
本
義
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
二
つ
の
神
幸
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
大
榊
神
事
‖
大
津
四
宮
（
八
柳
浜
）
～
坂
本
榊
宮
～
本
社
に
還
幸
唐
崎
神
幸
1
1
本
社
～
下
阪
本
七
本
柳
（
八
柳
浜
）
～
湖
上
～
比
叡
辻
～
本
社
八
柳
浜
と
い
う
名
の
同
一
性
と
い
う
暗
愈
の
も
と
、
八
柳
浜
に
顕
現
し
た
大
己
貴
が
唐
崎
神
幸
の
の
ち
、
本
社
に
鎮
座
す
る
始
源
を
反
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
大
津
生
得
神
人
の
神
役
で
あ
る
稚
児
、
御
供
、
榊
も
大
己
貴
鎮
座
過
程
の
儀
礼
的
再
現
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
図
1
1
。
註（
1
）
　
前
掲
「
中
世
祇
園
会
の
一
考
察
」
。
（
2
）
『
滋
賀
県
の
地
名
』
一
九
九
一
年
。
（
3
）
　
「
日
吉
社
祭
祀
考
」
『
山
岳
宗
教
史
研
究
叢
書
二
比
叡
山
と
天
台
仏
教
の
研
究
』
　
　
七
山
ハ
年
に
収
一
録
。
（
4
）
　
筆
者
見
学
と
前
掲
『
滋
賀
県
の
地
名
』
に
よ
る
。
一
九
（
5
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
二
十
九
日
吉
』
一
九
八
三
年
所
収
。
（
6
）
　
前
掲
「
日
吉
社
祭
祀
考
」
。
（
7
）
　
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
原
巻
　
　
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
『
物
語
・
差
別
・
天
皇
制
』
一
九
八
五
年
。
（
8
）
　
大
津
神
人
の
形
成
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
『
滋
賀
県
の
地
名
』
・
『
新
修
大
津
市
史
古
　
　
代
』
第
一
巻
、
一
九
七
八
年
・
『
新
修
大
津
市
史
中
世
』
第
二
巻
、
一
九
七
九
年
・
『
新
　
　
修
大
津
市
史
北
部
地
域
』
第
七
巻
、
　
一
九
八
四
年
・
『
新
修
大
津
市
史
中
部
地
域
』
第
　
　
八
巻
、
一
九
八
五
年
に
よ
っ
た
。
（
9
）
　
『
園
城
寺
伝
記
』
。
（
1
0
）
例
え
ば
保
延
二
年
（
一
二
二
六
）
九
月
「
明
法
博
士
勘
文
案
」
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
　
　
壬
生
家
文
書
な
ど
。
（
1
1
）
　
「
近
江
日
吉
社
大
津
神
人
等
解
」
（
江
藤
文
書
）
『
鎌
倉
遺
文
』
二
二
〇
九
号
。
（
1
2
）
　
『
中
右
記
』
保
安
元
年
四
月
二
八
日
条
。
（
1
3
）
　
黒
田
俊
雄
「
中
世
の
村
落
と
座
」
六
三
頁
『
日
本
中
世
封
建
制
論
』
一
九
七
四
年
。
（
1
4
）
　
元
享
三
年
（
一
三
二
三
）
二
月
一
〇
日
記
「
社
家
条
々
記
録
」
『
八
坂
神
社
記
録
』
上
。
（
1
5
）
　
『
鎌
倉
遣
文
』
三
一
一
二
号
。
（
1
6
）
　
『
鎌
倉
遺
文
』
三
一
〇
二
号
。
（
1
7
）
　
『
新
修
大
津
市
史
古
代
』
第
四
章
「
王
朝
の
大
津
」
第
二
節
「
御
厨
と
津
」
。
（
1
8
）
　
「
古
案
記
録
草
案
」
三
『
鎌
倉
遺
文
』
五
八
八
四
号
。
（
1
9
）
　
前
掲
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
　
　
原
巻
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
参
照
。
（
2
0
）
　
前
掲
『
滋
賀
県
の
地
名
』
。
（
2
1
）
　
「
延
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
」
（
著
作
集
第
三
巻
『
中
世
の
商
人
と
交
　
　
通
』
）
に
お
い
て
『
大
津
市
史
』
所
載
縁
起
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
（
2
2
）
　
前
掲
『
神
道
大
系
神
社
編
二
十
九
日
吉
』
所
収
。
（
2
3
）
　
前
掲
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
　
　
原
巻
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
。
（
2
4
）
　
前
掲
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
90
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原
巻
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
参
照
。
（
2
5
）
　
『
建
内
記
』
同
年
七
月
一
四
日
条
。
（
2
6
）
　
「
泰
朝
文
書
」
『
京
都
御
所
東
山
文
庫
記
録
』
。
（
2
7
）
　
同
右
。
（
2
8
）
　
『
康
富
記
』
同
年
閏
四
月
二
八
日
条
。
（
2
9
）
　
例
え
ば
『
山
利
家
礼
記
』
同
年
一
二
月
二
四
日
条
を
参
照
。
（
3
0
）
　
同
右
書
同
年
三
月
二
〇
日
条
。
（
3
1
）
　
前
掲
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
　
　
原
巻
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
参
照
。
（
3
2
）
　
『
新
修
大
津
市
史
古
代
』
を
参
照
。
（
3
3
）
　
同
右
。
（
3
4
）
　
前
掲
『
神
道
大
系
神
社
編
二
十
九
日
吉
』
所
収
。
（
3
5
）
　
「
内
膳
司
維
掌
言
上
案
」
『
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
記
録
』
。
（
3
6
）
『
新
修
大
津
市
史
中
世
』
。
（
3
7
）
　
前
掲
「
〈
物
語
V
の
ト
ポ
ス
と
交
通
　
日
吉
大
社
縁
起
と
説
教
『
愛
護
の
若
』
と
河
　
　
原
巻
物
を
つ
な
ぐ
も
の
」
二
四
四
頁
。
（
3
8
）
『
元
徳
二
年
日
吉
井
社
叡
山
行
幸
記
』
。
（
3
9
）
　
「
大
音
文
書
」
『
若
狭
漁
村
史
料
』
所
収
。
（
4
0
）
　
「
玉
燭
宝
典
裏
書
七
」
「
貞
和
四
年
六
月
十
九
日
付
山
門
衆
徒
列
参
申
状
」
『
大
日
本
　
　
史
料
』
六
ー
一
一
。
前
掲
「
中
世
の
祇
園
会
ー
馬
上
役
制
を
め
ぐ
っ
て
」
が
指
摘
。
（
4
1
）
　
前
掲
「
中
世
の
砥
園
会
ー
馬
上
役
制
を
め
ぐ
っ
て
」
。
（
4
2
）
豊
田
武
に
よ
る
と
生
得
の
長
者
は
田
中
恒
世
の
子
孫
を
称
し
て
い
た
と
い
う
。
　
「
延
　
　
暦
寺
の
山
僧
と
日
吉
社
神
人
の
活
動
」
著
作
集
第
三
巻
『
中
世
の
商
人
と
交
通
』
一
九
　
　
八
三
年
。
松
尾
社
の
事
例
松
尾
社
の
背
後
に
あ
る
松
尾
山
は
七
つ
の
谷
に
分
か
れ
北
谷
頂
上
近
く
が
日
崎
の
峰
で
、
磐
座
と
考
え
ら
れ
る
巨
石
が
あ
り
、
『
古
事
記
』
に
大
山
咋
神
が
座
す
と
記
さ
れ
て
い
る
松
尾
社
の
旧
鎮
座
地
で
あ
る
。
松
尾
社
の
社
官
は
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
秦
氏
の
一
族
秦
忌
寸
都
駕
布
が
初
め
て
祝
と
な
り
（
秦
氏
本
系
帳
）
、
以
後
子
孫
が
代
々
勤
仕
し
た
と
あ
る
。
中
世
以
来
松
尾
社
の
社
家
に
は
神
主
東
家
・
正
禰
宜
南
家
な
ど
秦
姓
が
多
く
、
本
系
帳
の
伝
承
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
社
務
の
実
権
は
摂
社
の
月
読
神
社
の
長
官
中
臣
系
の
伊
岐
氏
（
松
室
氏
）
が
掌
握
、
松
尾
祠
官
を
兼
帯
し
て
い
た
。
近
世
を
通
じ
て
、
神
職
三
三
家
、
神
宮
等
の
社
僧
十
数
人
に
及
び
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
筆
頭
神
主
の
秦
氏
は
累
代
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
松
尾
社
の
祭
は
四
月
下
卯
日
が
神
幸
祭
で
「
お
い
で
」
と
称
し
、
前
日
に
月
読
社
境
内
の
御
舟
社
の
前
で
舟
渡
り
安
全
の
祭
典
が
あ
る
。
神
幸
祭
当
日
は
吉
祥
院
よ
り
榊
御
面
と
い
う
依
代
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
出
座
の
式
が
あ
る
。
大
き
な
榊
の
木
二
本
を
切
っ
て
き
て
、
一
本
に
男
神
面
、
一
本
に
錦
袋
に
入
っ
た
ま
ま
の
女
面
が
と
り
つ
け
ら
れ
、
榊
に
男
女
二
神
が
宿
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
を
御
神
体
と
す
る
。
そ
し
て
、
男
女
二
神
の
面
合
わ
せ
を
祭
儀
の
中
心
と
し
て
、
そ
れ
が
済
ん
で
渡
御
が
始
ま
る
。
松
尾
七
社
と
い
わ
れ
る
大
宮
（
本
社
）
・
月
読
・
宗
像
・
櫟
谷
・
四
社
（
四
大
神
）
・
衣
手
・
三
宮
の
神
輿
が
そ
れ
ぞ
れ
の
拝
殿
を
三
周
す
る
。
月
読
社
の
み
は
唐
櫃
（
板
神
輿
）
に
奉
ぜ
ら
れ
る
。
榊
御
面
を
先
頭
に
順
次
出
門
し
て
、
社
前
の
街
道
を
南
へ
ね
り
、
桂
離
宮
前
か
ら
桂
川
の
河
原
へ
下
り
、
こ
こ
か
ら
対
岸
へ
船
で
渡
る
。
川
を
渡
っ
た
斎
場
に
六
基
の
神
輿
を
並
べ
、
「
河
原
の
御
撰
」
と
い
う
神
撰
を
供
え
て
川
渡
の
祭
典
を
行
う
。
終
わ
る
と
、
大
宮
・
月
読
・
宗
像
・
櫟
谷
の
四
社
の
神
輿
は
、
西
七
条
の
御
旅
所
に
駐
賛
さ
れ
る
。
一
基
は
西
京
極
川
勝
寺
の
三
宮
社
御
旅
所
に
、
一
基
は
西
京
極
郡
（
現
右
京
区
）
の
衣
手
社
御
旅
所
に
駐
賛
さ
れ
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る
。　
五
月
上
酉
日
の
還
幸
祭
は
「
お
還
り
」
と
称
し
、
衣
手
・
三
宮
社
の
両
神
輿
も
西
七
条
御
旅
所
に
参
集
し
、
そ
ろ
っ
て
下
京
区
唐
橋
の
西
寺
公
園
（
西
寺
金
堂
跡
）
「
旭
の
社
」
・
「
朝
日
社
」
に
寄
っ
て
祭
典
が
あ
り
、
行
列
は
七
条
通
り
を
東
進
し
て
朱
雀
御
旅
所
に
寄
り
、
こ
こ
で
も
祭
典
が
あ
っ
て
、
本
社
に
還
御
す
る
。
当
日
は
神
殿
や
神
輿
を
葵
蔓
で
飾
り
、
供
奉
の
も
の
は
葵
と
桂
を
カ
ザ
シ
と
し
て
身
に
つ
け
る
の
で
、
こ
の
祭
を
「
葵
祭
」
と
も
称
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
「
旭
の
社
」
で
は
御
供
・
赤
飯
の
特
殊
神
撰
を
供
え
る
。
唐
橋
は
松
尾
祭
の
宮
本
と
い
い
、
七
基
の
神
輿
ほ
か
大
宮
の
神
輿
を
西
八
条
の
西
庄
と
と
も
に
昇
く
。
こ
の
御
供
は
唐
橋
の
氏
子
に
よ
っ
て
供
え
ら
れ
る
。
昔
は
、
大
藪
姓
二
軒
と
井
上
姓
五
軒
　
あ
か
　
い
　
ざ
で
赤
飯
座
を
構
成
し
、
順
に
一
軒
ず
つ
当
屋
を
勤
め
て
神
供
を
作
っ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
は
冑
形
の
小
豆
の
蒸
し
物
を
供
え
た
の
で
座
名
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
神
撰
は
前
日
の
午
前
中
に
作
り
、
当
屋
の
床
の
間
に
飾
る
。
昔
は
五
人
集
ま
っ
て
身
体
を
清
め
て
か
ら
作
っ
た
が
、
近
年
は
当
屋
の
一
軒
が
調
製
し
て
い
る
。
座
の
者
は
ま
ず
月
初
め
（
四
月
二
日
）
に
当
屋
に
集
ま
り
、
入
浴
し
幣
な
ど
を
作
る
。
夕
方
仲
間
か
ら
頼
ま
れ
た
七
、
八
名
の
者
が
「
榊
さ
し
」
を
行
う
。
翌
朝
旭
の
社
に
行
き
、
榊
を
供
え
、
四
方
を
浄
め
る
。
還
幸
当
日
に
、
か
つ
て
当
屋
は
床
の
間
に
神
号
軸
を
か
け
、
八
台
の
献
撰
を
す
る
。
神
輿
六
基
と
月
読
の
板
神
輿
と
氏
神
道
祖
神
社
に
供
え
る
の
で
あ
る
。
当
屋
は
還
幸
祭
当
日
に
は
サ
バ
・
シ
ロ
ム
シ
・
巻
き
昆
布
を
折
敷
に
入
れ
、
他
の
座
員
に
配
る
。
当
屋
の
標
示
は
「
オ
シ
メ
縄
」
で
、
還
幸
祭
の
日
に
新
し
い
縄
を
作
り
、
翌
日
次
の
当
屋
に
渡
す
。
次
の
当
屋
は
オ
シ
メ
縄
を
一
年
間
玄
関
入
口
に
飾
る
。
当
屋
は
七
組
作
っ
た
神
撰
を
、
唐
櫃
に
入
れ
て
翌
日
ま
で
保
管
す
る
。
座
員
全
員
が
白
衣
を
着
て
葵
蔓
を
か
ざ
し
て
当
屋
に
集
ま
り
、
当
屋
を
先
頭
に
他
の
三
人
が
続
き
、
神
撰
は
当
屋
の
雇
っ
た
神
役
と
呼
ば
れ
る
二
人
が
担
ぐ
。
道
祖
神
社
前
に
神
僕
一
膳
分
を
供
え
、
西
寺
公
園
に
行
き
、
六
基
の
神
輿
の
前
の
「
お
膳
場
」
に
六
膳
分
の
神
撰
を
供
え
る
。
昔
は
「
旭
の
社
」
の
西
北
隅
に
幣
二
本
を
立
て
、
八
足
台
を
置
い
て
握
舎
で
神
撰
を
供
し
て
い
た
。
か
つ
て
は
還
幸
後
一
週
間
目
を
「
七
日
開
」
と
称
し
て
西
七
条
御
旅
所
で
能
が
あ
り
、
こ
の
日
の
朝
も
唐
橋
の
当
屋
は
床
の
間
へ
還
幸
祭
と
同
じ
神
饒
を
献
じ
て
い
た
。
　
唐
橋
と
と
も
に
特
殊
神
餓
を
奉
献
し
た
西
庄
、
東
屋
敷
に
つ
い
て
も
井
上
頼
壽
の
報
告
に
よ
り
み
て
お
こ
う
。
西
八
条
の
西
庄
、
東
屋
敷
は
、
元
紀
伊
郡
吉
祥
院
村
西
之
庄
西
中
と
称
し
、
唐
橋
と
と
も
に
松
尾
祭
に
綜
を
奉
献
し
た
。
東
屋
敷
は
二
二
軒
（昭
和
一
〇
年
現
在
）
で
、
内
六
軒
（
明
治
九
年
ま
で
は
九
軒
）
が
「
宮
仲
間
」
と
い
っ
て
神
撰
を
作
る
。
一
年
交
代
に
当
屋
が
ま
わ
り
、
当
屋
は
正
月
一
四
日
の
「
御
日
待
」
の
時
か
ら
精
進
生
活
に
入
る
。
松
尾
祭
の
還
幸
に
は
、
唐
橋
の
駕
輿
丁
が
当
屋
へ
集
ま
り
、
当
屋
で
は
酒
肴
を
出
す
。
当
屋
で
塩
を
ふ
り
身
を
清
め
て
西
七
条
御
旅
所
に
神
輿
迎
え
に
行
く
。
「
七
日
開
」
に
は
、
御
旅
所
で
御
千
度
を
し
、
当
屋
は
他
の
五
軒
を
巻
寿
司
と
煮
〆
で
呼
ぶ
。
還
幸
祭
の
二
日
前
に
は
、
仲
間
の
二
軒
が
朝
、
伏
見
の
三
栖
へ
行
き
真
菰
を
刈
り
、
藺
を
採
る
。
祭
前
日
に
は
早
朝
か
ら
仲
間
が
当
屋
へ
集
ま
り
、
男
子
の
み
の
手
で
綜
を
作
る
。
出
来
た
綜
は
門
口
に
吊
っ
た
青
竹
に
掛
け
る
。
綜
は
洗
い
米
を
か
し
て
、
注
連
を
張
っ
た
清
い
臼
の
中
で
潰
し
、
三
セ
ン
チ
位
の
塊
に
練
り
固
め
る
。
そ
れ
を
短
く
勇
っ
た
真
菰
の
根
に
挟
ん
だ
も
の
を
芯
と
す
る
。
綜
は
全
部
で
九
連
半
作
る
。
当
屋
は
こ
の
ほ
か
に
独
特
の
形
の
御
幣
を
作
り
、
神
餓
を
用
意
す
る
。
神
撰
は
へ
ぎ
に
載
せ
、
御
幣
と
と
も
に
床
の
間
の
神
号
の
前
に
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供
え
る
。
還
幸
祭
当
日
、
当
屋
の
主
人
は
早
朝
綜
と
幣
を
も
っ
て
社
参
す
る
。
綜
一
連
は
西
七
条
御
旅
所
へ
、
一
連
半
は
地
元
西
庄
の
氏
神
松
尾
神
社
へ
献
ず
る
。
正
午
に
な
る
と
、
他
の
七
連
の
綜
を
長
持
ち
に
入
れ
、
西
庄
の
旗
を
先
に
立
て
、
今
年
と
翌
年
の
当
屋
が
菅
笠
を
被
り
、
祥
姿
で
「
旭
の
社
」
に
出
発
す
る
。
こ
の
時
、
当
屋
の
門
口
に
注
連
を
続
ら
せ
た
「
い
か
き
」
（
笈
）
一
個
を
縄
で
吊
る
。
中
に
は
も
み
ぬ
か
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
日
月
星
辰
の
幣
が
立
て
て
あ
る
。
こ
の
幣
を
「
さ
ん
ご
さ
ん
」
（
三
光
様
）
と
い
い
、
「
ご
く
ま
き
」
（
御
供
巻
で
綜
の
こ
と
）
の
長
持
は
必
ず
こ
の
「
い
か
き
」
の
下
を
通
り
、
祓
う
の
で
あ
る
。
　
ま
た
、
井
上
の
報
告
の
な
か
で
も
、
西
七
条
村
の
東
隣
朱
雀
村
に
お
け
る
松
尾
祭
頭
役
1
1
「
花
の
頭
」
に
つ
い
て
は
特
に
貴
重
な
も
の
な
の
で
こ
こ
に
引
用
し
て
お
く
。
　
　
七
条
千
本
西
入
、
即
ち
今
の
中
央
市
場
の
有
る
辺
は
元
朱
雀
村
と
云
っ
た
。
此
　
　
所
に
『
花
の
と
う
』
と
て
十
三
軒
の
株
が
あ
っ
て
毎
年
当
屋
が
廻
り
、
松
尾
祭
　
　
に
奉
仕
し
た
。
当
屋
に
十
五
歳
の
男
子
が
あ
れ
ば
之
を
稚
児
と
し
、
無
く
ぽ
親
　
　
類
の
内
か
ら
借
り
る
。
稚
児
は
祭
の
一
週
間
前
か
ら
別
居
し
、
男
手
で
炊
い
た
　
　
精
進
物
を
食
し
て
忌
み
清
め
る
。
さ
て
神
幸
祭
の
日
と
な
れ
ぽ
、
稚
児
は
冠
を
　
　
戴
き
黒
抱
を
着
用
し
、
立
派
な
石
帯
を
附
け
て
乗
馬
で
本
社
へ
参
る
。
若
党
二
　
　
名
と
荷
を
担
ぐ
者
一
名
が
従
っ
た
が
此
の
役
も
仲
間
内
か
ら
廻
り
で
年
々
当
る
。
　
　
稚
児
は
菖
蒲
と
牡
丹
の
造
花
を
持
ち
、
『
下
馬
札
』
　
の
前
も
乗
打
し
て
神
前
に
　
　
進
み
花
を
奉
献
す
る
。
其
の
後
吉
祥
院
石
島
の
稚
児
と
面
合
せ
の
式
を
行
ふ
。
　
　
そ
れ
が
済
ん
で
初
め
て
神
輿
が
発
す
る
の
で
、
『
花
の
当
』
が
参
ら
ね
ば
祭
は
　
　
出
来
ぬ
と
云
は
れ
た
。
稚
児
は
祭
礼
中
百
万
の
位
が
あ
る
と
も
云
は
れ
非
常
に
　
　
尊
敬
を
受
け
た
。
松
尾
神
社
か
ら
当
屋
へ
米
三
十
石
を
下
し
非
常
な
大
切
な
役
　
　
と
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
維
新
に
此
の
行
事
も
廃
れ
株
の
家
も
他
へ
移
転
し
て
僅
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
に
一
軒
（
昭
和
二
年
調
）
と
な
っ
た
。
　
稚
児
が
菖
蒲
と
牡
丹
の
造
花
を
神
前
に
献
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
花
の
頭
と
称
す
る
ら
し
い
が
、
こ
の
稚
児
を
出
せ
る
株
の
家
が
当
時
二
二
軒
あ
っ
た
と
い
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
現
在
は
松
尾
祭
神
幸
の
先
頭
に
行
く
神
体
は
、
男
女
神
面
の
榊
御
面
に
変
化
し
て
い
る
が
、
以
前
は
朱
雀
の
稚
児
と
吉
祥
院
石
島
の
稚
児
で
あ
っ
た
。
そ
の
面
合
わ
せ
は
、
春
の
農
耕
開
始
時
に
、
神
山
か
ら
祭
神
が
降
り
て
の
性
的
な
豊
穣
儀
礼
を
象
徴
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
松
尾
の
男
女
二
神
が
遵
依
す
る
の
が
二
童
子
で
あ
る
ら
し
い
。
　
本
稿
で
問
題
と
す
る
西
七
条
御
旅
所
は
、
大
宮
以
下
四
社
の
神
輿
が
駐
董
す
る
御
旅
所
で
あ
り
、
現
在
の
七
条
通
（
旧
七
条
大
路
）
の
南
、
御
前
通
（
旧
西
大
宮
大
路
）
に
東
面
す
る
御
旅
所
で
あ
る
。
ま
ず
西
七
条
御
旅
所
の
歴
史
を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
　
『
山
塊
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
四
月
五
日
条
に
「
松
尾
祭
延
引
、
七
条
西
大
宮
旅
所
有
死
人
之
故
也
」
と
記
さ
れ
、
西
七
条
御
旅
所
の
死
稜
で
祭
が
延
引
し
た
と
あ
る
。
『
続
左
丞
抄
』
に
も
同
年
三
月
二
五
日
条
に
、
「
松
尾
末
社
櫟
谷
旅
所
老
尼
一
人
頓
死
」
と
あ
り
、
櫟
谷
社
神
輿
の
旅
所
は
後
述
す
る
よ
う
に
西
七
条
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
記
事
は
信
逓
性
が
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
柳
原
伯
爵
家
本
『
顕
広
王
記
』
仁
安
二
年
（
一
一
六
七
）
四
月
五
日
条
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
松
尾
祭
延
引
。
依
櫟
谷
社
旅
所
有
死
稜
、
件
稜
及
本
社
大
政
所
也
、
去
二
日
被
下
宣
旨
了
、
　
裏
書
93
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稜
子
細
者
、
老
翁
一
人
、
於
櫟
谷
旅
所
死
去
了
、
件
神
寳
等
、
保
住
人
村
長
者
運
、
渡
大
政
　
所
旅
所
了
、
其
後
鯛
本
社
了
（
後
略
）
　
死
稜
が
及
ぽ
な
い
よ
う
に
、
櫟
谷
旅
所
の
神
宝
を
保
住
人
と
村
長
者
が
同
じ
西
七
条
の
大
政
所
旅
所
に
運
び
渡
し
た
と
あ
る
。
大
政
所
旅
所
が
あ
る
西
七
条
に
は
村
長
者
と
称
さ
れ
る
人
が
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
と
こ
ろ
で
、
松
尾
祭
の
延
引
と
連
動
し
て
、
西
七
条
住
人
は
稲
荷
祭
ま
で
も
延
引
せ
し
め
て
い
る
。
『
山
椀
記
』
仁
安
二
年
（
＝
六
七
）
四
月
一
二
日
条
に
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
　
　
今
日
稲
荷
祭
延
引
と
云
々
。
松
尾
祭
延
引
し
、
伍
て
七
条
人
等
、
事
の
由
を
申
　
　
し
、
延
引
せ
し
む
。
先
々
、
松
尾
祭
以
前
に
之
を
行
わ
ば
、
天
下
静
か
な
ら
ざ
　
　
る
の
由
を
申
す
と
云
々
。
且
つ
、
此
の
条
公
家
知
ら
し
食
さ
ず
。
伍
ち
只
職
事
　
　
の
み
彼
の
七
条
人
に
仰
す
と
云
々
。
　
松
尾
祭
の
氏
子
西
七
条
の
住
民
の
実
力
の
程
が
わ
か
る
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
力
の
背
景
を
永
長
大
田
楽
へ
の
口
火
と
も
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
松
尾
祭
田
楽
に
探
っ
て
み
よ
う
。
　
戸
田
芳
美
は
永
長
田
楽
の
誘
発
要
因
と
し
て
永
長
元
年
（
一
〇
九
六
）
四
月
八
日
の
死
穣
に
よ
る
松
尾
祭
延
引
命
令
へ
の
抵
抗
と
、
前
年
に
京
都
住
民
に
課
せ
ら
れ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
伊
勢
神
宮
の
造
宮
役
が
ま
き
お
こ
し
た
住
民
の
反
政
府
感
情
を
指
摘
し
て
い
る
。
五
味
文
彦
は
こ
の
二
つ
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）
六
月
二
五
日
条
に
よ
り
、
伊
勢
神
宮
の
造
宮
役
賦
課
を
白
河
院
や
郁
芳
門
院
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
下
部
と
称
し
て
対
桿
し
た
の
は
西
七
条
の
刀
禰
・
住
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
西
七
条
の
松
尾
祭
田
楽
よ
り
火
の
つ
い
た
大
田
楽
は
京
と
西
国
と
を
結
ぶ
出
入
口
に
あ
た
っ
た
西
七
条
の
立
地
な
ど
も
因
と
な
り
、
京
中
と
近
郊
を
舐
め
つ
く
し
世
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
に
名
高
い
永
長
の
大
田
楽
と
後
世
称
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
　
以
降
の
松
尾
祭
を
考
え
る
時
に
は
二
つ
の
官
宣
旨
を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
元
久
元
年
（
二
一
〇
四
）
三
月
五
日
「
官
宣
旨
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
左
弁
官
下
　
山
城
国
　
松
尾
社
　
応
遣
官
使
社
家
使
相
共
催
促
当
社
御
輿
迎
西
七
条
御
供
　
大
炊
梅
津
札
迎
事
　
　
　
　
　
使
々
部
　
　
　
従
弐
人
　
　
　
　
　
火
長
壱
人
右
、
得
彼
社
司
等
去
月
廿
二
日
解
状
休
、
当
社
御
祭
者
　
西
七
条
之
住
人
、
或
付
在
家
或
付
　
田
畠
、
必
前
年
差
定
頭
人
、
三
月
中
卯
奉
迎
神
輿
之
日
、
備
進
六
前
御
供
者
例
也
、
又
本
宮
　
還
御
之
日
者
、
為
座
衆
之
営
、
同
所
備
進
也
、
而
近
年
富
家
之
輩
、
買
領
多
町
之
田
畠
、
各
加
座
衆
、
不
勤
仕
御
供
頭
、
或
称
権
門
領
同
対
桿
、
如
此
之
間
、
為
不
闘
如
神
事
、
差
定
無
　
縁
之
小
屋
錐
謎
責
、
訴
不
堪
之
由
、
臨
当
日
令
闘
如
者
、
毎
年
之
習
也
、
所
詮
、
新
加
之
座
　
衆
等
、
可
勤
仕
闘
分
御
供
之
由
、
欲
被
宣
下
、
不
然
者
、
寄
合
之
座
衆
、
都
以
可
被
停
止
也
　
（
後
略
）
　
松
尾
社
の
神
輿
迎
え
は
西
七
条
住
人
の
頭
役
と
座
衆
の
経
営
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
御
供
頭
は
馬
上
役
に
相
当
す
る
も
の
で
、
松
尾
社
で
は
神
輿
迎
え
の
御
供
を
西
七
条
の
富
家
の
住
民
に
差
定
し
て
負
担
さ
せ
て
い
た
が
、
彼
ら
は
「
座
衆
」
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
御
供
頭
勤
仕
を
嫌
っ
た
。
松
尾
社
の
訴
え
は
西
七
条
住
人
が
「
新
加
之
座
衆
」
と
な
っ
て
御
供
頭
を
勤
め
な
い
こ
と
へ
の
追
求
で
あ
っ
た
。
「
座
衆
」
は
頭
人
を
出
す
グ
ル
ー
プ
で
、
西
七
条
の
在
家
田
畠
を
所
有
す
る
富
裕
の
輩
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
松
尾
社
社
家
が
不
満
と
す
る
点
は
、
こ
の
「
座
衆
」
の
資
格
が
暖
昧
に
さ
れ
、
近
年
富
裕
の
者
が
田
畠
を
買
入
れ
、
資
格
あ
り
と
称
し
て
「
座
衆
」
に
加
わ
る
の
だ
が
、
そ
の
輩
は
「
座
衆
」
の
名
誉
を
ほ
し
が
る
く
せ
に
、
頭
人
と
し
て
は
き
わ
め
て
怠
慢
で
御
供
頭
を
開
き
、
社
家
か
ら
勤
仕
を
催
促
す
る
と
権
門
94
長者・旅所・政所
領
の
権
威
を
か
さ
に
回
避
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
「
座
衆
」
の
性
格
は
次
の
官
宣
旨
案
を
検
討
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
嘉
録
三
年
（
一
二
二
七
）
九
月
六
日
「
官
宣
旨
案
」
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
左
辣
官
下
松
尾
社
　
応
遣
官
使
尋
子
細
　
西
七
条
保
々
神
人
等
神
事
違
例
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
彼
）
右
、
得
神
祇
官
今
月
一
日
解
状
稻
、
被
社
司
去
月
廿
二
日
解
稻
、
当
社
之
四
月
祭
以
下
六
月
御
田
代
・
九
日
会
神
事
者
、
為
葛
野
郡
一
郡
之
営
、
不
限
権
門
勢
家
領
、
札
迎
之
御
供
井
御
田
代
殖
女
敷
設
・
九
日
会
之
相
撲
令
勤
仕
者
往
古
例
也
、
就
中
西
七
條
者
、
分
保
々
六
箇
所
、
御
輿
迎
之
日
、
各
令
調
進
御
供
、
而
又
還
御
之
日
、
神
人
等
課
役
之
勤
御
供
令
調
進
者
又
以
例
也
、
而
近
年
或
号
頭
人
煩
、
或
自
由
対
桿
、
寄
事
於
左
右
、
大
政
所
以
下
櫟
谷
保
・
七
條
一
坊
・
同
二
坊
・
同
三
坊
、
五
箇
所
之
御
供
笄
社
司
饗
膳
、
都
以
闘
如
畢
、
即
不
奉
出
御
輿
、
而
錐
可
言
上
子
細
、
神
事
之
煩
労
依
有
其
恐
、
懇
遂
行
畢
、
又
祭
之
間
常
燈
油
、
称
侍
座
六
人
之
輩
随
巡
役
、
令
進
済
之
庭
、
今
年
無
合
勺
之
所
済
、
又
御
田
代
諸
郷
之
殖
女
之
敷
設
、
同
闘
如
畢
、
又
九
日
会
者
、
当
社
第
一
之
大
神
事
也
、
楽
人
舞
人
之
儲
会
析
米
、
追
年
未
進
、
今
年
定
令
解
怠
者
欺
、
早
賜
官
使
、
兼
日
相
催
、
云
会
析
米
、
云
關
如
之
御
供
、
早
可
調
進
之
由
、
可
被
宣
下
也
、
望
請
、
官
裁
、
早
被
遣
官
使
、
社
家
神
人
相
共
令
謎
責
者
、
旦
無
後
々
違
例
　
、
望
請
、
天
裁
、
早
任
前
宣
旨
、
可
被
重
宣
下
者
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
頼
資
宣
、
奉
勅
、
依
請
者
、
社
宣
承
知
、
依
宣
行
之
、
　
　
嘉
禄
三
年
九
月
六
日
　
　
大
史
小
槻
宿
祢
判
少
辮
藤
原
朝
臣
判
　
松
尾
祭
に
神
輿
迎
え
を
し
て
御
供
調
進
を
行
う
西
七
条
大
政
所
保
は
、
前
述
『
顕
広
王
記
』
仁
安
二
年
条
に
も
記
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
鎌
倉
初
期
に
は
、
西
七
条
の
者
を
六
ヵ
所
に
分
け
た
頭
人
制
で
四
月
祭
の
御
供
を
調
進
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
政
所
・
櫟
谷
保
・
七
條
一
～
三
坊
の
五
ヵ
所
と
あ
と
一
ヵ
所
で
あ
ろ
う
。
こ
の
六
カ
所
頭
人
と
、
常
灯
油
を
巡
役
に
よ
っ
て
進
済
し
て
い
た
侍
座
と
称
す
る
六
人
の
輩
が
関
係
す
る
も
の
か
、
否
か
は
分
か
ら
な
い
。
植
女
の
敷
役
は
葛
野
郡
諸
郷
の
役
で
あ
っ
た
。
以
上
の
頭
役
勤
仕
の
一
部
が
鎌
倉
時
代
初
期
に
は
僻
怠
さ
れ
て
い
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
頭
人
・
座
衆
の
制
度
は
平
安
末
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
神
輿
迎
え
、
還
幸
の
御
供
は
神
人
等
の
課
役
で
あ
る
と
い
う
。
元
久
元
年
官
宣
旨
に
み
え
る
「
座
衆
」
は
西
七
条
の
「
神
人
等
」
が
つ
く
っ
て
い
る
団
体
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
松
尾
祭
は
、
御
旅
所
1
1
大
政
所
に
よ
っ
た
西
七
条
の
住
人
の
頭
役
と
松
尾
神
人
の
座
衆
の
経
営
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
神
人
等
に
は
富
裕
住
民
も
含
ま
れ
、
座
衆
は
宮
座
的
な
も
の
と
推
定
で
き
る
。
　
ま
た
、
『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
三
月
二
七
日
条
に
藤
原
定
家
は
こ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
　
心
寂
房
來
談
云
、
廿
三
日
松
尾
社
御
輿
迎
、
依
先
例
桂
供
御
人
等
、
儲
船
八
艘
奉
渡
之
間
西
　
七
條
住
人
等
乗
神
船
、
加
制
止
之
間
闘
詳
、
奉
神
輿
於
河
岸
之
間
、
自
社
家
奉
送
之
七
條
住
　
人
更
昇
奉
送
神
輿
。
又
、
奉
棄
河
邊
、
事
已
未
曾
有
、
云
々
。
　
松
尾
社
の
神
幸
祭
の
船
八
艘
（
松
尾
七
社
の
船
そ
の
他
）
を
桂
供
御
人
が
調
達
し
た
と
こ
ろ
、
西
七
条
住
人
が
神
船
に
乗
り
込
み
、
神
幸
を
制
止
し
た
上
、
闘
謹
に
及
び
、
神
輿
を
河
岸
に
担
ぎ
出
し
、
河
辺
に
棄
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ
た
。
桂
供
御
人
に
対
抗
す
る
西
七
条
住
民
は
、
長
者
や
刀
禰
（
前
掲
『
中
右
記
』
）
に
率
い
ら
れ
た
白
河
院
や
郁
芳
門
院
の
下
部
と
称
す
る
者
た
ち
の
子
孫
で
も
あ
っ
た
。
　
松
尾
祭
に
話
を
戻
す
と
、
松
尾
社
に
還
御
後
、
神
社
で
も
祭
式
が
行
わ
れ
る
。
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
明
元
年
（
一
四
六
九
）
四
月
成
立
の
「
松
尾
社
年
中
行
事
次
第
松
尾
社
職
法
度
次
第
」
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
一
酉
日
は
先
月
讃
殿
へ
参
向
有
で
聴
屋
有
。
酒
二
献
。
次
に
御
ま
か
り
あ
り
。
次
に
御
あ
れ
　
　
有
。
歌
は
彼
吐
禰
宜
始
る
。
次
に
本
杜
へ
参
て
御
戸
開
。
御
ま
か
り
有
て
紳
輿
を
待
奉
る
。
95
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（
ゑ
）
　
還
幸
あ
れ
は
各
う
ち
板
へ
下
、
御
輿
を
拝
殿
に
東
向
に
す
へ
奉
て
、
師
子
御
面
舞
。
次
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）
　
棘
輿
を
御
前
へ
入
奉
て
莚
道
ま
い
ら
せ
て
覗
言
有
て
、
御
輿
を
の
け
奉
て
お
ち
た
ち
の
御
　
　
　
（
ゐ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゐ
）
　
供
ま
い
る
。
先
七
條
の
御
供
ま
い
る
。
次
に
杜
頭
の
御
供
ま
い
る
。
次
に
二
な
ら
へ
庭
上
　
　
に
て
舞
、
次
に
祀
言
有
。
次
御
ま
か
り
有
。
次
聴
屋
有
。
　
前
半
部
は
御
旅
所
に
お
け
る
祭
式
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
「
御
あ
れ
」
の
神
事
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
時
に
神
が
顕
現
し
て
、
後
、
還
幸
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
松
尾
社
に
還
御
後
の
祭
式
で
も
、
初
め
に
七
条
の
御
供
が
供
え
ら
れ
、
西
七
条
御
旅
所
と
松
尾
社
の
繋
が
り
の
深
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
　
本
章
の
結
論
と
し
て
は
、
平
安
末
よ
り
鎌
倉
初
期
の
松
尾
祭
旅
所
1
1
大
政
所
は
、
長
老
や
刀
禰
に
率
い
ら
れ
た
住
民
が
宮
座
的
に
結
集
し
、
御
供
頭
を
勤
仕
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
4
）
（
5
）
　
「
荘
園
体
制
確
立
期
の
宗
教
的
民
衆
運
動
」
『
歴
史
学
研
究
』
三
七
八
号
、
　
　
年
。
（
6
）
　
「
馬
長
と
馬
上
」
『
院
政
期
社
会
の
研
究
』
一
九
八
四
年
。
（
7
）
同
右
。
（
8
）
　
『
鎌
倉
遺
文
』
一
四
三
九
号
。
（
9
）
　
『
鎌
倉
遺
文
』
三
六
六
二
号
。
東
寺
百
号
文
書
を
山
路
興
造
が
註（
1
）
　
『
京
都
市
の
地
名
』
一
九
七
九
年
。
（
2
）
現
在
の
松
尾
祭
に
つ
い
て
は
岩
井
宏
實
・
日
和
裕
樹
「
松
尾
大
社
・
還
幸
祭
」
『
神
　
　
撰
』
一
九
八
一
年
と
『
京
都
市
の
地
名
』
一
九
七
九
年
に
よ
っ
た
。
（
3
）
　
唐
橋
の
神
撰
に
つ
い
て
は
、
昭
和
初
期
の
様
子
は
、
井
上
頼
壽
『
京
都
古
習
誌
』
一
　
　
九
四
三
年
、
現
在
の
伝
承
に
つ
い
て
は
前
掲
岩
井
宏
實
・
日
和
裕
樹
「
松
尾
大
社
・
還
　
　
幸
祭
」
『
神
撰
』
に
よ
っ
た
。
　
　
前
掲
井
上
『
京
都
古
習
誌
』
二
四
五
～
六
頁
。
一
九
七
一
「
御
田
植
祭
試
考
　
　
（
上
）
」
（
『
芸
能
』
二
七
ー
五
、
一
九
八
五
年
）
で
訂
正
し
た
も
の
を
引
用
。
（
1
0
）
『
松
尾
大
社
史
料
集
文
書
三
』
一
九
七
八
年
所
収
。
大
山
崎
の
事
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
大
山
崎
の
祭
祀
組
織
の
研
究
は
、
清
水
三
男
に
よ
る
離
宮
八
幡
宮
神
人
研
究
を
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
じ
め
、
　
『
大
山
崎
史
叢
考
』
に
結
実
し
た
吉
川
一
郎
の
研
究
、
約
二
〇
年
前
の
『
童
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
（
4
）
使
出
銭
日
記
』
の
新
出
以
降
特
に
活
況
を
呈
し
、
本
田
隆
成
、
小
西
瑞
恵
、
脇
田
晴
（
5
）
　
　
　
（
6
）
　
　
（
7
）
子
、
田
端
泰
子
、
高
牧
實
な
ど
の
業
績
が
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
（
8
）
　
　
　
　
　
（
9
）
　
『
大
山
崎
町
史
』
『
島
本
町
史
』
な
ど
の
史
料
も
出
揃
い
、
研
究
の
視
点
も
多
様
な
方
向
か
ら
探
ら
れ
、
大
山
崎
の
祭
祀
組
織
研
究
に
は
私
が
付
け
加
え
る
こ
と
は
な
い
。
本
稿
で
提
出
し
て
い
る
長
者
・
旅
所
・
政
所
と
い
う
視
点
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
脇
田
が
「
こ
の
瀬
田
氏
の
提
言
は
、
と
り
わ
け
大
山
崎
の
場
合
に
は
当
を
得
た
も
の
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
し
て
う
け
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
と
賛
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
山
崎
長
者
座
も
祭
礼
と
深
く
か
か
わ
り
、
神
を
迎
え
る
在
地
側
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
御
供
を
調
進
す
る
場
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
長
者
座
は
宮
座
的
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
高
牧
が
大
政
所
長
老
座
は
神
職
の
諸
役
人
の
座
と
い
う
べ
き
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
で
、
大
山
崎
と
い
う
地
域
に
お
け
る
宮
座
で
は
な
い
、
と
い
う
見
解
を
出
さ
れ
た
。
高
牧
説
に
従
う
と
大
政
所
長
老
座
は
在
地
と
の
関
わ
り
は
希
薄
で
、
神
社
祀
職
内
で
完
結
し
た
座
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
大
山
崎
の
大
政
所
は
前
述
し
た
祇
園
の
大
政
所
や
日
吉
の
政
所
と
は
違
う
性
格
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
大
山
崎
は
都
市
に
お
け
る
宮
座
を
考
え
る
際
の
興
味
深
い
事
例
で
も
あ
り
、
従
来
96
長者・旅所・政所
の
研
究
史
を
踏
ま
え
て
、
大
山
崎
の
祭
祀
的
世
界
に
お
け
る
長
者
・
旅
所
・
大
政
所
座
の
問
題
を
宮
座
と
絡
め
て
、
　
〔
平
安
・
鎌
倉
期
〕
と
〔
室
町
・
戦
国
期
〕
に
分
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　
〔
平
安
・
鎌
倉
期
〕
　
　
　
　
（
1
2
）
　
脇
田
に
よ
る
と
平
安
期
に
は
京
都
の
使
庁
支
配
下
に
あ
っ
た
大
山
崎
の
津
政
所
ー
案
主
ー
刀
禰
が
検
断
ー
行
政
の
末
端
機
構
で
あ
っ
た
。
　
山
崎
に
は
摂
関
家
の
散
所
が
置
か
れ
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
年
一
〇
月
、
関
白
藤
原
頼
道
の
高
野
山
参
詣
の
折
に
は
、
淀
や
山
崎
の
「
刀
禰
・
散
所
」
が
検
非
違
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
使
の
指
揮
の
も
と
、
一
一
艘
の
屋
形
船
を
造
っ
て
い
る
。
こ
の
刀
禰
は
、
交
通
・
運
輸
で
権
門
に
奉
仕
す
る
か
た
わ
ら
、
特
権
を
利
用
し
て
私
富
を
蓄
積
し
た
散
所
の
民
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
の
上
層
部
で
あ
ろ
う
。
　
平
安
末
期
成
立
の
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
「
飛
倉
の
巻
」
は
、
鉢
を
法
力
で
飛
ば
し
て
食
べ
物
を
乞
う
て
い
た
命
蓮
に
対
し
、
布
施
を
惜
し
ん
だ
吝
薔
な
長
者
が
蓄
え
た
米
を
倉
ご
と
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
説
話
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
長
者
を
山
崎
長
者
と
記
す
史
料
は
建
長
・
文
永
（
＝
一
四
九
～
七
五
）
成
立
の
『
阿
娑
縛
紗
』
所
引
「
諸
寺
略
記
」
ま
で
な
莚
・
従
来
論
じ
ら
れ
た
よ
う
に
・
絵
巻
に
は
長
者
家
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
の
裏
庭
に
荏
油
の
搾
具
ら
し
い
も
の
が
描
か
れ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
、
油
の
製
造
・
特
権
が
大
山
崎
の
油
商
人
に
独
占
さ
れ
て
い
た
史
実
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
飛
倉
の
巻
」
の
長
者
は
山
崎
の
散
所
の
長
者
で
あ
っ
た
可
能
性
が
確
認
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
の
「
一
志
則
友
等
山
寄
進
状
」
に
よ
る
と
、
「
長
者
中
」
と
し
て
持
っ
て
い
た
山
を
長
者
六
人
、
執
行
一
人
、
案
主
一
人
が
連
署
し
て
宝
積
寺
へ
寄
進
し
て
い
る
。
な
か
に
、
も
と
こ
の
山
は
個
人
所
有
で
山
主
が
神
事
の
役
料
と
し
て
「
長
者
中
」
に
引
き
渡
し
た
由
緒
が
記
さ
れ
て
い
る
。
元
徳
二
年
（
一
三
三
〇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
の
「
阿
久
利
女
屋
敷
手
継
文
書
紛
失
状
」
に
は
、
在
地
人
二
人
、
長
老
二
人
、
沙
汰
人
長
者
一
人
、
長
者
執
行
大
夫
一
人
が
連
署
に
加
わ
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
　
鎌
倉
末
期
に
は
一
一
の
保
が
成
立
し
、
建
武
三
年
（
二
二
三
六
）
に
は
一
一
保
が
上
六
保
（
五
位
川
・
溝
口
・
岩
神
・
鷹
・
中
村
・
船
橋
）
と
下
五
保
（
辻
．
井
尻
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
藤
井
・
関
戸
・
蔵
内
）
の
上
・
下
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
図
1
2
。
紛
失
状
か
ら
は
、
各
保
に
二
名
の
在
地
人
と
表
現
さ
れ
る
管
理
者
が
存
在
し
、
長
者
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
沙
汰
人
長
者
が
村
落
の
経
営
事
務
を
処
理
し
、
さ
ら
に
彼
ら
は
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
所
長
者
の
監
督
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
各
保
の
上
に
大
政
所
両
座
が
文
書
の
保
証
等
を
行
っ
て
お
り
、
大
政
所
両
座
の
長
者
八
人
か
ら
な
る
長
者
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
が
大
山
崎
の
郷
務
を
担
当
し
て
い
た
。
津
政
所
－
案
主
－
刀
禰
の
職
掌
が
「
長
者
中
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）
　
小
西
は
「
長
者
中
」
を
摂
関
家
散
所
長
者
と
し
、
脇
田
は
「
長
者
中
」
を
複
数
の
長
老
制
に
よ
る
ま
わ
り
神
主
的
な
も
の
で
、
散
所
長
者
の
み
に
限
定
す
る
べ
き
で
は
（2
5
）
な
い
と
す
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
『
明
月
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）
四
月
八
・
一
〇
日
条
に
は
辻
祭
が
記
さ
れ
る
。
八
日
に
山
崎
神
（
酒
解
神
と
も
い
い
、
の
ち
の
天
神
八
王
子
神
）
と
辻
神
（
関
大
明
神
）
と
い
う
道
祖
神
の
祭
礼
が
行
わ
れ
、
山
崎
神
社
と
関
大
明
神
社
に
渡
御
が
あ
り
、
田
楽
な
ど
を
奉
し
、
種
々
の
風
流
を
凝
ら
す
賑
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た
。
　
一
〇
日
に
は
関
大
明
神
へ
の
渡
御
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
こ
れ
は
山
崎
郷
の
祭
で
あ
る
。
定
家
は
『
明
月
記
』
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
四
月
三
日
条
に
も
、
後
世
離
宮
八
幡
の
日
使
頭
祭
と
い
わ
れ
る
祭
に
山
崎
の
民
家
が
悉
く
経
営
（
参
加
）
し
、
97
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播
磨
大
路
を
渡
り
石
清
水
八
幡
宮
ま
で
参
向
し
て
い
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。
　
こ
の
日
使
頭
祭
は
石
清
水
八
幡
宮
に
奉
仕
す
る
大
山
崎
神
人
の
祭
で
、
日
使
神
事
の
勤
仕
は
商
売
上
の
特
権
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る
大
山
崎
神
人
の
義
務
で
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
っ
た
。
文
永
一
二
年
（
＝
一
七
五
）
成
立
の
『
八
幡
宮
寺
年
中
讃
記
』
に
は
「
日
使
」
が
「
山
崎
之
孤
村
」
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
に
お
渡
り
し
、
儀
礼
後
来
年
の
頭
人
が
差
定
さ
れ
て
い
る
。
同
史
料
に
は
「
禮
典
老
自
山
崎
辮
備
、
素
飯
堆
干
寳
前
之
机
、
」
と
あ
る
。
　
〔
室
町
・
戦
国
期
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
脇
田
に
よ
る
と
戦
国
期
の
大
山
崎
は
次
の
三
組
織
が
併
存
し
て
い
た
と
い
う
。
1
　
石
清
水
八
幡
宮
大
山
崎
神
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
神
人
中
」
（
「
神
方
」
「
神
　
人
方
」
と
も
い
う
。
）
2
　
村
落
行
政
の
大
山
崎
「
惣
中
」
（
侍
衆
で
構
成
さ
れ
、
八
人
な
い
し
一
〇
人
で
あ
　
り
、
大
山
崎
の
門
閥
的
な
有
力
神
人
で
、
輪
番
に
よ
っ
て
上
・
下
宿
老
を
勤
め
た
　
よ
う
で
あ
る
。
老
衆
と
若
衆
か
ら
な
っ
て
お
り
不
入
の
自
治
権
を
一
応
掌
握
し
て
　
い
た
。
1
か
ら
分
化
し
た
も
の
3
　
天
神
八
王
子
社
宮
座
の
　
「
大
政
所
両
座
」
（
惣
中
と
同
一
の
成
員
で
構
成
さ
れ
　
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
）
そ
し
て
、
氏
は
こ
の
三
つ
の
組
織
は
、
主
要
人
物
が
共
通
す
る
部
分
が
多
く
そ
の
組
織
も
混
同
し
や
す
く
、
戦
国
末
期
か
ら
織
豊
期
に
か
け
て
「
神
人
中
」
と
「
惣
中
」
が
同
一
化
し
、
近
世
に
は
一
体
化
し
て
社
家
と
し
て
神
領
政
治
の
主
体
と
な
っ
た
、
　
　
（
2
8
）
と
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
大
山
崎
H
石
清
水
八
幡
宮
神
領
で
は
な
く
、
同
宮
の
所
領
ほ
か
寺
社
権
門
の
所
領
が
錯
綜
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
長
者
座
に
よ
る
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
地
共
同
体
の
多
頭
的
な
共
和
制
支
配
を
も
た
ら
し
た
、
と
論
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
3
）
　
大
山
崎
の
祭
は
、
小
西
の
指
摘
し
た
通
り
、
四
月
三
日
‖
日
使
頭
役
1
1
離
宮
八
幡
宮
、
四
月
八
日
1
1
童
使
頭
役
1
1
天
神
八
王
子
社
で
あ
る
。
前
代
ま
で
の
山
崎
神
（
酒
解
神
）
社
が
天
神
八
王
子
社
と
な
り
、
鎌
倉
期
と
祭
の
二
重
構
造
は
変
わ
ら
ぬ
が
、
地
域
の
祭
で
あ
る
天
神
八
王
子
祭
礼
の
頭
役
勤
仕
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
離
宮
八
幡
日
使
頭
祭
か
ら
検
討
し
よ
う
。
田
端
は
、
離
宮
八
幡
宮
の
神
人
体
制
は
宮
座
で
は
な
く
、
神
人
組
織
と
そ
の
活
動
は
惣
中
の
形
成
と
平
行
し
て
お
り
、
日
使
頭
役
を
負
担
し
た
の
は
大
山
崎
神
人
の
組
織
の
「
神
人
中
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
領
主
権
を
掌
握
し
て
惣
中
の
自
治
を
も
た
ら
す
背
景
を
作
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
　
（
3
1
）
て
い
る
。
高
牧
は
日
使
頭
祭
は
応
仁
文
明
の
乱
以
降
、
離
宮
八
幡
宮
の
「
神
方
」
の
長
者
が
頭
人
を
差
定
す
る
な
ど
の
主
導
の
も
と
で
再
興
さ
れ
た
頭
人
祭
祀
で
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）
田
端
と
同
様
、
宮
座
で
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
　
高
牧
は
「
長
者
は
神
人
役
と
し
て
日
使
頭
役
は
勤
仕
し
な
が
ら
も
、
日
使
頭
人
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）
し
て
四
月
三
日
の
祭
礼
に
は
出
仕
し
て
い
な
い
」
と
考
え
る
。
し
か
し
、
明
応
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
（
一
四
九
五
）
　
「
八
幡
離
宮
御
遷
座
記
録
」
に
は
「
日
使
勤
者
長
者
御
山
迄
騎
馬
」
と
あ
り
、
長
者
は
頭
人
と
し
て
で
は
な
い
が
、
祭
に
は
出
仕
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
日
使
頭
祭
を
整
理
す
る
と
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
　
離
宮
八
幡
宮
の
神
官
1
1
長
者
　
「
山
崎
根
本
生
得
神
人
」
と
「
散
在
神
人
」
1
1
日
使
頭
人
1
1
舗
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）
　
近
世
初
期
の
「
石
清
水
離
宮
八
幡
宮
御
旧
記
」
に
よ
れ
ば
、
日
使
頭
祭
に
大
政
所
長
者
が
出
仕
し
、
離
宮
八
幡
宮
の
神
前
で
神
歌
を
歌
い
、
石
清
水
八
幡
宮
の
渡
御
に
98
長者・旅所・政所
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
惣
長
老
が
松
屋
で
日
使
頭
人
の
次
に
順
次
着
座
し
て
饗
応
を
受
け
、
惣
長
者
一
人
が
離
宮
の
神
前
で
大
政
所
の
神
歌
の
前
に
先
声
す
る
。
惣
長
者
は
高
坊
で
田
植
を
行
っ
た
り
、
騎
馬
で
山
上
に
進
み
、
石
清
水
八
幡
宮
の
神
前
の
祭
礼
に
も
参
加
し
、
供
奉
す
る
諸
役
人
の
交
名
を
読
み
上
げ
て
渡
御
列
を
整
え
る
役
を
勤
仕
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
　
高
牧
は
、
二
種
の
長
者
を
想
定
し
、
一
方
は
鎌
倉
時
代
の
「
長
者
中
」
ー
離
宮
八
幡
宮
の
神
官
で
あ
る
「
神
人
中
」
（
例
え
ば
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
二
）
に
日
使
頭
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）
勤
め
た
「
山
崎
チ
ヤ
ウ
サ
シ
キ
」
（
長
者
職
）
〔
大
政
所
長
者
で
は
な
い
］
）
ー
近
世
の
「
惣
長
者
」
と
い
う
長
者
の
系
譜
を
考
え
て
い
る
。
も
う
一
方
は
後
述
す
る
天
神
八
王
子
の
大
政
所
長
者
で
あ
り
、
こ
れ
は
近
世
の
「
御
旧
記
」
で
は
惣
長
者
の
下
位
と
し
て
記
さ
れ
る
大
政
所
長
者
で
あ
る
。
　
次
に
天
神
八
王
子
社
祭
礼
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
天
神
八
王
子
社
の
神
事
祭
礼
は
大
山
崎
郷
の
祭
で
、
大
政
所
長
者
座
を
中
心
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
。
長
者
座
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
五
位
川
座
と
溝
口
座
の
両
座
で
構
成
さ
れ
、
溝
口
座
の
記
録
に
「
童
使
出
銭
日
記
」
が
あ
る
。
五
位
川
座
と
溝
口
座
は
一
一
保
の
地
域
区
画
で
あ
る
五
位
川
保
と
溝
口
保
と
は
関
係
が
な
い
。
天
神
八
王
子
社
祭
礼
は
神
興
が
摂
津
・
山
城
国
境
の
離
宮
八
幡
宮
前
か
ら
御
旅
所
五
位
川
保
ま
で
を
往
復
す
る
祭
で
あ
る
。
記
録
の
上
か
ら
は
、
大
政
所
座
長
者
‖
御
旅
所
五
位
川
保
、
溝
口
保
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
大
政
所
長
者
は
天
神
八
王
子
社
祭
礼
の
童
使
頭
人
を
、
氏
子
地
域
の
住
民
に
差
定
す
る
。
童
使
（
使
殿
と
も
い
う
）
頭
人
二
人
（
溝
口
座
一
人
、
五
位
川
座
一
人
）
は
、
多
額
の
金
額
を
払
っ
て
祭
に
奉
仕
す
る
。
ま
た
、
長
者
は
馬
長
頭
役
も
差
定
す
る
。
　
大
政
所
両
座
長
者
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
人
の
長
者
か
ら
な
り
、
長
者
に
は
一
長
者
か
ら
四
長
者
ま
で
の
順
位
が
あ
り
、
祭
全
体
の
指
揮
に
当
た
る
「
棚
払
」
は
四
長
老
の
輪
番
で
勤
め
る
。
　
先
述
し
た
鎌
倉
期
の
寄
進
状
の
長
者
中
八
人
の
構
成
は
大
政
所
両
座
長
老
八
人
の
構
成
と
同
じ
で
あ
り
、
紛
失
状
の
四
人
の
長
者
は
大
政
所
両
座
の
い
ず
れ
か
の
長
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）
　
　
（
ω
）
四
人
と
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
小
西
・
脇
田
両
氏
は
鎌
倉
期
の
山
崎
神
（
酒
解
神
）
の
祭
祀
に
関
係
す
る
長
者
が
、
大
政
所
両
座
長
者
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。　
さ
て
、
溝
口
座
は
童
使
頭
人
祭
の
ほ
か
、
正
月
観
音
堂
の
オ
コ
ナ
イ
、
八
王
子
の
オ
コ
ナ
イ
、
五
月
五
日
の
節
供
な
ど
を
営
み
、
長
者
は
各
仏
神
事
祭
礼
の
全
て
に
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
。
　
〔
正
月
元
旦
〕
　
一
長
者
が
御
飯
の
箸
と
御
鏡
の
敷
紙
、
執
行
が
鯛
と
白
餅
の
お
下
り
を
受
け
る
。
　
〔
正
月
五
日
〕
　
観
音
堂
の
オ
コ
ナ
イ
で
、
執
行
が
牛
玉
札
を
受
け
、
一
長
者
が
牛
玉
紙
を
宝
積
寺
へ
納
め
る
。
　
〔
正
月
二
七
日
〕
　
二
月
三
日
の
天
神
八
王
子
社
の
オ
コ
ナ
イ
の
た
め
、
二
長
者
が
小
豆
、
三
長
者
が
栃
実
と
大
豆
、
四
長
者
が
豆
腐
を
納
め
、
一
長
者
が
五
色
一
二
種
の
御
菜
を
作
る
。
　
〔
二
月
一
日
〕
　
納
め
ら
れ
た
オ
コ
ナ
イ
用
の
米
を
炊
頭
が
受
け
取
る
。
炊
頭
は
二
長
者
、
三
長
者
、
四
長
者
が
順
番
で
隔
年
に
勤
め
る
。
　
〔
二
月
三
日
〕
　
一
長
者
宅
で
天
神
八
王
子
社
の
オ
コ
ナ
イ
が
行
わ
れ
、
一
長
者
は
御
飯
三
膳
を
か
し
ぐ
。
同
夜
一
長
者
の
宿
所
で
寄
合
が
あ
り
、
物
分
け
が
行
わ
れ
る
。
　
〔
二
月
四
日
〕
　
一
長
者
が
御
供
三
膳
を
仕
立
て
る
。
二
、
三
、
四
長
老
が
炊
頭
と
99
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な
っ
て
五
座
の
饗
の
御
飯
を
か
し
ぐ
。
一
長
者
が
拍
子
合
の
日
の
棚
払
を
勤
め
る
。
　
〔
四
月
八
日
〕
　
天
神
八
王
子
社
の
祭
礼
（
両
座
）
合
同
に
出
仕
す
る
。
　
〔
四
月
九
日
〕
　
物
分
け
に
出
る
。
　
〔
一
一
月
八
日
〕
　
天
神
八
王
子
社
に
参
拝
。
一
長
者
が
翌
九
日
の
火
焚
き
の
費
用
を
負
担
す
る
。
　
以
上
、
高
牧
が
指
摘
す
る
よ
う
に
長
者
は
天
神
八
王
子
社
の
神
官
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
　
ま
た
、
八
幡
宮
大
山
崎
大
政
所
長
者
が
日
使
頭
祭
の
馬
長
役
の
免
許
状
を
出
し
て
　
　
（
4
2
）
い
る
史
料
も
あ
り
、
大
政
所
長
者
が
離
宮
八
幡
宮
大
政
所
長
者
と
し
て
の
役
割
も
有
し
て
い
る
。
神
田
か
ら
み
て
も
、
惣
中
が
離
宮
八
幡
宮
と
天
神
八
王
子
を
組
織
経
営
（4
3
）
し
、
両
社
の
神
職
が
合
同
し
て
神
事
祭
礼
を
分
担
し
て
い
る
。
　
以
上
に
よ
り
、
天
神
八
王
子
社
大
政
所
長
者
”
天
神
八
王
子
社
神
官
‖
離
宮
八
幡
宮
神
官
‖
八
幡
宮
大
政
所
長
者
で
も
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
天
神
八
王
子
社
の
童
使
頭
役
は
日
使
頭
役
と
よ
く
似
て
お
り
、
天
神
八
王
子
社
の
祭
礼
に
も
日
使
頭
祭
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）
真
似
て
神
官
の
勅
使
代
が
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
高
牧
は
大
政
所
両
座
を
宮
座
と
解
す
る
従
来
の
説
に
対
し
て
異
議
を
唱
え
る
。
高
牧
は
大
政
所
座
は
長
者
と
い
う
神
職
の
座
で
あ
り
、
公
当
座
、
神
子
座
と
と
も
に
神
職
の
諸
役
人
の
座
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
大
山
崎
に
お
け
る
宮
座
で
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）
な
く
大
政
所
長
者
座
‖
長
者
の
み
の
座
H
諸
役
人
の
座
の
一
つ
、
と
理
解
し
て
い
る
。
私
も
高
牧
の
論
に
賛
成
で
あ
り
、
大
政
所
長
者
座
は
神
官
の
座
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
高
牧
の
い
う
天
神
八
王
子
社
祭
礼
が
頭
人
祭
祀
で
あ
り
、
宮
座
祭
祀
で
は
　
　
　
　
　
（
4
6
）
な
い
と
い
う
考
え
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）
　
私
は
、
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
の
連
署
状
に
み
ら
れ
る
一
七
五
人
と
い
う
大
山
崎
惣
の
成
員
全
体
が
天
神
八
王
子
社
祭
礼
の
童
使
頭
役
を
勤
仕
す
る
宮
座
を
構
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）
し
て
い
た
、
と
考
え
る
。
『
童
使
年
中
行
事
覚
書
』
に
「
カ
シ
キ
」
役
が
オ
コ
ナ
イ
の
箸
を
二
〇
〇
余
り
準
備
す
る
と
あ
り
、
こ
れ
は
一
七
五
人
内
外
の
惣
全
員
と
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）
関
係
者
が
も
っ
た
座
礼
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
牧
が
考
え
る
惣
中
、
す
な
わ
ち
中
世
末
の
門
閥
的
有
力
神
人
で
、
八
人
か
ら
一
〇
人
の
主
導
者
の
惣
中
は
、
宮
座
に
お
け
る
オ
ト
ナ
と
考
え
、
そ
れ
は
こ
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。
　
大
政
所
両
座
長
者
座
H
神
主
　
主
導
者
の
惣
中
‖
オ
ト
ナ
　
惣
全
員
‖
大
山
崎
郷
の
神
社
、
天
神
八
王
子
の
宮
座
の
成
員
　
離
宮
八
幡
の
日
使
頭
祭
の
場
合
は
、
頭
役
が
他
国
の
散
在
神
人
に
も
差
定
さ
れ
る
の
で
宮
座
で
は
な
い
。
し
か
し
、
惣
中
に
よ
る
童
使
頭
役
勤
仕
は
、
領
主
の
従
属
関
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
係
を
異
に
す
る
住
民
た
ち
の
自
治
的
地
域
的
結
合
で
あ
る
、
と
い
う
点
か
ら
し
て
も
宮
座
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
こ
で
、
天
神
八
王
子
社
の
年
中
行
事
よ
り
、
宮
座
の
特
徴
を
探
っ
て
み
た
い
。
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
五
月
吉
日
に
惣
中
と
し
て
定
め
た
「
天
神
八
王
子
御
神
事
（
5
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
帳
」
に
は
、
四
月
祭
礼
の
行
事
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
四
月
吉
日
の
「
御
檀
つ
き
」
、
二
日
は
神
子
座
の
榊
舞
・
立
神
楽
を
奏
す
る
「
惣
長
者
夜
申
」
、
五
日
は
大
政
所
お
よ
び
惣
長
者
で
の
「
拍
子
合
」
、
六
日
は
神
輿
迎
え
、
七
日
の
宵
宮
、
八
日
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）
神
幸
祭
最
後
に
御
檀
を
撤
去
す
る
「
御
檀
上
げ
」
を
も
っ
て
終
わ
る
。
御
檀
築
き
、
御
檀
上
げ
儀
礼
は
、
オ
バ
ケ
と
同
じ
で
宮
座
祭
祀
の
指
標
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）
え
ぽ
大
山
崎
町
の
小
倉
神
社
の
祭
礼
に
お
い
て
も
、
御
出
の
四
日
前
に
オ
ダ
ン
ツ
キ
100
長者・旅所・政所
と
い
っ
て
頭
屋
の
門
口
に
芯
の
あ
る
榊
と
幣
を
立
て
て
白
砂
を
盛
り
芝
を
張
り
っ
め
、
そ
の
四
方
に
青
竹
を
立
て
三
方
を
葭
賓
で
囲
い
注
連
を
か
け
御
檀
を
作
る
。
御
檀
は
還
幸
祭
の
列
の
出
発
を
合
図
に
つ
ぶ
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）
　
ま
た
、
島
本
町
の
広
瀬
鎮
座
の
若
山
神
社
は
、
西
天
王
山
と
よ
ぽ
れ
る
山
中
に
鎮
座
し
て
い
る
が
、
か
っ
て
は
西
八
王
子
社
（
牛
頭
天
王
社
）
と
も
よ
び
、
氏
子
は
神
内
（
現
高
槻
市
）
・
広
瀬
・
東
大
寺
・
桜
井
で
あ
り
、
字
小
烏
に
あ
っ
た
下
の
宮
（
現
在
境
内
）
と
と
も
に
、
か
つ
て
は
本
座
四
名
・
獅
子
三
名
・
花
ノ
座
一
〇
名
・
鉾
ノ
座
三
名
・
玉
ノ
座
一
一
名
・
鉾
座
馬
座
一
三
名
・
鉾
座
一
〇
名
の
計
五
四
名
か
ら
な
る
宮
座
が
あ
り
、
本
座
が
神
主
役
を
勤
め
た
。
同
社
祭
礼
自
体
、
四
村
の
郷
祭
の
形
を
と
る
が
、
天
神
八
王
子
社
と
同
じ
牛
頭
天
王
社
で
も
あ
り
、
か
つ
て
は
八
王
子
天
神
祭
礼
の
諸
役
を
勤
仕
し
、
各
座
が
芸
能
を
勤
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
宮
座
の
経
済
面
を
考
え
る
に
は
、
惣
の
神
田
に
つ
い
て
触
れ
る
必
要
が
あ
る
。
惣
中
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
た
七
反
小
の
神
田
が
あ
り
、
神
田
は
離
宮
八
幡
宮
の
月
別
御
供
や
四
月
八
日
の
祭
礼
（
天
神
八
王
子
社
の
祭
礼
）
の
御
供
田
お
よ
び
「
廻
御
扶
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）
持
田
」
に
運
用
し
て
い
た
。
こ
の
廻
御
扶
持
田
は
萩
原
龍
夫
が
中
世
宮
座
の
例
と
し
　
　
　
　
（
5
5
）
て
指
摘
し
た
廻
り
作
、
神
田
廻
作
制
（
田
畠
を
交
代
に
耕
し
て
神
事
に
充
て
る
慣
習
）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
儀
礼
や
経
済
面
か
ら
み
て
も
、
惣
中
は
天
神
八
王
子
社
の
宮
座
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
前
述
し
た
日
吉
の
事
例
や
後
述
す
る
稲
荷
の
事
例
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
神
の
　
　
　
シ
鎮
座
伝
承
に
お
け
る
休
息
所
が
御
旅
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
旅
所
1
1
政
所
に
長
者
が
お
り
、
祭
を
司
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
を
大
政
所
山
崎
に
あ
て
は
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
　
日
使
頭
祭
は
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
八
月
大
安
寺
の
僧
行
教
が
八
幡
神
を
宇
佐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）
よ
り
山
崎
を
経
て
男
山
に
勧
請
し
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。
四
月
三
日
山
崎
か
ら
石
清
水
八
幡
宮
へ
勅
使
従
五
位
下
和
気
尋
範
が
遣
わ
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
る
。
以
後
毎
年
勅
使
を
先
頭
に
公
卿
殿
上
人
が
綺
羅
を
つ
く
し
た
行
列
を
整
え
て
奉
幣
に
参
向
し
た
が
、
治
承
の
乱
で
退
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
在
地
人
関
戸
が
勅
を
得
て
勅
使
少
将
代
と
な
っ
て
以
後
、
「
在
地
之
神
事
」
と
し
て
勤
め
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
故
事
を
毎
年
反
復
し
、
勅
使
少
将
代
（
離
宮
八
幡
宮
神
官
）
を
中
心
と
し
た
祭
列
を
整
え
、
男
山
八
幡
ま
で
渡
る
。
　
つ
ま
り
、
大
山
崎
自
体
が
、
石
清
水
八
幡
宮
の
御
旅
所
1
1
大
政
所
で
あ
り
、
長
者
が
統
率
し
て
い
た
。
日
使
頭
祭
は
、
大
山
崎
に
顕
現
し
た
八
幡
神
が
石
清
水
八
幡
宮
に
還
幸
す
る
祭
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
『
日
本
の
中
世
村
落
』
一
九
四
二
年
、
第
一
部
第
二
章
第
二
節
「
神
社
の
保
」
。
（
2
）
　
一
九
五
三
年
。
（
3
）
　
「
中
世
末
・
近
世
初
頭
の
大
山
崎
惣
中
」
『
日
本
史
研
究
』
一
三
四
、
一
九
七
三
年
七
　
　
月
。
（
4
）
　
「
地
主
神
の
祭
礼
と
大
山
崎
惣
町
共
同
体
」
『
日
本
史
研
究
』
一
六
六
、
一
九
七
六
年
　
　
六
月
。
お
よ
び
、
「
中
世
都
市
共
同
体
の
構
造
的
特
質
」
『
日
本
史
研
究
』
一
七
六
、
一
　
　
九
七
七
年
四
月
。
（
5
）
　
『
日
本
中
世
都
市
論
』
一
九
八
一
年
、
第
三
章
「
自
治
都
市
の
成
立
と
そ
の
基
盤
ー
　
　
大
山
崎
を
中
心
に
ー
」
。
（
6
）
　
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
』
一
九
八
六
年
、
第
六
章
「
中
世
大
山
崎
の
惣
結
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合
」
。
（
7
）
　
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
『
聖
心
女
子
大
論
叢
』
第
七
五
集
、
一
九
九
〇
年
七
　
　
月
。
（
8
）
　
史
料
編
、
一
九
八
一
年
。
（
9
）
　
史
料
編
、
　
一
九
七
六
年
。
（
1
0
）
　
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
1
1
）
　
前
掲
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
。
（
1
2
）
　
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
1
3
）
『
宇
治
関
白
高
野
山
御
参
詣
記
』
。
（
1
4
）
『
大
山
崎
町
史
』
本
文
編
、
一
九
八
三
年
を
参
照
。
（
1
5
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
1
6
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
本
文
編
。
（
1
7
）
　
宝
積
寺
文
書
。
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
1
8
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
1
9
）
　
元
徳
二
年
四
月
「
照
舜
畠
地
売
券
」
に
は
船
橋
保
が
み
え
る
。
（
2
0
）
　
「
阿
蘇
宮
令
旨
写
」
に
大
山
崎
上
下
保
神
人
の
記
述
が
あ
る
。
（
2
1
）
　
脇
田
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
2
2
）
同
右
。
（
2
3
）
　
同
右
。
（
2
4
）
小
西
前
掲
「
地
主
神
の
祭
礼
と
大
山
崎
惣
町
共
同
体
」
、
「
中
世
都
市
共
同
体
の
構
造
　
　
的
特
質
」
。
（
2
5
）
　
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
2
6
）
　
『
石
清
水
八
幡
宮
史
料
叢
書
四
年
中
行
事
服
忌
社
参
』
一
九
七
三
年
。
（
2
7
）
　
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
2
8
）
同
右
。
（
2
9
）
　
同
右
。
（
3
0
）
　
前
掲
「
中
世
都
市
共
同
体
の
構
造
的
特
質
」
。
（
3
1
）
　
前
掲
『
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
』
。
（
3
2
）
　
前
掲
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
。
（
3
3
）
同
右
。
（
3
4
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
3
5
）
　
前
掲
『
島
本
町
史
』
史
料
編
。
（
3
6
）
　
前
掲
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
。
（
3
7
）
　
「
日
使
頭
役
勤
仕
記
録
」
蜷
川
家
文
書
、
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
3
8
）
　
前
掲
『
島
本
町
史
』
史
料
編
。
（
3
9
）
　
前
掲
「
地
主
神
の
祭
礼
と
大
山
崎
惣
町
共
同
体
」
、
「
中
世
都
市
共
同
体
の
構
造
的
特
　
　
質
」
。
（
4
0
）
　
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
4
1
）
　
『
童
使
出
銭
日
記
』
を
参
照
。
（
4
2
）
　
「
童
使
年
中
行
事
覚
書
」
『
童
使
出
銭
日
記
』
。
（
4
3
）
『
万
記
録
』
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
4
4
）
　
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
河
原
崎
貞
輝
作
「
式
内
自
玉
手
祭
来
酒
解
神
社
旧
祭
礼
　
　
行
列
正
式
」
。
（
4
5
）
　
前
掲
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
。
（
4
6
）
同
右
。
（
4
7
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
4
8
）
　
前
掲
『
島
本
町
史
』
史
料
編
。
（
4
9
）
　
前
掲
「
中
世
末
大
山
崎
の
祭
祀
と
頭
」
。
（
5
0
）
　
脇
田
前
掲
『
日
本
中
世
都
市
論
』
。
（
5
1
）
　
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
本
文
編
。
（
5
2
）
同
右
。
（
5
3
）
　
『
大
阪
府
の
地
名
』
　
一
、
　
一
九
八
六
年
。
（
5
4
）
　
『
万
記
録
』
前
掲
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
（
5
5
）
　
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
一
九
七
五
年
。
（
5
6
）
　
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
三
月
『
八
幡
離
宮
御
遷
座
記
録
』
。
貞
和
四
年
（
＝
二
四
　
　
八
）
『
離
宮
八
幡
宮
御
遷
座
本
紀
』
。
『
石
清
水
離
宮
八
幡
宮
御
旧
記
』
。
い
ず
れ
も
前
掲
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長者・旅所・政所
『
大
山
崎
町
史
』
史
料
編
。
宇
治
神
社
の
事
例
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
宇
治
長
者
に
つ
い
て
は
、
林
屋
辰
三
郎
に
よ
る
雅
楽
の
楽
人
狛
氏
、
三
浦
圭
一
に
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
よ
る
真
木
島
惣
官
及
び
網
野
善
彦
に
よ
る
真
木
島
村
君
、
と
い
う
視
点
よ
り
の
研
究
が
詳
細
で
あ
り
、
改
め
て
付
け
加
え
る
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
離
宮
明
神
祭
と
御
旅
所
の
視
点
よ
り
考
え
て
み
た
い
。
　
林
屋
辰
三
郎
は
雅
楽
楽
人
の
研
究
に
お
い
て
狛
氏
に
つ
い
て
、
ま
た
宇
治
離
宮
祭
研
究
に
お
い
て
神
社
祀
官
長
者
家
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
宇
治
長
老
家
は
、
和
珂
臣
租
日
触
使
主
の
後
喬
で
、
宮
主
宅
媛
を
そ
の
祖
先
と
伝
え
、
宇
治
神
社
の
社
官
を
　
　
　
　
　
　
（
4
）
っ
と
め
た
家
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
林
屋
が
指
摘
し
た
嘉
禄
三
年
（
一
二
二
七
）
成
立
の
『
雑
秘
別
録
』
に
よ
る
と
、
狛
家
に
は
陵
王
の
舞
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
な
相
伝
次
第
を
伝
え
て
い
る
。
　
ち
か
く
は
、
め
で
た
き
も
の
の
十
れ
つ
に
も
、
光
則
が
陵
王
と
こ
そ
は
、
人
の
手
ず
さ
み
に
　
も
あ
む
め
れ
。
む
か
し
は
乱
聲
の
正
こ
の
あ
し
ぶ
み
と
い
ふ
め
で
た
き
た
い
は
い
な
ど
も
あ
　
り
け
り
。
宇
治
ま
き
の
長
者
則
助
め
で
た
く
つ
た
へ
た
る
も
の
に
て
あ
り
け
り
。
そ
れ
が
子
　
に
て
、
ま
き
の
長
者
わ
く
の
神
主
光
助
と
い
ふ
も
の
、
ち
か
う
ま
で
ま
い
た
る
も
、
ま
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
へ
　
　
に
な
べ
て
な
ら
ず
い
き
ほ
ん
な
り
き
。
　
（
中
略
）
八
條
中
納
言
顯
長
の
弟
子
に
て
、
狛
光
重
　
と
い
ふ
舞
人
あ
り
き
。
そ
れ
が
子
光
宗
と
て
、
い
ま
だ
う
へ
ら
か
に
て
あ
ん
め
り
。
光
助
が
　
子
に
い
や
三
郎
光
行
と
い
ふ
も
の
あ
り
。
そ
れ
に
た
う
じ
の
舞
人
近
貞
な
ら
ひ
た
り
。
　
　
　
（
6
）
『
樂
所
系
圖
』
に
は
、
光
季
ー
光
則
ー
則
助
ー
光
助
ー
光
行
と
い
う
狛
氏
の
系
譜
が
記
さ
れ
、
林
屋
は
こ
の
系
譜
が
宇
治
槙
の
長
者
で
あ
り
、
わ
く
（
脇
）
の
神
主
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
宇
治
の
長
者
家
は
丸
遁
氏
の
後
蕎
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
も
っ
て
お
り
、
丸
適
氏
は
宇
治
離
宮
明
神
の
祭
神
菟
道
稚
郎
子
の
生
母
宮
主
矢
河
枝
比
責
の
生
家
で
あ
り
、
長
者
氏
と
祭
神
と
は
縁
故
が
深
い
。
　
長
者
家
の
家
伝
で
は
、
永
承
年
間
（
一
〇
四
六
～
五
三
）
に
藤
原
頼
道
か
ら
そ
の
　
　
　
　
　
　
（
7
）
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
。
林
屋
は
、
寛
治
・
永
長
の
頃
（
一
〇
八
七
～
九
七
年
）
に
す
で
に
光
季
が
宇
治
一
切
経
会
に
当
た
っ
て
召
さ
れ
て
纒
頭
を
う
け
て
お
り
、
康
和
四
年
（
＝
〇
二
）
正
月
、
光
則
が
父
光
季
と
萬
歳
樂
を
演
じ
た
の
を
は
じ
め
に
、
長
治
元
年
（
＝
〇
四
）
三
月
の
宇
治
平
等
院
舞
楽
に
は
龍
王
を
舞
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
　
「
右
方
長
者
と
い
わ
れ
た
損
長
者
は
狛
光
季
・
光
則
の
時
代
に
狛
氏
の
手
　
　
　
　
　
　
（
8
）
で
世
襲
さ
れ
て
い
く
」
と
論
証
し
て
い
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
左
近
府
生
光
助
が
久
壽
元
年
（
一
一
五
四
）
に
興
福
寺
よ
り
大
内
楽
所
に
転
じ
た
際
の
系
譜
に
「
改
姓
於
酒
波
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
宇
治
神
社
旧
社
家
長
者
・
酒
波
の
両
家
と
符
号
し
、
酒
波
家
は
脇
神
主
と
し
て
光
助
の
時
に
は
固
定
す
る
と
論
じ
た
。
　
『
勘
中
記
』
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
五
月
六
日
条
に
離
宮
祭
に
対
す
る
平
等
院
の
欝
訴
を
記
し
て
「
召
長
者
光
康
、
問
答
重
々
子
細
」
と
あ
る
長
者
光
康
は
『
樂
所
系
圃
』
に
よ
る
と
狛
光
行
の
孫
光
康
で
あ
り
、
長
者
の
地
位
を
ま
も
っ
て
い
る
。
　
三
浦
は
「
光
」
を
通
字
と
し
た
真
木
島
氏
が
惣
官
と
し
て
、
将
軍
あ
る
い
は
管
領
の
家
人
と
し
て
畿
内
を
中
心
に
特
異
な
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
を
論
じ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
網
野
は
、
平
安
時
代
末
よ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
宇
治
の
真
木
島
に
拠
点
を
持
ち
真
木
島
村
君
に
率
い
ら
れ
た
蟄
人
の
集
団
が
、
宇
治
川
に
網
代
を
か
け
、
天
皇
・
摂
関
家
・
賀
茂
社
・
松
尾
社
・
左
久
奈
度
社
・
春
日
社
な
ど
に
、
賛
・
供
祭
物
を
貢
献
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
氏
は
光
康
の
祖
光
貞
が
「
宇
治
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網
代
目
代
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
指
摘
し
、
離
宮
社
長
者
で
あ
る
狛
氏
に
は
宇
治
網
代
の
賛
人
を
統
括
し
た
真
木
島
供
祭
人
の
村
君
で
も
あ
る
側
面
を
照
射
し
、
同
氏
が
宇
治
川
の
舟
運
・
関
と
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
　
以
上
の
三
者
の
研
究
に
よ
り
　
宇
治
右
方
長
者
1
1
狛
家
～
酒
波
家
‖
脇
神
主
1
1
宇
治
槙
長
者
1
1
真
木
島
供
祭
人
村
　
君
‖
真
木
島
惣
官
と
い
う
宇
治
長
者
の
驚
く
べ
き
多
面
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
宇
治
郷
の
左
方
長
者
家
は
と
い
え
ぽ
、
や
は
り
網
野
が
「
勘
中
記
自
弘
安
五
年
正
月
一
日
至
三
月
二
十
九
日
巻
紙
背
文
書
」
年
未
詳
十
一
月
廿
五
日
「
散
位
為
盛
書
状
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
に
、
離
宮
社
左
方
長
者
光
有
を
指
摘
し
、
「
狛
系
図
」
に
は
み
え
ぬ
が
狛
氏
一
族
で
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。
光
有
は
、
『
勘
中
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
一
〇
月
二
四
日
亀
山
上
皇
の
宇
治
川
遊
覧
に
「
離
宮
左
方
長
者
光
有
乗
小
船
、
従
後
塵
」
っ
て
い
る
。
『
中
右
記
』
長
承
二
年
（
一
二
三
二
）
五
月
八
日
条
の
離
宮
祭
初
見
の
記
事
に
、
競
馬
十
番
が
左
真
木
島
住
人
、
右
宇
治
辺
住
人
に
よ
っ
て
勤
仕
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
勘
中
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
五
月
七
日
条
に
「
競
馬
離
宮
左
右
方
長
者
沙
汰
也
、
十
番
競
馬
也
、
宇
治
内
住
人
乗
之
、
」
と
競
馬
は
長
者
の
沙
汰
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
左
方
1
1
真
木
島
1
1
宇
治
槙
長
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
光
有
が
「
光
」
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
網
野
の
指
摘
ど
お
り
、
宇
治
長
者
は
左
・
右
方
と
も
、
狛
氏
で
あ
っ
た
と
考
え
た
ほ
う
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
宇
治
長
者
と
宇
治
離
宮
明
神
祭
と
の
関
わ
り
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
の
宇
治
上
神
社
と
宇
治
神
社
は
、
明
治
以
前
は
両
社
一
体
で
宇
治
離
宮
明
神
（
八
幡
宮
）
と
称
さ
れ
、
応
神
・
仁
徳
両
天
皇
と
応
神
の
皇
子
菟
道
稚
郎
子
を
祭
る
。
現
宇
治
神
社
1
1
離
宮
下
社
1
1
宇
治
郷
の
産
土
で
、
現
宇
治
上
神
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
1
1
離
宮
上
社
1
1
槙
島
村
東
部
の
産
土
で
あ
っ
た
。
当
然
そ
の
氏
子
も
宇
治
神
社
の
氏
子
と
し
て
旧
宇
治
町
町
民
、
宇
治
上
神
社
の
氏
子
と
し
て
旧
槙
島
村
村
民
が
多
数
を
　
　
　
（
1
2
）
占
め
て
い
る
。
明
治
以
前
は
離
宮
上
社
よ
り
神
輿
二
基
、
下
社
よ
り
一
基
が
、
旧
四
月
八
日
の
御
輿
迎
え
で
御
旅
所
に
神
幸
し
、
五
月
八
日
が
本
祭
の
還
幸
祭
で
あ
る
。
御
旅
所
は
近
世
に
は
宇
治
郷
の
小
字
「
馬
場
先
」
現
在
の
矢
落
九
七
番
地
に
所
在
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
明
治
七
年
に
宇
治
若
森
の
現
在
地
に
移
動
し
た
が
、
中
世
以
前
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
図
1
3
。
　
祭
の
初
見
は
先
述
し
た
有
名
な
『
中
右
記
』
長
承
二
年
五
月
八
日
条
で
あ
り
、
宇
治
の
下
人
数
千
人
が
、
宇
治
川
の
北
岸
に
小
舟
数
千
艘
を
並
べ
て
見
物
し
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
『
中
右
記
』
に
は
翌
長
承
三
年
五
月
八
日
条
に
も
離
宮
祭
の
記
事
が
み
え
、
「
競
馬
十
番
、
宇
治
並
眞
木
島
住
人
等
爲
騎
乗
、
」
と
あ
り
、
「
捧
幣
畠
之
者
」
が
「
各
々
面
々
不
可
勝
計
」
程
、
大
勢
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
『
玉
葉
』
文
治
二
年
（
＝
八
六
）
五
月
八
日
条
に
は
「
此
日
離
宮
祭
也
、
任
レ
例
自
一
一
政
所
一
送
レ
幣
、
又
催
コ
送
乗
尻
六
人
↓
壁
移
余
随
身
下
藺
二
人
襲
る
勤
〃
之
定
例
也
、
錐
レ
爲
二
氏
社
十
烈
以
前
一
依
二
自
取
ア
幣
、
不
二
拝
立
一
之
先
例
也
、
」
と
あ
り
、
先
ず
政
所
の
幣
か
ら
還
幸
祭
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
『
勘
中
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
五
月
八
日
条
に
は
「
長
者
殿
御
幣
十
列
等
遅
引
之
間
、
神
輿
未
レ
及
二
御
行
一
之
由
社
家
申
レ
之
」
と
、
長
者
の
幣
が
出
な
い
と
神
輿
渡
御
が
始
ま
ら
な
い
と
記
さ
れ
、
先
の
記
事
と
符
号
す
る
。
祭
に
お
い
て
は
長
者
を
政
所
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
還
幸
祭
の
行
列
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
　
列
次
第
、
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先
長
者
殿
御
幣
　
次
北
殿
御
瞥
鵜
麟
嫡
次
鷺
、
御
随
身
雪
苦
澱
参
蝦
欝
次
田
樂
　
　
　
　
　
　
　
次
左
方
童
競
馬
十
疋
次
右
方
、
躍
馬
　
次
左
方
競
馬
＋
疋
次
右
方
、
趨
馬
　
左
方
次
覆
右
方
馬
上
　
　
　
　
　
左
方
使
右
方
次
第
使
　
　
　
　
　
右
方
舞
人
、
二
人
其
駒
二
人
　
　
　
　
　
田
所
左
右
道
張
　
　
　
　
　
　
左
右
師
子
左
右
小
舎
人
　
　
　
　
　
右
方
気
霊
御
肺
輿
　
　
　
　
　
　
　
御
輿
三
基
祠
主
　
　
　
　
左
方
巫
女
　
　
右
方
巫
女
左
方
紳
主
　
　
　
　
　
　
右
方
神
主
　
同
書
に
は
こ
の
次
第
が
「
會
式
延
久
二
年
歎
被
二
定
下
一
」
、
延
久
二
年
（
一
〇
七
〇
）
に
定
型
化
し
て
い
た
と
い
う
。
　
離
宮
祭
は
二
二
世
紀
以
降
衰
退
し
て
い
く
が
、
応
仁
の
乱
の
さ
な
か
に
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
『
後
法
興
院
記
』
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）
四
月
八
日
条
に
み
え
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
布
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
社
官
損
島
事
也
　
　
　
　
　
　
　
社
官
云
々
「
神
輿
三
基
、
次
社
官
四
人
馬
上
、
次
槙
長
者
布
衣
馬
上
、
次
宇
治
長
者
布
衣
馬
上
也
、
還
幸
来
月
八
日
云
々
、
」
と
あ
り
、
槙
長
者
・
宇
治
長
者
は
健
在
で
あ
る
。
　
林
屋
は
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
離
宮
祭
関
係
史
料
に
は
ほ
と
ん
ど
五
月
八
日
の
祭
礼
の
み
記
さ
れ
て
い
た
が
、
応
仁
期
に
な
り
四
月
八
日
神
幸
、
五
月
八
日
還
幸
の
複
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
合
的
な
祭
式
を
明
確
に
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
御
旅
所
に
お
け
る
神
の
示
現
に
つ
づ
く
五
月
八
日
の
還
幸
が
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
の
で
、
平
安
・
鎌
倉
期
に
お
け
る
祭
記
事
は
還
幸
祭
で
あ
っ
た
。
室
町
期
に
な
る
と
畿
内
の
神
社
に
お
い
て
神
幸
・
還
幸
の
祭
式
整
備
も
進
み
、
離
宮
祭
に
お
い
て
も
神
幸
の
記
事
が
登
場
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
宇
治
郷
に
は
地
域
行
政
の
小
単
位
と
し
て
「
保
」
が
あ
り
、
宇
治
離
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
宮
明
神
の
社
領
も
し
く
は
神
社
へ
の
奉
仕
単
位
と
し
て
形
成
さ
れ
た
。
畿
内
に
お
い
て
、
平
安
時
代
末
か
ら
中
世
を
通
じ
て
国
衙
領
あ
る
い
は
中
央
官
庁
領
に
、
郷
の
下
級
に
あ
る
地
方
行
政
単
位
と
し
て
の
保
が
現
れ
て
く
る
事
例
が
あ
る
。
中
世
に
な
る
と
こ
の
保
が
変
化
し
、
神
社
領
に
み
ら
れ
る
保
に
な
る
が
、
番
数
を
も
っ
て
表
示
す
る
宇
治
の
場
合
も
そ
の
例
で
あ
り
、
離
宮
神
社
へ
の
番
役
奉
仕
と
深
い
関
係
に
あ
る
図
1
4
。
　
『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』
に
　
　
　
補
任
太
夫
諸
之
事
　
　
　
　
宇
治
十
番
保
右
衛
門
太
郎
掃
門
　
右
為
離
宮
拝
殿
造
営
、
傍
保
内
可
成
其
心
得
状
如
件
　
（
一
五
〇
二
）
　
文
亀
二
年
八
月
　
日
　
　
　
　
　
　
長
者
酒
波
光
興
在
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
文
所
大
江
光
盛
在
判
　
　
（
1
6
）
と
あ
り
、
十
番
保
は
他
の
番
保
よ
り
さ
ら
に
同
社
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
元
禄
一
〇
年
（
一
六
九
七
）
序
を
有
す
る
『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
「
御
旅
之
中
有
十
座
祓
、
奉
幣
従
一
番
及
十
番
保
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
治
郷
内
一
番
よ
り
十
番
ま
で
の
お
旅
の
途
次
、
一
〇
保
が
奉
幣
す
る
十
座
祓
と
い
う
儀
礼
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
　
近
世
に
な
る
と
、
離
宮
明
神
祭
も
長
者
家
も
大
き
く
変
わ
る
。
長
老
家
は
離
宮
社
家
の
副
業
と
し
て
茶
の
生
産
を
始
め
て
、
の
ち
に
は
姓
を
長
茶
の
文
字
に
改
め
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
茶
師
の
仲
間
入
り
を
し
、
長
茶
彦
助
入
道
宗
味
と
名
乗
る
。
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祭
も
祭
祀
組
織
の
変
化
に
加
え
、
平
等
院
・
県
神
社
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
奉
幣
神
事
と
大
幣
神
事
に
変
化
し
て
い
く
。
奉
幣
神
事
に
つ
い
て
は
、
　
一
八
世
紀
初
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
の
『
上
林
家
前
代
記
録
』
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
御
旅
所
二
神
輿
有
之
内
候
人
共
井
拙
者
家
且
又
離
宮
之
神
主
、
是
等
毎
夜
小
幣
御
旅
所
江
捧
　
候
、
其
靭
別
当
常
福
井
字
治
長
罷
出
翁
ヲ
勤
候
　
お
旅
期
間
中
の
毎
夜
上
林
代
官
家
、
平
等
院
候
人
、
離
宮
社
神
主
に
よ
る
奉
幣
が
行
わ
れ
、
平
等
院
神
役
人
で
県
神
社
神
官
の
奥
村
常
福
と
宇
治
長
者
が
翁
を
勤
め
て
い
る
。
　
毎
夜
の
奉
幣
も
、
の
ち
変
化
し
た
ら
し
く
、
四
月
八
日
～
五
月
八
日
の
間
の
四
月
中
旬
の
卯
あ
る
い
は
酉
の
日
に
、
「
長
老
の
寵
灯
」
あ
る
い
は
「
長
茶
の
た
ら
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
「
長
井
の
た
ら
り
」
と
い
う
行
事
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
長
茶
宗
味
家
と
平
等
院
候
人
の
末
商
の
長
井
貞
甫
家
が
行
う
奉
幣
の
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
ら
り
の
幣
の
形
状
は
一
丈
五
寸
の
幣
串
の
頂
き
に
長
方
形
の
棚
板
を
置
き
、
そ
の
上
に
幅
二
尺
六
寸
・
天
地
一
尺
二
寸
の
絵
馬
を
立
て
、
棚
の
四
辺
に
は
紙
垂
を
下
げ
、
さ
ら
に
八
尺
の
端
布
（
ま
て
つ
く
り
）
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
家
の
奉
幣
は
共
に
絵
馬
の
表
面
に
馬
、
裏
面
に
神
紋
で
あ
る
橘
を
描
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
奉
幣
に
対
す
る
祓
詞
と
し
て
「
郷
の
名
の
盧
橘
の
御
幣
に
光
輝
く
金
あ
り
や
幸
い
あ
れ
や
」
と
い
う
一
節
　
　
　
（
2
1
）
が
あ
っ
た
。
『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』
や
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
宇
治
郷
名
主
・
年
寄
代
官
上
林
六
郎
宛
「
願
書
」
に
は
「
宇
治
郷
御
旅
所
於
神
前
二
、
往
古
藤
井
幸
太
夫
と
申
者
翁
付
能
修
行
仕
候
」
と
あ
り
、
宇
治
離
宮
社
の
御
旅
所
で
藤
井
幸
太
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
な
る
者
が
翁
舞
を
演
じ
た
ら
し
い
。
そ
の
翁
舞
に
「
長
者
の
た
ら
り
」
が
奏
さ
れ
た
と
い
う
。
た
ら
り
と
は
、
翁
の
神
歌
に
あ
る
「
と
う
と
う
た
ら
り
…
」
か
ら
出
た
も
の
で
、
翁
一
人
が
舞
い
、
長
茶
と
長
井
が
こ
の
神
歌
を
繰
り
返
し
て
謡
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
ま
た
、
「
長
者
の
た
ら
り
」
　
に
は
雪
掻
き
面
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
面
は
社
伝
に
よ
る
と
、
往
古
の
あ
る
朝
、
神
職
の
者
が
境
内
の
雪
を
掻
い
て
い
る
時
に
あ
ら
わ
れ
た
と
い
い
、
こ
れ
こ
そ
神
の
再
来
と
喜
び
、
神
体
と
し
て
本
殿
深
く
納
め
奉
っ
た
と
い
う
。
　
離
宮
明
神
祭
は
以
上
の
奉
幣
神
事
の
ほ
か
に
大
幣
神
事
と
県
祭
の
「
梵
天
渡
御
」
に
系
譜
を
残
し
て
い
る
。
大
幣
神
事
は
『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』
よ
り
史
料
上
に
み
え
、
現
在
六
月
八
日
の
還
幸
祭
の
前
に
宇
治
郷
民
の
組
織
す
る
大
幣
座
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
祭
は
、
離
宮
祭
の
あ
る
面
を
継
承
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
上
林
家
前
代
記
録
』
に
は
「
毎
年
別
当
常
福
申
請
、
拙
者
家
よ
り
大
幣
之
下
行
ヲ
指
出
来
（2
4
）
リ
」
と
あ
り
、
県
神
社
神
官
奥
村
常
福
が
司
祭
し
、
上
林
代
官
家
が
大
幣
に
つ
い
て
指
揮
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
現
在
は
大
幣
殿
を
出
発
し
、
あ
が
た
通
（
大
和
大
路
）
・
新
町
通
を
巡
行
し
、
宇
治
一
ノ
坂
に
い
た
っ
て
騎
馬
神
人
（
御
方
）
が
前
後
七
度
の
走
馬
を
繰
り
返
す
図
1
5
。
祭
後
半
は
『
宇
治
奮
記
』
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
桟
敷
や
大
幣
殿
に
お
け
る
平
等
院
・
県
神
社
中
心
の
神
事
に
な
っ
て
お
り
、
本
稿
と
は
直
接
関
わ
り
が
な
い
の
で
省
略
す
る
。
　
現
在
六
月
五
日
の
県
祭
は
『
上
林
家
前
代
記
録
』
に
、
「
五
月
五
日
夜
県
社
神
事
離
宮
神
主
因
幡
相
勤
、
小
幣
ヲ
離
宮
御
旅
所
江
移
」
「
神
輿
本
社
江
還
幸
之
砂
、
神
主
因
幡
小
幣
ヲ
指
出
シ
候
、
右
下
行
ハ
拙
者
家
（
上
林
代
官
家
ー
福
原
註
）
よ
り
出
之
来
り
候
井
幣
座
之
者
、
且
又
平
等
院
鳳
風
堂
鍵
役
之
者
小
幣
ヲ
指
出
、
神
輿
二
令
　
　
　
（
2
5
）
供
奉
候
事
」
と
あ
り
、
江
戸
中
期
ま
で
は
離
宮
祭
と
の
関
連
が
深
い
。
現
在
宇
治
神
106
長者・旅所・政所
社
旅
所
に
神
輿
と
並
ぶ
県
祭
の
梵
天
は
か
つ
て
は
長
茶
家
門
前
に
仮
屋
を
設
け
て
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
置
さ
れ
て
い
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
県
祭
と
離
宮
祭
・
長
者
家
と
の
関
係
を
指
摘
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）
　
長
茶
家
は
近
世
初
期
に
は
一
之
坂
の
上
の
旧
御
旅
所
付
近
に
あ
っ
た
。
一
之
坂
は
旧
奈
良
街
道
の
宇
治
丘
陵
に
か
か
る
坂
で
、
藤
原
頼
長
は
『
台
記
別
記
』
仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
一
一
月
二
六
日
条
に
、
春
日
に
詣
で
る
際
、
「
至
一
坂
聴
御
前
々
行
」
と
記
し
、
こ
の
坂
は
平
安
以
来
の
も
の
で
あ
る
が
長
者
屋
敷
に
関
す
る
中
世
以
前
の
記
録
は
な
い
。
長
者
家
は
茶
を
行
っ
て
い
る
時
点
で
は
一
之
坂
に
住
み
、
近
世
前
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）
に
は
一
之
坂
に
茶
師
が
七
家
存
在
し
て
い
る
図
1
6
。
長
者
家
は
す
で
に
文
明
一
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
（
一
四
八
二
）
茶
園
の
経
営
に
乗
り
出
す
べ
く
、
準
備
を
始
め
て
い
る
。
　
売
渡
申
御
茶
園
事
　
　
　
　
　
　
　
東
ト
イ
於
か
き
り
　
　
　
合
壱
所
者
顎
纏
齢
り
　
　
　
　
　
　
　
北
ト
ィ
を
限
　
　
　
　
　
　
　
（
要
）
　
　
（
現
銭
）
　
右
件
茶
園
依
有
在
用
用
け
ん
せ
ん
四
貫
文
二
宇
治
宗
科
長
者
殿
へ
限
永
代
本
文
書
売
け
ん
共
　
二
四
通
あ
い
そ
へ
候
て
売
渡
申
処
実
相
明
白
也
、
若
後
日
違
乱
申
人
候
て
は
文
書
ひ
ら
き
候
　
て
御
披
露
あ
る
へ
く
候
物
也
、
価
状
如
件
　
　文
明
＋
四
年
六
月
ζ
差
藁
舗
花
押
）
　
四
貫
文
で
茶
園
一
ヵ
所
を
購
入
し
た
宗
科
長
者
は
、
宗
家
長
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
こ
の
時
期
に
は
長
者
家
宅
を
一
之
坂
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
幣
神
事
の
中
心
で
あ
る
騎
馬
神
人
の
一
ノ
坂
走
馬
、
あ
る
い
は
梵
天
の
長
者
家
安
置
な
ど
、
御
旅
所
1
1
長
者
と
い
う
場
の
記
憶
は
祭
礼
の
な
か
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
「
楽
所
と
楽
人
の
生
活
」
「
宇
治
離
宮
祭
に
つ
い
て
」
『
中
世
藝
能
史
の
研
究
』
一
九
　
　
六
〇
年
。
（
2
）
　
「
中
世
に
お
け
る
畿
内
の
位
置
」
『
中
世
民
衆
生
活
史
の
研
究
』
一
九
八
二
年
。
（
3
）
　
「
宇
治
川
の
網
代
」
『
日
本
中
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
』
一
九
八
四
年
。
（
4
）
　
『
宇
治
市
史
』
二
、
一
九
七
四
年
。
（
5
）
　
『
新
校
群
書
類
従
』
巻
一
五
。
（
6
）
　
『
樂
所
系
圖
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
。
『
中
世
藝
能
史
の
研
究
』
一
九
六
〇
年
よ
り
引
　
　
用
。
（
7
）
『
宇
治
市
史
』
二
、
一
九
七
四
年
。
（
8
）
　
前
掲
「
楽
所
と
楽
人
の
生
活
」
。
（
9
）
　
『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
下
。
（
1
0
）
　
前
掲
「
宇
治
川
の
網
代
」
。
（
1
1
）
　
『
京
都
府
の
地
名
』
一
九
八
一
年
。
（
1
2
）
　
林
屋
前
掲
「
宇
治
離
宮
祭
に
つ
い
て
」
。
（
1
3
）
　
『
宇
治
市
史
』
三
、
一
九
七
六
年
。
（
1
4
）
　
「
宇
治
離
宮
祭
に
つ
い
て
」
。
（
1
5
）
　
番
保
に
つ
い
て
は
前
掲
『
宇
治
市
史
』
二
を
参
照
し
た
。
（
1
6
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
二
。
（
1
7
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
三
。
（
1
8
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
二
。
（
1
9
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
三
。
（
2
0
）
同
右
。
（
2
1
）
　
『
兎
道
旧
記
浜
千
鳥
』
に
あ
る
こ
と
を
『
宇
治
市
史
』
三
が
指
摘
。
（
2
2
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
三
。
（
2
3
）
同
右
。
（
2
4
）
　
前
掲
『
京
都
府
の
地
名
』
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
（
2
5
）
同
右
。
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（
2
6
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
（
2
7
）
同
右
。
（
2
8
）
同
右
。
（
2
9
）
　
前
掲
『
宇
治
市
史
』
稲
荷
社
の
事
例
三
。
二
。
　
『
山
城
国
風
土
記
』
逸
話
に
も
あ
る
よ
う
に
稲
荷
社
が
最
初
に
鎮
座
し
た
の
は
稲
荷
社
の
山
頂
三
ケ
峰
で
あ
り
、
こ
の
山
は
神
奈
備
の
遺
跡
と
し
て
知
ら
れ
、
山
城
国
に
造
都
以
前
の
先
住
の
人
々
か
ら
神
奈
備
信
仰
を
継
承
し
た
秦
氏
が
こ
の
地
に
稲
荷
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
社
を
建
立
し
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
三
ケ
峰
に
上
・
中
・
下
社
が
あ
り
、
最
高
峰
一
の
峰
の
尾
根
上
に
は
『
百
練
抄
』
寛
喜
二
年
（
一
二
三
〇
）
　
一
二
月
二
六
日
条
に
「
念
仏
阿
弥
陀
奉
埋
稲
荷
山
、
」
と
記
さ
れ
る
稲
荷
山
経
塚
が
あ
っ
た
。
山
上
か
ら
現
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
在
地
に
移
っ
た
の
は
『
稲
荷
谷
響
記
』
に
「
或
記
云
、
永
享
十
年
正
月
五
日
、
依
将
軍
義
教
公
之
命
、
稲
荷
社
ヲ
自
山
上
今
ノ
地
二
被
遷
云
々
」
、
永
享
一
〇
年
（
一
四
三
八
）
と
伝
え
ら
れ
、
現
在
の
社
殿
は
里
宮
に
あ
た
る
。
　
五
条
以
南
が
稲
荷
社
の
氏
子
圏
と
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
に
遡
り
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
三
〇
の
「
七
条
辺
ニ
テ
産
レ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
産
神
二
御
ス
ト
テ
、
二
月
ノ
初
午
ノ
日
稲
荷
へ
参
ラ
ム
ト
テ
、
大
和
ヨ
リ
京
二
上
テ
、
其
ノ
日
歩
ニ
テ
稲
荷
二
詣
デ
タ
リ
ケ
ル
」
と
い
う
記
述
は
そ
の
証
左
に
な
る
。
　
稲
荷
祭
は
上
社
・
中
社
・
下
社
・
田
中
社
・
四
大
神
の
五
基
の
神
輿
が
、
三
月
（
現
在
は
四
月
）
中
の
午
の
日
に
御
旅
所
へ
神
幸
し
、
二
〇
日
間
駐
賛
し
、
四
月
（
現
在
は
五
月
）
上
の
卯
の
日
に
本
社
に
還
幸
す
る
（
た
だ
し
四
月
に
三
卯
の
日
が
あ
る
場
合
は
中
卯
）
。
現
在
は
西
九
条
油
小
路
の
御
旅
所
（
現
南
区
）
へ
お
渡
り
す
る
が
、
四
月
初
巳
日
に
は
東
寺
前
の
西
九
条
御
旅
所
に
神
撰
と
と
も
に
菜
の
花
を
供
え
る
行
　
　
（
3
）
事
が
あ
る
。
祭
典
後
、
御
旅
所
の
鳥
居
両
側
に
神
官
が
榊
の
枝
を
刺
す
。
神
官
は
こ
れ
よ
り
大
宮
通
り
を
北
に
あ
が
り
五
条
、
さ
ら
に
松
原
通
り
を
東
に
進
ん
で
河
原
町
に
至
り
、
神
官
は
本
社
に
帰
る
。
こ
の
間
、
氏
子
地
で
あ
る
羅
城
門
・
千
本
七
条
・
大
宮
松
原
・
寺
町
松
原
・
本
町
七
丁
目
の
五
ヵ
所
の
街
頭
に
榊
を
刺
す
。
こ
れ
を
「
忌
刺
」
と
い
い
、
祭
場
を
標
示
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
昭
和
初
年
の
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
四
月
初
巳
の
「
忌
刺
の
儀
」
は
神
輿
元
の
五
力
郷
の
境
界
に
榊
の
枝
を
刺
し
、
各
家
に
榊
の
小
枝
を
配
る
。
二
の
巳
の
日
に
五
力
郷
の
神
事
元
の
手
に
よ
り
五
基
の
神
輿
が
拝
殿
に
飾
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
御
搦
み
の
儀
」
と
い
う
。
翌
二
の
午
に
神
幸
祭
が
あ
る
。
神
幸
祭
に
は
神
職
が
験
の
杉
を
冠
烏
帽
子
に
挟
み
修
祓
を
う
け
て
本
殿
に
参
集
す
る
。
御
開
扉
献
撰
が
あ
り
、
警
躍
の
声
と
と
も
に
神
輿
が
出
御
す
る
。
論
旨
の
御
唐
櫃
を
布
衣
の
刀
禰
が
昇
き
、
以
下
行
列
が
続
き
、
御
旅
所
に
至
る
と
神
職
に
よ
り
「
巡
拝
の
儀
」
が
あ
っ
て
終
わ
る
。
　
還
幸
祭
に
際
し
、
本
社
で
「
葵
桂
懸
の
儀
」
が
あ
り
、
神
職
も
冠
烏
帽
子
に
葵
桂
を
懸
け
、
御
旅
所
に
赴
く
。
東
寺
の
東
門
（
慶
賀
門
）
を
入
り
寺
僧
の
献
供
参
拝
が
行
わ
れ
る
。
も
と
は
神
輿
が
南
門
よ
り
入
御
し
、
金
堂
の
前
庭
に
設
け
ら
れ
た
五
つ
の
握
舎
に
安
置
し
寺
か
ら
神
供
を
献
じ
、
式
が
行
わ
れ
た
。
東
寺
の
西
、
昭
和
初
年
当
時
の
寺
内
町
に
「
家
中
」
の
家
が
あ
り
、
そ
の
内
に
神
供
を
作
る
五
軒
の
当
屋
が
あ
っ
た
。
こ
の
五
軒
は
世
襲
で
き
ま
っ
て
お
り
、
一
年
交
代
で
当
屋
を
勤
め
た
。
神
撰
の
当
屋
が
回
る
と
、
前
日
か
ら
潔
斎
し
て
門
口
に
神
事
札
を
掲
げ
表
口
は
閉
め
て
内
か
ら
棒
を
あ
て
が
い
、
間
違
い
の
な
い
人
の
み
を
選
ん
で
中
門
か
ら
出
入
り
さ
せ
108
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た
。
前
日
に
は
餅
を
揚
く
。
神
餓
が
出
来
る
と
当
屋
の
床
の
間
に
飾
る
。
還
幸
当
日
は
、
当
屋
の
主
人
と
息
子
が
白
の
法
衣
に
袈
裟
を
か
け
、
東
寺
金
堂
の
南
に
至
る
。
警
固
役
は
甲
胃
を
つ
け
槍
を
担
い
で
従
う
。
金
堂
前
の
儀
は
神
輿
が
南
門
よ
り
入
御
す
る
と
大
勢
の
子
供
が
門
扉
を
た
た
き
、
役
僧
が
内
側
で
ほ
ら
を
吹
き
、
神
輿
が
金
堂
前
に
南
向
き
に
安
置
さ
れ
る
。
東
寺
の
八
幡
宮
と
八
嶋
殿
の
神
人
岡
本
、
宇
野
の
二
氏
が
法
体
で
出
迎
え
稲
荷
大
明
神
と
墨
書
し
た
長
さ
一
八
〇
セ
ン
チ
位
の
靱
形
の
物
を
神
輿
前
に
立
て
掛
け
幣
を
と
っ
て
修
祓
し
た
。
神
撰
は
大
原
女
が
一
々
頭
に
戴
い
て
献
じ
た
。
　
現
在
の
御
旅
所
は
、
豊
臣
秀
吉
の
時
の
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
の
頃
に
　
　
（
5
）
移
っ
た
と
い
う
が
、
近
藤
喜
博
は
そ
れ
以
前
に
は
八
条
坊
門
猪
熊
（
現
下
京
区
）
と
七
条
油
小
路
（現
下
京
区
）
に
御
旅
所
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
上
（
中
）
旅
所
・
下
旅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
所
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
た
の
で
あ
る
。
　
近
藤
は
、
こ
の
二
つ
の
旧
旅
所
を
『
九
条
家
本
延
喜
式
巻
四
二
』
附
載
鎌
倉
中
期
成
立
の
左
京
図
に
見
出
し
、
加
え
て
八
条
坊
門
猪
熊
の
旅
所
近
く
に
「
命
婦
社
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
氏
が
引
用
し
て
い
る
室
町
期
成
立
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
の
「
稲
荷
旅
所
覚
書
」
に
は
こ
の
よ
う
に
あ
る
。
　
一
、
柴
守
長
者
跡
御
旅
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪
　
　
上
ノ
御
旅
ニ
ハ
大
多
羅
志
女
如
意
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
禅
師
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
種
子
一
字
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
種
子
一
字
）
　
　
下
ノ
御
タ
ヒ
ニ
ハ
本
社
十
一
面
（
種
子
一
字
）
中
ノ
御
前
千
手
新
御
母
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
種
子
一
字
）
　
　
中
ノ
王
子
　
ヒ
沙
門
（
種
字
一
字
）
　
　
如
此
御
座
敷
　
一
、
稲
荷
ニ
テ
ノ
様
　
下
本
社
ニ
ハ
本
社
＋
一
　
大
多
羅
之
女
如
　
十
禅
師
　
　
上
宮
ニ
ハ
新
母
千
手
　
王
子
毘
沙
　
　
　
如
此
歎
　
　
何
も
稲
荷
ノ
社
家
井
執
行
二
可
尋
之
　
一
、
上
宮
中
宮
下
宮
ノ
事
如
何
こ
の
史
料
か
ら
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
八
条
坊
門
猪
熊
ー
本
社
・
中
御
前
（
上
社
・
中
社
の
旅
所
）
ー
下
旅
所
七
条
油
小
路
ー
大
多
羅
志
女
・
十
禅
師
（
下
社
の
旅
所
）
ー
上
旅
所
〔
天
正
一
六
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
（
一
五
八
八
）
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
下
旅
所
に
合
祀
〕
　
室
町
末
期
に
は
七
条
油
小
路
旅
所
は
八
条
坊
門
猪
熊
旅
所
に
合
祀
さ
れ
、
そ
の
直
後
、
現
在
の
旅
所
に
移
っ
た
こ
と
に
な
る
。
現
在
の
旅
所
に
移
っ
た
の
ち
も
、
旧
旅
所
は
稲
荷
祭
の
時
、
か
つ
て
の
聖
地
性
が
生
き
て
い
る
。
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
の
「
稲
荷
大
明
神
旅
所
由
緒
記
」
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
稲
荷
大
明
神
御
旅
所
由
緒
書
　
一
、
稲
荷
大
明
神
御
旅
所
は
、
弘
法
大
師
御
在
世
之
時
、
弘
仁
十
四
年
四
月
十
三
日
、
日
域
　
　
え
出
現
之
節
、
梅
小
路
猪
熊
神
宿
候
処
、
ら
い
地
無
レ
之
一
一
付
、
七
条
油
小
路
御
旅
所
壱
　
箇
所
被
二
立
置
一
数
百
年
来
神
事
祭
礼
勤
来
候
処
二
、
九
十
年
以
前
、
油
小
路
御
旅
所
、
　
　
出
屋
敷
二
罷
成
候
へ
ば
、
替
地
二
当
御
旅
所
信
濃
小
路
二
御
下
行
二
付
、
今
至
別
条
無
二
　
　
御
座
一
候
事
。
　
一
、
梅
小
路
古
御
旅
所
之
儀
、
日
域
出
現
之
地
口
口
口
口
垂
跡
之
地
御
座
候
へ
ば
、
干
レ
今
　
其
通
二
立
置
。
尤
信
濃
小
路
御
旅
所
何
方
え
替
り
候
へ
る
も
、
毎
年
之
神
事
祭
礼
二
御
榊
　
差
、
御
留
主
神
之
祓
式
相
勤
申
二
付
、
干
レ
今
社
鳥
居
御
座
候
。
其
上
、
御
旅
所
之
諸
社
　
修
覆
等
之
節
ハ
、
五
社
之
大
明
神
之
奉
二
移
申
一
御
事
。
　
一
、
毎
年
神
事
祭
礼
ハ
、
三
月
之
午
二
御
出
、
四
月
卯
之
日
還
御
被
レ
成
候
。
則
毎
年
御
輪
　
旨
被
レ
為
レ
下
、
頂
戴
仕
候
。
従
二
往
古
一
干
レ
今
神
事
勤
来
り
申
候
御
事
。
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右
之
通
由
緒
書
仕
指
上
、
　
延
宝
六
年
　
　
午
二
月
七
日
御
換
（
検
）
地
　
御
奉
行
様
御
断
申
上
候
。
以
上
。
稲
荷
御
旅
所
神
主
　
　
田
中
久
太
郎
　
　
　
生
嶋
右
京
　
七
条
油
小
路
旅
所
は
、
九
〇
年
前
、
す
な
わ
ち
天
正
一
六
年
に
出
屋
敷
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
頃
、
西
本
願
寺
寺
内
町
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
七
条
出
屋
敷
町
が
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
成
さ
れ
て
い
く
史
的
背
景
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
梅
小
路
の
古
旅
所
は
八
条
坊
門
猪
熊
旅
所
の
こ
と
で
、
現
在
地
に
移
っ
て
後
も
昔
通
り
に
跡
地
は
立
て
置
か
れ
て
、
稲
荷
祭
に
は
榊
を
差
し
、
御
留
主
神
の
儀
式
と
い
う
行
事
ま
で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
弘
法
大
師
在
世
の
弘
仁
一
四
年
（
八
二
三
）
梅
小
路
御
旅
所
に
神
が
垂
　
し
た
と
い
う
伝
承
に
つ
い
て
は
『
雍
州
府
志
』
に
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
ノ
リ
ノ
ノ
ニ
　
ム
ヲ
　
ヲ
ス
ト
　
稲
荷
御
旅
所
在
二
油
小
路
七
条
南
一
弘
法
大
師
営
二
東
寺
一
時
、
八
幡
為
二
土
地
神
ぺ
而
後
稲
荷
　
　
　
シ
ク
ス
　
　
ノ
エ
テ
　
ス
　
ニ
ノ
ハ
　
神
現
出
、
暫
寓
二
芝
守
長
者
家
一
歴
二
年
月
一
移
二
稲
荷
山
ぺ
今
旅
所
則
芝
守
之
宅
地
也
　
七
条
油
小
路
旅
所
H
芝
守
長
者
の
家
と
い
う
伝
承
は
、
中
世
の
稲
荷
諸
縁
起
に
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
記
さ
れ
て
お
り
、
近
藤
に
よ
る
精
緻
な
研
究
が
あ
る
の
で
、
氏
の
所
論
を
追
っ
て
み
よ
う
。
　
（
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
第
八
巻
）
「
八
條
二
階
の
柴
守
が
宅
に
宿
し
給
ふ
」
　
（
『
稲
荷
五
社
大
明
神
秘
密
縁
起
』
）
「
其
後
し
ハ
ら
く
柴
守
長
者
ノ
室
に
寄
宿
す
」
そ
の
註
記
に
「
梅
小
路
猪
熊
下
之
御
旅
所
是
也
」
と
あ
る
。
　
（
『
稲
荷
流
記
』
）
弘
仁
一
四
年
四
月
東
寺
南
門
に
稲
を
荷
っ
て
来
臨
し
た
異
相
化
人
の
老
翁
は
空
海
に
厚
く
饗
応
さ
れ
て
の
ち
「
サ
テ
大
明
神
御
還
向
ア
リ
テ
、
梅
小
路
猪
熊
ノ
芝
守
長
者
ノ
家
ノ
ニ
階
ノ
観
音
堂
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
」
　
以
上
の
説
話
は
、
異
相
化
人
の
老
翁
1
1
稲
荷
明
神
が
東
寺
に
来
臨
し
、
弘
法
大
師
と
会
い
、
芝
守
長
老
二
階
の
室
に
宿
る
と
い
う
筋
で
あ
る
が
、
こ
の
出
典
は
原
本
鎌
倉
中
期
成
立
の
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
第
五
巻
「
八
條
二
階
観
音
堂
福
子
天
子
稲
富
か
家
に
寄
宿
し
侍
也
」
に
あ
り
、
稲
を
荷
な
う
老
翁
1
1
二
階
の
芝
守
長
者
1
1
荷
田
太
夫
‖
稲
荷
大
明
神
と
論
ず
る
。
ま
た
、
『
弘
法
大
師
行
状
記
』
に
荷
田
太
夫
は
「
稲
を
荷
ひ
椙
を
持
て
、
両
婦
を
と
も
な
ひ
、
二
子
を
ひ
き
ゐ
て
、
東
寺
の
南
門
に
來
り
の
ぞ
む
」
と
あ
り
、
『
稲
荷
流
記
』
に
も
「
率
雨
女
、
具
二
子
、
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
稲
荷
明
神
を
迎
え
た
八
条
二
階
観
音
堂
福
子
天
子
稲
富
は
原
始
巫
女
の
零
落
し
た
姿
で
あ
り
、
福
子
・
天
子
は
古
く
よ
り
続
く
稲
荷
命
婦
の
中
世
の
姿
を
留
め
た
神
の
嫁
で
あ
る
、
と
想
像
す
る
。
　
『
亮
禅
傳
授
聞
書
』
に
は
「
嶋
守
長
者
の
許
へ
入
御
之
時
、
降
雨
之
間
、
御
笠
役
勤
之
者
、
笠
氏
ト
テ
八
條
坊
門
住
ス
正
國
也
、
」
と
あ
り
、
芝
守
長
者
は
笠
氏
の
よ
う
な
下
級
神
人
を
統
御
し
て
い
た
。
　
稲
荷
祭
の
三
月
中
午
日
（
オ
イ
デ
）
よ
り
四
月
初
卯
（
オ
カ
エ
リ
）
ま
で
の
二
〇
日
間
の
旅
所
滞
在
は
、
稲
荷
明
神
の
二
階
観
音
堂
福
子
稲
富
宅
滞
在
で
も
あ
る
。
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
は
祭
の
起
源
説
話
と
な
り
、
逆
に
い
え
ば
稲
荷
祭
は
稲
荷
明
神
の
二
階
観
音
堂
福
子
稲
富
宅
よ
り
稲
荷
山
へ
の
鎮
座
過
程
の
復
演
・
反
復
で
も
あ
っ
た
。
阿
刀
家
乙
本
『
稲
荷
大
明
神
縁
起
』
で
は
稲
荷
祭
の
三
月
中
午
日
よ
り
四
月
初
卯
ま
で
の
「
廿
日
の
滞
留
」
は
異
相
化
人
の
老
翁
1
1
稲
荷
明
神
が
芝
守
長
者
二
階
の
室
に
宿
っ
た
こ
と
に
因
む
と
い
う
。
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稲
荷
明
神
の
来
臨
日
が
弘
仁
一
四
年
四
月
二
二
日
（
『
稲
荷
大
明
神
流
記
』
な
ど
）
と
あ
る
の
も
、
稲
荷
祭
還
幸
の
四
月
初
卯
か
、
中
卯
が
反
映
し
て
い
る
と
想
像
す
る
。
　
『
百
練
抄
』
嘉
禄
二
年
（
＝
一
二
六
）
二
月
一
三
日
条
に
「
稲
荷
上
中
両
社
旅
所
猷
線
鰯焼
亡
す
。
是
、
大
行
事
則
正
撒
蜥
改
易
せ
ら
る
る
の
間
、
則
正
愁
望
の
余
、
下
殿
に
参
籠
し
、
焼
死
す
と
云
々
」
と
あ
り
、
こ
の
御
旅
所
に
は
大
行
事
則
正
が
御
旅
所
神
主
と
し
て
参
籠
し
て
い
た
。
　
正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）
　
一
〇
月
二
六
日
書
写
の
『
稲
荷
記
』
の
冒
頭
に
　
　
梅
ノ
小
路
猪
熊
ノ
御
旅
所
ノ
大
行
事
職
相
伝
ノ
神
主
カ
ッ
タ
フ
ル
ト
コ
ロ
ノ
、
芝
守
長
者
　
　
ノ
子
息
薩
摩
守
良
峯
ノ
則
任
二
譲
与
と
あ
り
、
大
行
事
は
芝
守
長
者
の
子
孫
が
相
伝
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
ま
た
、
「
当
山
ノ
麓
ニ
イ
ホ
リ
ヲ
結
テ
、
昼
ハ
田
ヲ
耕
シ
、
夜
ハ
薪
ヲ
コ
ル
ヲ
業
ト
ス
、
其
ノ
面
竜
ノ
如
シ
、
顔
ノ
上
二
光
ア
リ
テ
、
夜
ヲ
照
ス
事
、
昼
二
似
リ
」
（『
稲
荷
記
』
）
と
い
う
記
述
は
、
稲
荷
明
神
が
山
の
神
の
象
徴
と
し
て
竜
頭
太
の
姿
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
怪
人
化
し
た
竜
頭
太
は
「
姓
ヲ
荷
田
氏
ト
云
フ
、
稲
ヲ
荷
ケ
ル
」
（
『
稲
荷
記
』
）
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
論
旨
か
ら
、
近
藤
は
こ
の
よ
う
に
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
　
稲
荷
山
の
神
は
竜
頭
太
に
象
徴
さ
れ
、
そ
の
山
神
は
稲
荷
ふ
老
翁
に
も
投
影
習
合
　
し
、
稲
荷
ふ
神
人
の
実
修
者
と
し
て
の
柴
守
長
者
の
裡
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
を
本
　
縁
と
し
て
稲
負
う
て
稲
荷
信
仰
に
生
き
て
き
た
も
の
、
そ
れ
が
荷
田
氏
な
の
で
あ
（1
1
）
　
る
。
　
近
藤
論
文
の
着
想
は
す
ぼ
ら
し
い
が
、
旅
所
と
政
所
の
視
点
よ
り
、
私
な
り
に
落
ち
穂
拾
い
を
し
て
お
こ
う
。
　
芝
守
長
者
宅
と
二
階
観
音
堂
福
子
稲
富
宅
と
さ
れ
る
八
条
坊
門
猪
熊
旅
所
付
近
に
政
所
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
享
保
一
七
（
一
七
三
二
）
年
成
立
の
『
稲
荷
谷
響
記
』
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
古
旅
所
二
階
馬
騒
嗣
齢
譲
璽
粉
．
、
　
　
右
ハ
下
中
両
肚
ノ
旅
所
ノ
古
跡
也
、
政
所聾
凝
耀
籠
鹸
翻
鷺
邊
…
、
　
八
条
坊
門
猪
熊
に
は
享
保
期
に
至
っ
て
も
二
階
社
と
称
す
る
小
祠
が
あ
り
、
付
近
に
政
所
が
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
承
の
域
を
出
な
い
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
伴
信
友
が
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
纏
め
た
『
し
る
し
の
杉
』
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
稲
荷
の
祭
に
、
神
輿
を
南
大
門
よ
り
、
金
堂
の
前
に
ふ
り
居
ゑ
奉
り
、
僧
と
も
の
出
て
こ
と
　く
し
き
祭
儀
あ
り
、
但
し
古
し
へ
は
二
階
屋
と
て
、
二
階
に
造
り
た
る
家
に
て
、
秘
密
の
　
祭
し
た
り
け
る
か
、
そ
の
二
階
屋
慶
れ
て
後
、
金
堂
の
前
に
て
す
る
も
の
を
、
な
ほ
二
階
祭
　
と
も
稻
へ
り
と
そ
、
其
二
階
屋
の
事
、
　
（
中
略
）
東
寺
の
古
文
書
の
中
、
永
徳
二
年
（
二
二
　
八
二
ー
福
原
註
）
の
市
町
指
固
に
、
梅
小
路
猪
熊
西
に
、
稲
荷
二
階
政
所
と
注
せ
り
、
　
（
中
　
　
　
　
　
ノ
　
略
）
ま
た
宣
秀
卿
に
、
稲
荷
二
階
敷
地
役
云
々
、
と
見
え
た
る
は
、
此
二
階
の
敷
地
の
事
な
　
る
べ
し
、
　
江
戸
時
代
の
稲
荷
祭
の
還
幸
で
、
東
寺
に
駐
董
し
た
際
、
二
階
屋
で
秘
儀
を
行
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
の
八
条
坊
門
猪
熊
二
階
社
旅
所
に
お
け
る
稲
荷
の
影
向
の
再
現
儀
礼
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
信
友
の
執
筆
姿
勢
か
ら
す
れ
ぽ
、
東
寺
蔵
永
徳
二
年
市
町
指
図
も
実
見
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
さ
き
の
『
稲
荷
谷
響
記
』
の
政
所
は
こ
れ
で
証
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
猪
）
　
ま
た
、
『
稲
荷
記
』
に
は
「
梅
小
路
狼
熊
ノ
柴
守
長
者
ノ
家
ノ
ニ
階
ノ
観
音
堂
二
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ヨ
ハ
シ
マ
ス
」
と
あ
り
、
同
書
奥
書
に
「
於
二
階
亀
川
書
爲
了
、
」
と
あ
る
「
二
階
亀
川
」
も
長
者
と
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
近
藤
は
室
町
期
の
稲
荷
縁
起
の
芝
守
長
者
説
話
の
出
典
を
『
高
野
大
師
行
状
図
画
』
第
五
巻
に
求
め
、
本
来
は
稲
荷
明
神
‖
柴
守
長
者
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
期
の
『
稲
荷
記
』
に
す
で
に
大
明
神
が
柴
守
長
老
宅
に
宿
る
と
い
う
説
話
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
系
統
の
柴
守
長
者
説
話
が
室
町
期
の
稲
荷
諸
縁
起
に
摂
取
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
稲
荷
社
の
御
旅
所
1
1
政
所
で
、
稲
荷
明
神
を
迎
え
た
の
は
、
縁
起
説
話
の
上
で
も
、
稲
荷
祭
の
上
で
も
、
芝
守
長
者
（
を
奉
ず
る
一
族
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
旅
所
神
主
は
、
『
東
寺
執
行
職
阿
刀
氏
系
図
』
に
「
執
行
職
四
代
阿
刀
宿
禰
永
勢
歎
謹
轟
氏
’
」
と
あ
る
深
草
に
住
む
荷
田
氏
の
子
孫
で
あ
る
と
想
像
で
き
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
稲
荷
祭
で
は
神
幸
の
時
は
裏
門
か
ら
出
、
還
幸
の
時
は
表
門
か
ら
入
る
の
は
、
芝
守
長
者
宅
に
稲
荷
明
神
が
顕
現
し
、
本
社
に
お
旅
を
す
る
意
味
を
秘
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
『
京
都
市
の
地
名
』
一
九
七
九
年
。
（
2
）
　
『
神
道
大
系
神
社
編
九
稲
荷
』
一
九
九
一
年
、
所
収
。
（
3
）
　
現
在
の
菜
の
花
祭
り
に
つ
い
て
は
岩
井
宏
實
・
日
和
祐
樹
『
神
撰
』
一
九
八
一
年
に
　
　
よ
っ
た
。
（
4
）
　
井
上
頼
壽
『
京
都
古
習
誌
』
一
九
四
三
年
。
（
5
）
『
荷
田
信
友
日
記
』
に
は
、
旧
旅
所
が
往
還
の
道
に
当
た
り
、
不
慮
の
不
浄
汚
微
を
　
　
恐
れ
、
現
在
地
に
移
し
た
と
あ
る
。
（
6
）
　
『
古
代
信
仰
研
究
』
一
九
六
三
年
。
（
7
）
　
東
寺
古
文
書
、
前
掲
「
稲
荷
御
旅
所
と
そ
の
伝
承
」
『
古
代
信
仰
研
究
』
よ
り
引
用
。
（
8
）
（
9
）
（1
0
）
（1
1
）
（1
2
）
（1
3
）
『
史
料
京
都
の
歴
史
』
第
一
二
巻
下
京
区
、
一
九
八
一
年
、
所
収
。
同
右
の
解
説
参
照
。
近
藤
喜
博
『
古
代
信
仰
研
究
』
。
前
掲
「
稲
荷
御
旅
所
と
そ
の
伝
承
」
二
一
頁
。
前
掲
『
神
道
大
系
神
社
編
九
稲
荷
』
一
九
九
一
年
、
所
収
。
原
田
敏
明
「
村
の
祭
祀
と
当
番
制
」
『
村
の
祭
祀
』
一
九
七
五
年
。
こ
　
は
　
た
許
波
多
神
社
の
事
例
　
宇
治
市
五
ケ
庄
古
川
に
鎮
座
す
る
許
波
多
神
社
は
明
治
以
前
柳
大
明
神
の
名
で
よ
ば
れ
、
明
治
九
年
ま
で
五
ケ
庄
東
部
黄
壁
の
後
ろ
の
柳
山
に
鎮
座
し
、
古
道
神
山
と
呼
ぽ
れ
る
神
体
山
よ
り
変
遷
し
た
宇
治
川
東
部
一
帯
の
神
社
で
あ
っ
た
。
現
在
の
社
地
は
か
つ
て
の
御
旅
所
で
あ
っ
た
図
1
7
。
当
社
は
宇
治
市
内
の
木
幡
東
中
の
許
波
多
神
社
と
同
じ
神
社
で
あ
っ
た
が
、
木
幡
の
許
波
多
神
社
は
応
保
年
間
（
＝
六
一
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
六
三
）
に
柳
山
よ
り
現
在
地
に
移
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
社
に
は
か
つ
て
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
五
ケ
庄
全
域
を
南
北
に
二
分
し
て
左
方
・
右
方
と
し
た
宮
座
組
織
が
あ
っ
た
。
祭
礼
に
氏
子
が
参
列
す
る
場
合
、
参
道
か
ら
北
に
当
た
る
方
を
左
方
、
南
を
右
方
と
称
し
、
そ
れ
ぞ
れ
当
屋
を
定
め
て
神
事
に
関
与
し
て
い
た
。
五
ケ
庄
は
八
つ
の
集
落
か
ら
な
り
、
当
地
に
は
座
と
い
う
名
は
な
く
、
次
の
二
組
の
祭
祀
組
織
が
あ
る
。
　
　
　
左
方
－
岡
谷
・
谷
・
広
芝
　
　
　
右
方
ー
大
和
田
・
岡
本
・
上
　
畑
寺
、
新
田
は
宮
座
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
。
　
二
月
の
初
午
と
二
の
午
に
当
屋
選
定
の
神
選
祭
を
行
っ
た
。
左
方
の
当
屋
を
左
方
長
者
、
右
方
の
当
屋
を
右
方
長
者
と
い
う
。
長
者
は
当
屋
の
別
名
で
「
氏
の
当
屋
」
112
長者・旅所・政所
「
氏
の
長
者
」
「
長
者
の
祀
官
」
と
も
い
っ
た
。
も
と
は
両
組
と
も
長
者
氏
と
い
う
祭
祀
専
門
の
家
が
独
立
し
て
存
し
世
襲
で
あ
っ
た
が
、
元
亀
年
間
（
一
五
七
〇
～
七
三
）
に
他
へ
移
り
、
以
後
は
旧
家
の
内
で
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
襲
長
者
家
は
藤
原
氏
と
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
、
木
幡
の
許
波
多
神
社
で
は
、
長
者
家
は
宇
治
に
移
っ
て
離
宮
八
幡
宮
の
神
職
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
子
孫
は
昭
和
初
年
当
時
京
都
紫
竹
に
あ
っ
た
と
い
う
。
　
初
午
に
は
左
方
当
屋
候
補
者
三
名
が
社
司
に
連
れ
ら
れ
て
社
前
に
至
り
、
献
撰
祝
詞
の
の
ち
、
神
前
で
御
籔
を
取
る
。
そ
の
結
果
当
屋
に
当
選
し
た
候
補
者
は
直
ち
に
風
折
烏
帽
子
を
被
り
、
浄
衣
を
着
し
て
社
前
に
候
し
、
神
職
の
祝
詞
が
あ
っ
て
拝
礼
し
帰
宅
す
る
。
当
屋
は
神
職
に
頼
ん
で
門
口
に
注
連
を
張
り
屋
内
に
祓
戸
を
設
け
て
貰
う
。
当
屋
は
修
祓
を
受
け
て
後
、
神
職
を
正
座
に
招
じ
組
内
を
呼
ん
で
盛
宴
を
張
る
。
此
の
日
当
屋
の
座
敷
の
艮
の
隅
上
方
に
棚
を
設
け
小
祠
を
奉
祭
す
る
。
ニ
ノ
午
の
日
に
は
同
様
南
の
右
方
の
長
者
を
神
前
で
抽
籔
す
る
。
か
く
て
当
屋
は
一
年
間
清
齋
し
毎
月
朔
日
に
は
社
参
す
る
。
日
々
男
手
で
自
炊
し
、
火
の
障
の
あ
る
所
へ
は
親
戚
と
い
え
ど
も
近
づ
か
な
い
風
習
で
あ
る
。
本
祭
は
以
下
の
行
事
か
ら
な
る
。
　
一
〇
月
一
九
日
に
当
屋
自
宅
の
庭
の
隅
へ
「
ナ
ダ
ン
ツ
キ
」
と
い
う
土
壇
を
作
り
両
組
共
齋
戒
式
が
行
わ
れ
る
。
　
一
〇
月
晦
日
宵
宮
に
は
当
屋
が
乗
馬
で
社
参
す
る
。
　
＝
月
朔
日
が
祭
礼
で
午
前
三
時
に
朝
渡
式
が
あ
る
。
朝
渡
式
は
道
清
め
と
も
い
い
、
両
当
屋
が
浄
衣
姿
で
数
本
の
御
幣
を
持
ち
出
か
け
る
。
道
々
竹
法
螺
を
吹
か
せ
、
神
輿
の
渡
御
す
る
道
の
辻
や
曲
角
の
両
側
へ
幣
を
挿
す
。
朝
渡
式
が
済
む
と
当
人
（
当
屋
の
長
男
）
は
黒
抱
を
着
し
顔
に
白
粉
を
塗
り
土
足
の
儘
座
敷
へ
出
る
。
座
敷
は
畳
を
め
く
り
、
三
方
へ
莚
を
敷
く
。
当
人
は
奥
正
面
の
床
几
へ
腰
か
け
る
。
左
右
へ
千
鳥
に
株
家
の
戸
主
が
素
襖
姿
草
履
穿
で
控
え
、
莚
の
上
に
胡
床
を
組
む
。
仲
間
入
り
し
た
一
二
、
三
歳
の
少
年
二
名
が
酌
人
で
、
そ
の
先
順
二
名
が
馬
曳
と
い
っ
て
当
人
の
両
脇
に
従
う
。
「
出
た
ち
の
式
」
と
い
っ
て
酒
を
回
し
、
早
昼
を
食
べ
て
社
参
す
る
。
御
幣
に
は
馬
を
描
い
た
額
を
付
け
、
こ
れ
を
先
頭
に
猿
田
彦
の
面
、
当
人
（
騎
馬
）
株
の
人
々
が
従
い
社
で
休
憩
す
る
。
両
組
が
合
い
御
幣
を
先
頭
に
北
組
（宮
本
）
の
神
輿
、
南
の
神
輿
、
次
に
両
当
人
の
順
で
渡
御
す
る
。
素
襖
の
株
の
人
四
、
五
〇
名
は
青
竹
を
杖
に
つ
き
、
親
戚
は
祥
姿
で
従
う
。
御
旅
所
で
献
撰
し
氏
子
区
域
を
巡
幸
し
て
還
御
に
な
る
。
　
当
屋
は
祭
以
外
に
も
度
々
宴
会
が
あ
る
。
娘
一
人
を
片
づ
け
る
よ
り
も
入
費
が
大
き
い
と
い
わ
れ
た
。
　
以
上
は
明
治
以
前
の
様
子
で
、
当
時
に
も
神
職
は
あ
っ
た
が
、
常
に
神
社
に
奉
仕
す
る
の
は
当
屋
で
あ
っ
て
両
当
屋
は
氏
子
を
率
い
て
直
接
社
に
奉
仕
し
た
の
で
あ
る
。
　
世
襲
の
祀
官
は
中
世
末
に
い
な
く
な
っ
た
が
、
藤
原
氏
と
関
係
が
深
い
と
い
い
、
宇
治
離
宮
八
幡
の
神
職
に
な
っ
た
と
い
う
伝
承
は
重
要
で
あ
る
。
前
章
で
論
じ
た
宇
治
離
宮
祭
の
『
勘
中
記
』
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
「
北
殿
御
幣
、
舶
編
燃
澱
漸
」
と
あ
る
記
載
と
関
わ
っ
て
く
る
。
五
ケ
庄
は
な
が
く
摂
関
家
領
で
藤
原
忠
実
の
宇
治
別
業
「
冨
家
殿
」
を
中
核
に
し
て
形
成
さ
れ
、
近
衛
家
に
伝
領
さ
れ
、
中
世
後
半
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
ケ
庄
と
称
さ
れ
る
歴
史
を
も
つ
。
こ
の
北
殿
は
許
波
多
神
社
の
世
襲
長
者
家
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
降
、
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
山
城
国
一
揆
解
体
後
の
細
川
氏
と
伊
勢
・
畠
山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
氏
と
の
抗
争
は
、
五
ケ
庄
に
対
す
る
近
衛
家
の
支
配
を
急
速
に
崩
壊
さ
せ
た
。
農
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の
緩
怠
や
濫
吹
は
近
衛
家
に
当
地
直
接
支
配
を
諦
め
さ
せ
明
応
六
年
土
豪
に
代
官
職
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
を
請
け
負
わ
せ
、
同
年
一
〇
月
一
日
に
は
真
如
寺
に
よ
る
半
済
が
決
定
し
て
い
る
。
世
襲
長
者
家
は
戦
国
の
動
乱
の
中
で
当
地
を
去
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
伝
承
（
元
亀
年
間
）
は
、
五
ケ
庄
が
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
、
織
田
信
長
に
よ
っ
て
　
　
　
　
（
6
）
安
堵
さ
れ
る
と
い
う
近
世
開
幕
の
直
前
で
あ
り
、
長
者
が
す
ぐ
れ
て
中
世
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
？τ？⑤夕丁註
））））））
『
京
都
府
の
地
名
』
一
九
八
一
年
。
五
ケ
庄
の
宮
座
の
記
述
は
井
上
頼
壽
『
京
都
古
習
誌
』
、
『
京
都
府
の
地
名
』
。
同
右
。
同
右
。
同
右
。
向
日
神
社
の
事
例
一
九
四
三
年
に
ょ
っ
た
。
　
京
都
府
向
日
市
向
日
町
北
山
に
鎮
座
す
る
向
日
神
社
の
中
世
の
信
仰
圏
を
示
す
史
料
に
応
永
二
五
年
（
一
四
一
八
）
の
棟
札
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
現
在
の
向
日
市
域
の
物
集
女
・
寺
戸
・
土
河
（
現
在
の
森
本
）
・
鶏
冠
井
・
上
野
（
上
植
野
）
と
今
里
（現
長
岡
京
市
）
、
富
坂
（
京
都
市
西
京
区
上
里
付
近
）
の
七
ケ
村
の
下
に
人
名
が
並
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
ん
で
お
り
、
こ
の
人
々
は
惣
を
代
表
す
る
年
寄
・
乙
名
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
七
ケ
村
は
異
な
る
荘
園
に
属
し
て
お
り
、
向
日
神
社
は
七
ケ
村
の
惣
連
合
の
象
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
向
日
神
社
の
宮
座
に
つ
い
て
は
、
六
人
部
克
己
と
井
上
頼
壽
の
報
告
が
詳
し
い
。
　
上
植
野
に
は
向
日
神
社
の
祭
で
あ
る
「
お
い
で
」
の
御
旅
所
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
同
社
の
神
役
座
が
八
組
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
大
政
所
座
が
あ
る
。
こ
れ
は
宮
座
の
座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
名
で
あ
り
、
井
上
頼
壽
は
神
役
座
に
つ
い
て
こ
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。
　
ー
大
政
所
座
…
…
御
祭
に
梓
を
着
用
し
て
従
う
。
　
ー
天
之
河
座
…
…
神
輿
の
上
に
掛
け
る
『
あ
ま
か
わ
』
を
取
扱
う
の
で
此
の
名
が
あ
る
。
老
　
　
　
　
　
　
　
人
の
説
に
余
側
座
と
書
き
人
数
が
多
く
て
側
に
鹸
る
駕
輿
丁
の
座
だ
と
も
　
　
　
　
　
　
　
云
ふ
。
　
ー
真
　
　
座
…
…
天
川
座
の
分
座
と
云
は
れ
て
ゐ
る
。
川
嬬
饗
籔
鑓
環
魏
麟
講
飾
灘
‥
襲
鴇
2
6
騨
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ん
ぶ
り
ざ
　
　
　
　
　
　
　
法
華
宗
で
あ
る
。
　
『
天
降
座
』
と
書
き
祭
神
の
天
降
説
を
な
す
人
も
あ
る
。
　
ー
東
西
駕
輿
丁
座
。
鶏
冠
座
。
　
各
座
の
年
長
五
名
を
『
五
人
衆
』
と
云
ひ
、
一
老
よ
り
五
老
迄
が
あ
る
。
向
日
社
の
祭
礼
に
　
　
　
　
ま
あ
ば
ん
　
各
座
が
馬
番
を
交
代
で
勤
め
る
。
馬
番
に
當
っ
た
座
を
『
馬
番
座
』
と
も
云
ひ
還
幸
の
際
其
　
の
座
の
『
一
老
』
が
乗
馬
で
雇
從
し
、
二
日
間
の
御
旅
中
に
は
神
輿
（
今
鳳
賛
）
を
不
眠
で
　
御
守
す
る
。
『
馬
番
座
』
は
九
年
目
に
一
度
當
り
其
一
老
を
一
名
『
し
ょ
い
と
』
（
精
進
頭
。
　
生
身
頭
と
も
書
く
）
と
称
し
無
上
の
光
栄
と
す
る
。
精
進
頭
は
江
戸
時
代
に
は
一
月
前
（
今
　
一
週
間
）
か
ら
斎
戒
沐
浴
し
、
室
に
は
注
連
を
続
ら
し
男
手
別
火
の
食
物
を
摂
り
厳
格
な
清
　
浄
生
活
を
し
た
。
一
説
に
、
大
政
所
座
と
次
の
鶏
冠
座
に
馬
番
の
当
っ
た
時
に
の
み
精
進
頭
　
と
叫
ん
だ
と
云
ふ
。
　
『
馬
番
座
』
の
神
事
係
に
当
っ
た
家
を
『
頭
家
』
と
云
ふ
。
頭
家
の
庭
　
に
は
祭
礼
の
一
週
間
前
か
ら
『
オ
ダ
ン
ツ
キ
』
と
て
芝
で
土
壇
を
築
き
幣
を
立
て
た
。
毎
晩
　
献
燈
し
、
　
一
老
が
来
て
拝
ん
だ
。
　
大
政
所
座
は
最
初
に
記
さ
れ
、
祥
着
用
を
許
さ
れ
た
座
で
あ
り
、
鶏
冠
座
と
大
政
所
座
が
馬
番
に
当
た
っ
た
時
、
「
精
進
頭
」
と
叫
ん
だ
と
い
う
伝
承
は
、
大
政
所
座
が
特
別
な
座
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
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（
4
）
　
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
二
月
六
人
部
節
克
に
よ
る
『
向
日
神
社
年
中
雑
記
』
（
以
後
「
雑
記
」
と
略
す
）
に
は
、
四
月
の
出
御
祭
に
お
け
る
葵
桂
の
配
付
数
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
川
座
五
〇
把
、
転
法
輪
座
三
五
把
、
大
政
所
座
三
〇
な
い
し
三
五
把
、
鶏
冠
井
座
五
〇
把
、
加
輿
丁
座
五
〇
把
と
三
五
把
、
新
座
五
〇
把
と
あ
り
、
各
座
の
戸
数
が
あ
る
程
度
反
映
し
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
向
日
神
社
の
宮
座
は
年
党
座
（
年
頭
座
）
、
索
餅
座
（
作
麩
座
）
、
神
役
座
の
三
つ
が
あ
り
、
上
植
野
大
政
所
座
は
か
つ
て
は
全
て
に
関
わ
っ
て
い
た
。
　
索
餅
は
、
毎
月
六
日
に
物
集
女
、
鶏
冠
井
、
寺
戸
、
上
植
野
、
森
本
、
今
里
（
昭
和
一
八
年
現
在
な
し
）
、
富
阪
（
同
前
）
な
ど
の
各
座
が
順
番
で
向
日
神
社
に
献
撰
す
る
行
事
で
あ
る
。
祭
日
が
六
日
で
あ
る
の
は
祭
神
の
一
方
で
あ
る
神
武
天
皇
が
天
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
下
を
統
一
し
た
日
が
辰
の
六
日
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
に
よ
る
。
索
餅
座
は
各
村
に
あ
っ
た
が
、
鶏
冠
井
村
の
み
は
法
華
宗
が
流
行
し
た
結
果
、
上
植
野
で
鶏
冠
井
村
の
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
持
分
を
支
配
し
て
い
る
。
六
人
部
正
昭
の
『
向
日
神
社
月
次
神
事
次
第
』
に
よ
る
と
、
各
座
の
順
番
は
正
月
上
植
野
村
（
馬
番
座
）
・
二
月
今
里
村
・
三
月
上
里
村
・
四
月
寺
戸
村
・
六
月
鶏
冠
井
村
（
上
植
野
に
あ
り
）
・
七
月
物
集
女
村
・
九
月
白
井
、
土
川
村
・
一
〇
月
石
見
村
・
一
一
月
井
之
内
村
・
一
二
月
上
植
野
村
（
五
・
八
月
の
農
繁
期
は
な
し
）
で
あ
る
。
　
各
村
中
よ
り
一
老
か
ら
五
老
ま
で
五
人
の
年
寄
り
を
選
び
、
六
日
の
早
朝
に
年
寄
や
頭
屋
の
男
が
餅
を
三
斗
ぐ
ら
い
揚
く
。
当
番
の
村
が
雑
魚
、
正
月
は
昆
布
、
野
菜
、
花
平
、
楕
円
形
の
餅
（
舌
餅
）
及
び
酒
を
持
参
す
る
。
別
に
神
前
に
献
ず
る
神
撰
〔餅
六
枚
、
神
酒
（
一
対
）
、
白
米
一
升
、
鯛
二
尾
、
大
根
一
把
〕
を
用
意
し
て
唐
櫃
や
籠
子
に
入
れ
て
持
っ
て
く
る
。
各
村
の
年
寄
は
所
定
の
座
席
に
つ
く
。
上
植
野
の
馬
番
の
座
が
正
中
に
座
し
、
他
は
献
撰
の
月
々
の
順
序
に
よ
り
席
次
と
み
な
し
、
神
主
・
役
人
・
神
宮
寺
・
大
工
・
郷
年
寄
も
拝
殿
に
列
座
し
、
一
同
揃
え
ば
頭
屋
の
も
の
な
ど
が
各
村
の
年
寄
の
前
に
膳
を
置
く
。
神
酒
三
献
を
ま
わ
し
、
花
平
五
枚
、
大
根
二
切
、
ご
ま
め
二
粒
に
竹
箸
を
付
け
て
前
に
置
く
。
神
職
・
神
役
・
神
楽
役
に
は
独
立
の
膳
が
あ
り
、
前
と
同
じ
も
の
を
供
え
る
。
そ
の
膳
の
高
さ
は
神
職
の
も
の
が
一
番
高
く
、
以
下
順
を
追
う
ご
と
く
作
ら
れ
て
い
る
。
全
て
の
膳
立
て
が
整
う
と
神
職
は
神
棚
に
神
餓
を
献
じ
、
祝
詞
を
奏
上
し
て
当
日
当
番
の
一
老
が
扇
子
を
も
っ
て
神
前
に
拝
し
、
神
職
・
神
役
以
下
に
及
び
さ
ら
に
一
座
の
も
の
に
挨
拶
す
る
。
終
わ
っ
て
頭
屋
の
も
の
は
神
職
よ
り
順
次
酒
を
つ
ぐ
。
各
村
の
座
に
一
献
終
わ
れ
ぽ
二
老
が
一
老
と
同
様
に
挨
拶
を
し
て
順
次
三
老
三
献
で
お
わ
る
。
三
献
終
わ
れ
ぽ
神
楽
を
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
奏
し
、
　
一
同
退
席
す
る
。
　
上
植
野
の
馬
番
座
は
正
月
に
献
供
し
、
毎
月
正
面
正
中
の
最
上
席
に
座
す
な
ど
、
向
日
神
社
氏
子
村
に
お
け
る
上
植
野
の
特
別
な
位
置
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
特
別
の
座
で
世
襲
で
あ
る
鶏
冠
座
は
、
上
植
野
を
代
表
し
て
毎
年
餅
を
掲
き
座
を
勤
め
、
社
か
ら
帰
る
と
盃
の
儀
が
あ
る
。
親
椀
、
汁
椀
、
三
つ
目
と
い
っ
て
黒
の
塗
椀
が
あ
っ
て
一
杯
宛
三
献
を
回
す
。
給
仕
役
は
座
衆
の
内
最
年
長
者
が
着
袴
で
勤
め
る
。
給
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
仕
の
年
限
は
不
定
で
適
当
な
年
齢
の
後
任
者
が
あ
る
ま
で
行
く
。
　
「
雑
記
」
に
よ
る
と
三
月
二
五
日
に
は
上
植
野
村
年
党
（
年
頭
）
　
の
頭
渡
し
が
あ
る
。
上
植
野
八
座
よ
り
一
六
人
が
社
参
し
、
恵
日
須
（
恵
比
寿
）
神
楽
を
奉
納
す
る
。
酒
一
升
．
肴
酒
一
升
、
肴
、
お
よ
び
神
楽
料
と
し
て
百
文
、
あ
る
い
は
二
百
文
献
じ
、
拝
殿
に
列
座
し
、
神
酒
を
頂
戴
し
て
か
ら
退
下
す
る
。
貞
享
年
間
ま
で
は
、
京
都
室
町
四
条
上
ル
東
側
中
程
の
恵
日
須
神
社
に
参
拝
し
て
い
た
。
こ
の
当
時
、
神
役
頭
人
115
国立歴史民俗博物館研究報告　第47集　（1993）
は
摂
津
西
宮
恵
比
寿
社
へ
参
詣
し
、
彼
地
の
海
底
の
藻
草
を
取
り
帰
り
、
今
日
の
祭
礼
ま
で
別
斎
し
て
杓
の
柄
に
藻
を
付
け
て
毎
日
垢
離
を
と
っ
て
い
た
。
二
五
日
よ
り
二
八
日
ま
で
上
植
野
・
鶏
冠
井
な
ど
の
年
党
（
年
頭
）
の
頭
人
は
境
内
で
榊
を
刈
っ
て
帰
り
、
勧
請
の
壇
を
築
く
。
　
四
月
一
日
は
年
頭
と
い
う
行
事
で
あ
り
、
井
上
頼
壽
は
年
頭
講
に
つ
い
て
こ
の
よ
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
う
に
説
明
し
て
い
る
。
　
　
乙
訓
郡
方
面
に
『
ね
ん
ど
』
と
云
ふ
講
が
あ
る
。
年
々
に
頭
を
す
る
講
の
意
で
　
　
室
町
頃
か
ら
有
る
と
云
ふ
。
『
向
日
現
祭
村
里
濫
膓
古
事
』
の
内
に
次
の
記
事
　
　
が
あ
る
。
『
年
薫
。
四
月
一
日
早
朝
七
郷
年
薫
頭
人
潔
斎
シ
テ
社
参
酒
肴
饗
ヲ
　
　
捧
ク
。
神
主
宰
之
生
土
子
村
々
年
薫
ヲ
勤
ム
ル
連
中
ヲ
座
ト
云
。
』
　
「
雑
記
」
に
よ
る
と
四
月
一
日
を
惣
氏
子
村
よ
り
年
党
日
と
称
し
、
寺
戸
村
七
座
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
ク
　
　
マ
上
植
野
村
八
座
、
井
ノ
内
村
二
座
、
馬
場
村
一
座
よ
り
饗
・
御
供
米
・
御
酒
・
肴
を
献
上
す
る
。
上
植
野
八
座
へ
は
祓
八
包
を
添
え
て
遣
わ
す
。
こ
の
祓
い
を
榊
に
つ
け
て
、
夕
方
党
渡
し
の
神
事
が
あ
る
。
こ
の
祓
い
を
神
印
と
し
て
榊
に
つ
け
、
当
人
は
祥
を
つ
け
座
中
と
も
に
来
年
頭
家
へ
送
る
。
一
日
朝
の
献
供
は
三
種
一
二
度
で
、
上
植
野
（
鶏
冠
井
座
・
新
座
・
天
川
座
）
と
馬
場
村
は
酒
を
九
内
役
（
社
役
）
へ
遣
わ
す
。
上
植
野
（
大
間
所
座
・
転
振
座
・
荷
輿
丁
座
）
の
三
座
以
上
五
座
は
御
供
米
・
神
酒
を
添
え
て
神
主
家
へ
納
め
る
。
　
四
月
辰
日
の
祭
を
「
お
い
で
」
と
い
い
、
江
戸
時
代
の
史
料
で
は
出
御
と
記
さ
れ
る
。
六
人
部
正
昭
の
「
向
日
神
社
祭
礼
神
事
次
第
」
、
六
人
部
正
清
の
「
山
城
乙
訓
正
一
位
向
日
大
明
神
宮
御
神
祭
式
礼
次
第
」
及
び
「
雑
記
」
に
よ
っ
て
こ
の
祭
を
記
述
す
る
。
祭
礼
の
三
日
前
の
丑
日
に
神
輿
は
上
植
野
村
の
御
旅
所
へ
向
け
出
御
す
る
。
出
御
の
朝
、
桂
を
も
っ
て
葵
を
巻
き
、
こ
れ
を
二
二
抱
作
る
。
上
植
野
へ
八
抱
渡
す
が
、
こ
の
内
鶏
冠
井
座
・
新
座
・
天
川
座
は
葵
数
五
〇
程
入
れ
、
そ
の
他
の
五
座
は
三
〇
程
入
れ
る
。
神
輿
の
前
後
の
行
列
に
は
宮
内
・
府
生
ら
社
役
人
の
捧
げ
る
二
本
の
鉾
、
白
井
村
年
寄
り
の
持
つ
獅
子
頭
、
上
植
野
荷
輿
丁
中
の
も
つ
王
の
鼻
と
い
う
神
面
、
上
植
野
・
井
ノ
内
・
今
里
の
各
村
が
交
代
で
出
す
二
組
の
神
輿
、
舞
衣
姿
の
市
女
、
白
張
の
装
束
で
乗
馬
し
た
上
植
野
村
の
頭
人
、
烏
帽
子
狩
衣
で
乗
馬
し
た
今
里
村
頭
人
の
稚
児
、
浄
衣
衣
冠
姿
の
向
日
神
社
神
主
が
や
は
り
乗
馬
で
神
幸
す
る
。
　
向
日
神
社
を
出
た
神
輿
は
古
来
は
鶏
冠
井
村
の
祓
所
に
て
、
同
村
の
北
条
・
南
条
の
両
宮
座
の
者
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
人
の
も
の
が
甲
胃
に
身
を
か
た
め
松
明
を
か
か
げ
て
迎
え
火
を
す
る
習
わ
し
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
神
輿
は
芝
の
祓
所
に
て
同
村
年
寄
役
が
奉
幣
の
後
、
上
植
野
村
の
御
旅
所
へ
着
く
。
旅
所
駐
賛
の
間
の
奏
銭
に
つ
い
て
、
「
雑
記
」
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
　
一
御
旅
所
ノ
間
、
本
社
ノ
参
銭
、
岩
見
村
宵
宮
奉
幣
使
ノ
神
役
勤
候
者
二
遣
ス
、
旅
ノ
間
、
　
　
旅
所
ハ
植
野
村
祢
宜
二
当
ル
者
二
遣
ス
、
惣
而
当
社
之
神
事
、
往
古
ハ
地
頭
領
主
直
勤
之
　
　
神
事
故
、
各
々
其
余
習
ニ
テ
、
神
役
下
行
米
地
頭
ヨ
リ
出
ス
、
下
行
無
之
分
ハ
神
主
家
ヨ
　
　
リ
遣
ス
故
二
、
奉
幣
使
役
、
祢
宜
役
ヘ
ハ
参
内
ニ
テ
遣
ス
ナ
リ
、
依
之
祢
宜
役
運
上
ト
シ
　
　
テ
、
旅
所
ノ
参
物
百
文
、
神
主
家
へ
納
例
也
、
　
植
野
村
祢
宜
の
特
権
的
な
役
割
を
看
取
で
き
よ
う
。
御
旅
所
で
は
宵
宮
に
あ
た
る
卯
の
日
の
夜
よ
り
、
祭
礼
当
日
の
辰
の
日
の
朝
ま
で
様
々
の
神
事
が
行
わ
れ
る
。
還
幸
当
日
午
後
四
時
頃
神
輿
は
御
旅
所
を
出
立
、
鶏
冠
井
村
森
の
宮
に
御
幸
す
る
。
こ
こ
で
、
上
植
野
の
鶏
冠
井
座
の
も
の
の
神
供
を
う
け
、
嶋
坂
に
向
か
う
。
嶋
坂
で
は
村
々
の
頭
人
が
馬
を
立
て
控
え
居
る
。
神
輿
は
寺
戸
村
へ
御
幸
し
、
同
村
列
見
で
は
寺
戸
村
七
座
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
に
幣
を
立
て
て
桟
敷
を
設
け
て
待
機
す
る
。
こ
の
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場
で
祝
詞
が
読
ま
れ
、
酒
盃
が
回
り
、
白
井
村
の
獅
子
舞
が
あ
り
、
幣
を
捧
げ
て
祭
礼
は
終
わ
り
神
輿
は
向
日
神
社
に
還
御
す
る
。
　
こ
の
春
四
月
の
祭
礼
を
み
る
と
、
白
井
村
の
獅
子
舞
、
上
植
野
村
の
王
の
鼻
の
神
面
等
々
い
ず
れ
も
各
村
の
宮
座
の
行
事
の
神
具
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
持
ち
祭
礼
に
加
わ
る
の
は
い
ず
れ
も
宮
座
の
座
衆
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
装
束
で
馬
上
に
あ
る
の
も
宮
座
の
座
衆
で
あ
る
。
精
進
頭
は
神
事
の
時
に
神
職
と
と
も
に
神
輿
に
従
い
御
旅
所
に
お
い
て
寝
る
。
古
よ
り
淀
城
主
よ
り
馬
と
装
束
を
賜
り
他
に
神
事
料
と
し
て
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
一
石
を
頂
く
習
慣
で
あ
っ
た
が
、
維
新
よ
り
こ
の
習
慣
は
止
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
　
現
在
の
「
お
い
で
」
を
、
中
山
修
一
の
報
告
を
中
心
に
記
す
。
　
鶏
冠
井
区
の
御
出
座
の
頭
屋
は
ま
ず
お
出
で
の
日
（
第
一
木
曜
日
）
の
四
日
前
に
鶏
冠
井
の
「
し
ば
」
と
い
う
地
に
芝
を
積
み
、
榊
の
枝
に
四
手
を
つ
け
た
も
の
を
三
本
立
て
る
。
そ
の
前
方
に
洗
米
と
塩
と
を
土
器
に
入
れ
て
供
え
て
参
拝
す
る
。
お
出
で
の
日
ま
で
毎
日
頭
屋
が
「
し
ぽ
」
の
地
を
祭
り
、
毎
夜
灯
明
を
献
す
る
。
「
し
ぽ
」
と
い
う
地
は
も
と
は
雑
木
の
繁
っ
た
藪
地
で
あ
っ
た
が
、
明
治
の
初
年
に
小
祠
を
建
て
、
後
玉
垣
を
設
け
た
。
　
お
出
で
の
日
に
は
鶏
冠
井
の
南
北
両
宮
座
の
年
寄
が
揃
い
の
着
物
に
祥
を
着
け
、
草
履
を
は
き
、
向
日
神
社
の
一
の
鳥
居
の
前
に
立
つ
。
そ
の
時
、
宮
座
の
年
寄
の
次
に
中
老
の
人
が
二
人
ず
つ
見
習
い
と
し
て
杖
を
つ
い
て
控
え
る
。
鳳
賛
が
お
出
で
に
な
る
と
、
南
北
の
座
が
一
年
交
替
で
「
幣
」
を
振
る
。
「
幣
」
と
は
一
丈
の
竹
に
小
杉
（紙
）
一
帖
（
四
八
枚
）
の
四
手
を
付
け
、
洗
米
三
升
三
合
（
の
ち
五
合
）
の
包
を
取
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
宮
座
の
首
席
を
「
お
頭
は
ん
」
、
末
席
を
「
し
り
こ
」
と
い
う
が
、
末
席
の
人
（
羽
織
・
袴
）
が
そ
の
幣
を
持
ち
、
向
日
神
社
か
ら
東
へ
下
る
馬
場
の
一
の
鳥
居
の
前
で
鳳
葺
に
向
か
っ
て
振
る
。
右
回
り
二
度
、
左
回
り
二
度
の
振
立
て
を
行
う
と
、
初
め
て
鳳
輩
は
動
き
出
す
。
次
に
鳳
董
は
「
し
ぽ
」
に
と
ど
ま
り
、
神
主
が
祝
詞
を
あ
げ
る
。
献
撰
は
鶏
冠
井
の
宮
座
が
行
う
。
こ
れ
も
南
北
宮
座
隔
年
の
交
替
制
で
あ
る
。
神
撰
は
鯛
・
堅
塩
・
わ
か
め
・
大
根
・
洗
米
（
三
升
ぽ
か
り
）
な
ど
、
献
撰
後
は
鶏
冠
井
の
宮
座
の
役
は
終
わ
り
、
引
き
続
い
て
上
植
野
の
鶏
冠
井
座
が
竹
幣
を
受
け
取
り
、
鳳
螢
に
付
添
い
同
地
の
御
旅
所
に
奉
迎
す
る
の
で
あ
る
。
井
上
頼
壽
に
よ
る
と
、
神
幸
の
時
石
鳥
居
の
所
で
鶏
冠
井
の
座
の
人
が
青
竹
の
先
に
紙
と
米
袋
と
を
付
け
た
も
の
を
振
る
が
、
こ
れ
を
「
神
移
し
」
と
い
い
、
こ
れ
が
済
む
と
初
め
て
神
輿
（
鳳
肇
）
が
発
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
竹
は
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
植
野
の
鶏
冠
座
の
人
が
年
々
順
番
に
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　
還
幸
式
は
五
月
の
第
二
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
以
前
は
乗
馬
で
鳳
董
に
従
っ
た
が
、
現
在
は
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
す
る
。
こ
の
日
、
鳳
賛
は
上
植
野
の
御
旅
所
か
ら
今
里
の
赤
根
の
天
神
に
至
り
、
神
社
に
還
幸
す
る
。
　
現
在
の
還
幸
順
路
を
六
人
部
是
継
氏
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
1
8
の
順
で
渡
御
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
中
川
報
告
に
つ
け
加
え
て
お
く
。
　
と
こ
ろ
で
、
「
雑
記
」
に
よ
る
と
上
植
野
村
で
は
向
日
神
社
の
索
餅
神
事
番
を
七
座
回
り
も
ち
で
勤
め
て
い
た
が
、
延
享
年
間
（
一
七
四
四
～
四
七
）
に
油
屋
惣
助
と
い
う
も
の
が
現
れ
て
宮
座
の
変
質
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
。
惣
助
の
祖
父
七
兵
衛
は
尾
張
の
出
身
で
当
地
に
来
住
し
て
絞
油
業
を
営
み
成
功
し
た
が
、
村
入
り
は
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
惣
助
は
二
〇
〇
貫
文
を
神
事
料
と
し
て
村
中
へ
寄
進
し
、
利
銭
二
〇
貫
文
を
振
舞
料
や
神
役
入
用
と
し
て
神
事
当
番
の
座
へ
割
り
あ
て
る
よ
う
取
り
計
ら
お
う
と
し
た
。
惣
助
は
「
金
銭
の
威
光
」
に
よ
っ
て
神
事
下
行
主
に
な
ろ
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う
と
し
た
が
、
「
他
国
者
非
衆
ト
云
テ
賎
シ
メ
、
年
党
座
へ
入
ル
コ
ト
ヲ
不
許
」
と
、
村
方
の
他
国
者
に
対
す
る
規
制
は
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
惣
助
は
当
時
財
政
が
苦
し
か
っ
た
大
政
所
座
へ
田
地
一
ヵ
所
を
寄
進
し
て
座
の
一
員
に
加
わ
り
、
後
に
惣
神
役
の
主
長
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
乗
じ
て
、
七
兵
衛
入
道
道
喜
と
い
う
も
の
が
「
大
政
所
式
目
」
な
る
も
の
を
作
成
し
、
大
政
所
座
の
者
も
折
々
、
自
ら
の
座
に
は
式
目
が
あ
る
こ
と
を
高
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
神
主
六
人
部
氏
は
「
式
目
ト
ハ
天
下
ノ
法
則
ナ
ル
寸
（
コ
ト
ー
福
原
註
）
ヲ
不
知
土
民
、
我
力
侭
ヲ
云
コ
ア
リ
、
可
　
（
1
4
）
笑
寸
也
」
と
記
し
て
い
る
。
　
式
目
と
は
中
世
の
成
文
法
で
あ
り
、
「
大
政
所
式
目
」
制
作
の
背
景
に
は
経
済
的
に
は
劣
る
と
は
い
え
、
劣
る
か
ら
こ
そ
、
世
が
世
な
ら
と
い
う
由
緒
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
大
政
所
座
の
経
済
的
没
落
と
前
代
の
由
緒
へ
の
執
着
と
い
う
、
御
旅
所
に
あ
る
大
政
所
座
の
近
世
的
な
変
容
の
一
つ
と
し
て
本
事
例
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
註（
1
）
　
『
向
日
市
史
』
上
巻
、
一
九
八
三
年
。
（
2
）
　
「
庄
園
の
影
響
を
受
け
た
る
向
神
社
の
宮
座
」
『
國
學
院
雑
誌
』
三
一
巻
七
号
、
一
九
　
　
二
五
年
七
月
。
（
3
）
　
『
京
都
の
古
習
誌
』
一
九
四
三
年
。
（
4
）
　
『
日
本
祭
礼
行
事
集
成
』
第
二
巻
、
一
九
六
九
年
所
収
の
同
史
料
付
箋
。
尚
、
『
向
日
　
　
市
史
』
史
料
編
所
収
、
一
九
八
八
年
に
は
付
箋
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
（
5
）
　
六
人
部
前
掲
「
庄
園
の
影
響
を
受
け
た
る
向
神
社
の
宮
座
」
。
（
6
）
　
同
右
。
（
7
）
　
前
掲
『
向
日
市
史
』
史
料
編
所
収
。
（
8
）
　
こ
の
記
述
は
「
雑
記
」
と
六
人
部
前
掲
「
庄
園
の
影
響
を
受
け
た
る
向
神
社
の
宮
座
」
　
　
に
よ
・
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
（
9
）
　
井
上
前
掲
『
京
都
古
習
誌
』
。
（
1
0
）
　
同
右
。
（
1
1
）
　
六
人
部
前
掲
「
庄
園
の
影
響
を
受
け
た
る
向
神
社
の
宮
座
」
。
（
1
2
）
　
「
向
日
神
社
の
祭
礼
と
宮
座
」
『
向
日
市
史
』
下
巻
、
一
九
八
五
年
。
（
1
3
）
　
井
上
前
掲
『
京
都
古
習
誌
』
。
（
1
4
）
　
「
雑
記
」
一
二
月
朔
日
条
。
長
者
と
祭
政
　
従
来
の
長
者
研
究
で
は
残
念
な
が
ら
、
歴
史
学
と
民
俗
学
が
共
通
の
土
俵
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
民
俗
学
で
は
長
老
諦
・
長
老
伝
説
研
究
は
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
対
象
と
す
る
長
者
は
「
譜
の
な
か
の
長
者
㌧
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
宮
田
登
は
「
歴
史
の
な
か
の
長
者
」
と
「
語
の
な
か
の
長
者
」
を
繋
ぐ
、
歴
史
学
と
民
俗
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
を
繋
ぐ
長
者
研
究
の
前
提
と
し
て
こ
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。
　
　
歴
史
学
は
長
者
謂
を
歴
史
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
る
が
、
こ
　
　
こ
で
逆
手
を
と
っ
て
、
長
者
の
存
在
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
民
俗
的
歴
史
と
い
　
　
う
べ
き
世
界
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
伝
説
と
歴
　
　
史
の
関
係
は
ひ
と
え
に
民
俗
的
歴
史
の
世
界
の
中
歪
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
　
　
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
ア
ナ
ー
ル
派
流
の
「
新
し
い
歴
史
学
」
を
意
識
し
た
素
晴
ら
し
い
提
言
で
あ
る
が
、
斎
藤
純
が
「
『
民
俗
的
歴
史
世
界
』
と
い
う
言
葉
の
指
す
も
の
が
今
一
っ
判
然
と
し
長者・旅所・政所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
通
り
、
宮
田
の
実
際
の
論
の
運
び
は
近
世
史
料
か
ら
王
権
論
に
直
裁
的
に
結
び
つ
け
て
し
ま
う
問
題
を
孕
む
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
例
え
ぽ
、
宮
田
が
あ
げ
る
長
者
は
こ
の
よ
う
な
事
例
で
あ
る
。
　
雨
乞
い
の
た
め
に
生
け
蟄
を
差
し
出
す
家
が
長
者
の
家
筋
で
あ
る
と
の
伝
承
が
あ
る
。
美
濃
夜
叉
ケ
池
の
石
原
家
の
先
祖
安
八
長
者
が
大
早
魅
の
際
、
自
分
の
娘
を
夜
叉
ケ
池
の
水
神
に
嫁
入
り
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
長
者
の
支
配
す
る
領
域
の
危
機
を
救
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
石
原
家
は
記
録
上
「
郡
主
」
　
「
神
主
」
と
も
さ
れ
て
お
り
、
実
際
神
戸
の
日
吉
神
社
の
鍵
元
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
も
石
原
家
の
当
主
が
日
吉
神
社
祭
礼
で
大
飯
献
進
の
行
列
の
先
頭
に
、
正
装
姿
で
立
ち
、
神
櫻
で
あ
る
大
飯
を
用
意
す
る
。
石
原
家
は
日
吉
の
神
が
勧
請
さ
れ
て
以
来
当
社
の
神
輿
に
供
奉
し
、
行
列
を
作
っ
て
神
社
本
殿
に
神
餓
を
献
納
し
た
直
後
に
神
霊
を
移
し
た
神
輿
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
る
。
石
原
家
よ
り
七
度
半
の
使
い
が
で
て
は
じ
め
て
社
殿
が
開
か
れ
神
輿
が
渡
御
す
る
と
い
う
。
　
宮
田
は
雨
乞
の
力
を
発
揮
す
る
こ
の
よ
う
な
長
者
謹
の
モ
チ
ー
フ
の
背
後
に
地
域
の
小
王
の
も
つ
日
読
み
の
能
力
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宮
田
自
身
、
近
世
の
支
配
体
制
に
お
い
て
は
聖
な
る
家
筋
の
石
原
家
の
権
能
も
藩
主
の
持
つ
公
権
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
お
り
、
石
原
家
は
単
な
る
儀
礼
執
行
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
。
宮
田
が
意
図
し
て
い
る
よ
う
な
、
地
域
の
小
王
と
し
て
の
長
者
像
を
歴
史
の
中
に
求
め
る
な
ら
、
祭
政
が
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
中
世
以
前
の
社
会
に
求
め
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
長
者
の
祭
祀
儀
礼
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
俗
と
歴
史
を
繋
ぐ
長
者
研
究
が
始
ま
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
宮
田
は
「
歴
史
学
は
長
者
課
を
歴
史
研
究
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
」
と
い
仁
聾
歴
史
学
が
積
み
上
げ
て
き
た
長
者
譜
研
究
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
柳
田
国
男
は
「
山
荘
太
夫
考
」
に
お
い
て
、
本
来
山
荘
太
夫
は
散
所
太
夫
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
が
、
物
語
の
伝
播
老
の
名
が
主
人
公
の
名
と
誤
解
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
　
こ
れ
に
対
し
、
林
屋
辰
三
郎
は
「
『
山
椒
大
夫
』
の
原
像
」
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
論
じ
た
。
「
さ
ん
せ
う
太
夫
」
自
身
が
散
所
太
夫
と
し
て
散
所
の
長
者
で
あ
り
、
由
良
と
い
う
港
湾
で
、
荷
役
の
運
搬
な
ど
に
奴
隷
的
隷
属
民
を
使
役
し
、
人
頭
的
に
支
配
す
る
宰
領
で
あ
っ
た
。
散
所
の
長
者
の
多
く
は
、
領
主
権
力
を
背
景
と
し
て
、
隷
属
下
の
民
衆
を
苛
酷
に
駆
使
し
、
特
権
に
ま
も
ら
れ
て
現
実
に
富
裕
な
長
者
と
な
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
散
所
民
か
ら
す
る
と
長
者
こ
そ
、
身
近
な
権
力
の
体
現
者
で
あ
っ
た
か
ら
、
民
衆
た
ち
の
素
朴
な
解
放
へ
の
夢
は
長
者
の
没
落
と
い
う
形
で
物
語
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
　
石
母
田
正
は
「
辺
境
の
長
者
ー
秋
田
横
手
盆
地
の
歴
史
地
理
的
一
考
察
ー
」
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
菅
江
真
澄
が
『
雪
の
出
羽
路
』
に
書
き
留
め
た
横
手
盆
地
の
「
満
徳
・
満
地
長
者
」
課
に
は
「
四
十
八
小
屋
」
の
創
始
の
物
語
が
付
随
し
て
い
る
。
満
徳
長
者
の
「
四
十
八
小
屋
」
の
開
墾
伝
説
は
、
「
四
十
八
小
屋
」
が
満
徳
・
満
地
長
者
の
本
拠
地
、
開
墾
地
で
あ
り
、
か
つ
長
者
に
よ
っ
て
定
着
さ
せ
ら
れ
た
百
姓
小
屋
の
聚
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
は
、
土
地
と
関
係
の
深
い
御
嶽
神
社
の
祭
祀
に
際
し
て
の
在
家
の
義
務
や
貢
納
の
関
係
を
も
推
測
さ
せ
、
長
者
が
御
嶽
の
祭
祀
と
関
わ
り
が
あ
っ
た
可
能
性
も
暗
示
さ
せ
る
。
御
嶽
の
祭
祀
を
現
実
に
支
え
て
い
る
在
地
土
豪
が
明
確
で
な
い
の
で
、
史
料
的
な
実
証
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
石
母
田
の
洞
察
は
歴
史
的
実
像
と
し
て
の
長
者
を
「
諏
の
な
か
の
長
者
」
か
ら
逆
照
射
し
よ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ
っ
た
。
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以
上
の
歴
史
学
の
長
者
研
究
は
、
あ
る
意
味
で
歴
史
と
民
俗
を
繋
ぐ
長
老
像
を
模
索
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
中
世
史
料
そ
の
も
の
を
検
討
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
そ
れ
が
、
一
九
七
七
年
、
河
音
能
平
の
「
畿
内
在
地
領
主
の
長
者
職
に
つ
い
て
」
を
も
っ
て
、
生
の
中
世
史
料
か
ら
郷
鎮
守
社
の
祭
祀
権
を
把
握
す
る
長
者
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
河
音
論
文
は
、
日
本
中
世
の
在
地
領
主
制
の
一
タ
イ
プ
と
し
て
、
畿
内
の
開
発
領
主
‖
西
国
御
家
人
（
侍
身
分
）
と
し
て
の
側
面
に
光
を
あ
て
、
畿
内
在
地
領
主
制
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
長
者
職
を
解
明
し
た
の
で
あ
る
。
　
河
音
論
文
の
要
旨
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
「
長
者
」
は
一
般
農
村
に
お
け
る
富
豪
層
の
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
な
く
、
中
世
初
期
す
で
に
「
散
所
長
者
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
も
含
ん
で
い
た
。
一
方
「
氏
長
者
」
な
ど
の
用
法
で
は
、
あ
る
特
定
の
社
会
集
団
の
代
表
者
‖
長
と
い
っ
た
意
味
に
使
わ
れ
る
。
河
音
が
対
象
と
す
る
庄
郷
長
者
職
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ト
　
　
（
1
0
）
こ
の
用
法
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
れ
は
一
〇
、
一
一
世
紀
に
お
け
る
「
郷
ノ
長
者
」
と
い
う
用
語
を
歴
史
的
前
提
に
し
て
形
成
さ
れ
た
。
　
畿
内
の
開
発
領
主
に
特
有
の
も
の
と
し
て
、
庄
郷
鎮
守
神
主
職
が
庄
郷
長
者
職
と
し
て
表
現
さ
れ
、
し
か
も
そ
の
庄
郷
長
者
職
が
下
司
職
・
郷
司
職
に
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
所
領
形
態
が
あ
る
。
　
和
泉
和
田
氏
は
金
剛
寺
領
和
泉
国
和
田
庄
を
「
根
本
私
領
」
1
1
「
本
領
」
と
す
る
開
発
領
主
で
あ
る
下
司
で
あ
る
。
所
領
の
基
本
的
構
成
要
素
は
和
田
庄
「
下
司
職
」
と
「
和
田
庄
長
者
職
」
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
　
「
和
田
盛
助
処
分
状
」
に
あ
る
「
放
上
宮
社
々
惣
長
者
職
」
は
、
「
放
上
宮
」
（
和
田
庄
鎮
守
1
1
和
田
庄
牛
頭
天
王
社
）
と
そ
の
摂
社
の
神
主
職
を
意
味
し
て
お
り
、
和
田
庄
長
者
職
と
和
田
庄
鎮
守
神
主
職
と
は
互
い
に
表
裏
一
体
の
関
係
を
な
す
所
職
で
あ
っ
た
。　
摂
津
国
真
上
庄
地
頭
真
上
氏
は
南
北
朝
期
の
史
料
に
そ
の
「
根
本
私
領
」
‖
「
本
領
」
の
中
核
が
「
庄
地
頭
職
」
　
（
‖
下
司
職
）
と
「
庄
長
者
職
井
神
主
職
」
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
真
上
氏
も
真
上
庄
長
者
職
と
上
宮
天
満
宮
神
主
職
を
兼
帯
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）
　
中
世
末
成
立
の
「
河
内
国
錦
部
郡
水
郡
宮
之
次
第
」
に
よ
る
と
、
河
内
国
錦
部
郡
水
郡
宮
（
爾
吾
里
宮
天
王
）
は
錦
部
郡
北
端
地
域
百
済
郷
全
体
の
鎮
守
で
あ
り
、
正
平
一
八
年
（
二
二
六
三
）
の
同
社
社
殿
造
営
の
責
任
者
は
「
神
主
兼
惣
長
者
讃
岐
守
三
善
貞
行
」
で
あ
っ
た
。
河
内
国
錦
部
郡
百
済
郷
々
司
三
善
氏
は
「
神
主
兼
惣
長
者
」
で
あ
っ
た
。
　
和
泉
国
施
福
寺
領
横
山
庄
下
司
池
辺
氏
の
場
合
も
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
九
月
九
日
付
の
「
『
修
善
講
式
』
取
り
扱
い
掟
」
に
、
横
山
庄
下
司
職
と
横
山
庄
惣
長
者
職
が
セ
ッ
ト
を
な
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
同
史
料
に
は
「
一
和
尚
阿
闇
梨
長
義
」
と
あ
り
、
河
音
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
二
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
横
山
庄
鎮
守
男
宇
止
社
（
現
大
字
仏
並
の
男
乃
宇
刀
神
社
と
現
大
字
下
宮
の
八
坂
神
社
）
の
宮
座
の
最
長
老
を
指
し
、
こ
の
掟
が
横
山
庄
下
司
1
1
惣
長
者
池
辺
氏
と
庄
鎮
守
の
宮
座
の
長
老
の
二
人
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
可
能
性
。
も
う
一
つ
は
一
和
尚
阿
闇
梨
を
男
宇
止
社
二
社
の
別
当
寺
（
本
地
堂
）
常
願
寺
（
大
字
仏
並
）
・
白
鳳
山
神
宮
寺
（大
字
下
宮
）
の
別
当
1
1
供
僧
と
考
え
る
と
、
下
司
‖
惣
長
者
池
辺
氏
の
一
族
の
も
の
が
別
当
僧
に
配
置
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
う
だ
と
す
れ
ぽ
「
下
司
庄
官
家
」
池
辺
氏
は
一
族
で
も
っ
て
庄
惣
長
者
職
と
庄
鎮
守
社
の
神
宮
寺
別
当
職
120
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を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
事
実
上
庄
長
者
職
と
庄
鎮
守
神
主
職
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
　
河
内
水
走
氏
の
場
合
は
河
内
国
一
宮
平
岡
社
社
務
職
及
び
大
江
御
厨
山
本
河
俣
両
執
当
職
を
領
す
る
点
で
下
司
・
郷
司
級
の
開
発
領
主
よ
り
一
段
と
所
領
規
模
が
大
き
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
い
。
　
「
四
箇
郷
長
者
職
」
は
四
ケ
郷
‖
平
岡
南
郷
全
体
の
鎮
守
梶
無
神
社
（
大
字
六
萬
寺
鎮
座
）
の
神
主
職
と
表
裏
一
体
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
　
「
以
南
惣
長
者
職
井
四
　
　
　
（
3
i
）
ケ
郷
々
務
」
は
、
横
小
路
・
六
萬
寺
・
四
條
・
河
内
の
郷
司
職
で
あ
っ
た
。
　
摂
津
国
法
華
堂
領
呉
庭
庄
下
司
1
1
曲
豆
島
郡
呉
庭
開
発
領
主
で
あ
る
坂
上
氏
が
呉
庭
総
社
天
王
之
神
社
を
世
襲
し
て
い
る
事
例
や
和
泉
国
信
太
郷
々
司
信
太
氏
が
信
太
郷
鎮
守
社
聖
神
社
神
主
職
を
一
族
で
も
っ
て
占
め
て
い
た
事
例
も
、
同
時
に
各
々
呉
庭
庄
惣
長
者
職
・
信
太
職
惣
長
者
職
を
領
掌
し
て
い
た
、
と
想
定
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
河
音
は
、
「
中
世
前
期
北
摂
武
士
団
の
動
向
」
に
お
い
て
、
摂
津
溝
杭
の
地
を
本
拠
と
し
た
摂
津
源
氏
の
在
地
武
士
溝
杭
氏
の
事
例
を
も
検
討
し
て
い
る
。
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
一
二
月
日
付
の
「
溝
杭
信
幸
譲
状
」
で
は
、
同
氏
が
溝
杭
村
内
国
衙
の
沙
汰
人
、
溝
杭
村
内
妙
法
寺
別
当
職
、
新
堂
之
井
司
職
、
西
面
村
追
捕
使
の
ほ
か
名
田
畑
一
二
町
五
反
歩
を
所
有
し
、
地
域
の
行
政
・
検
断
・
用
水
管
理
・
祭
祀
（
同
史
料
に
は
上
・
下
宮
1
1
溝
杭
神
社
が
み
え
る
）
な
ど
の
諸
権
利
を
持
つ
在
地
開
発
領
主
で
あ
っ
た
。
先
の
譲
状
に
は
溝
杭
村
に
散
在
す
る
溝
杭
氏
の
領
田
畑
の
な
か
に
「
上
宮
」
（
明
治
四
二
年
ま
で
存
在
し
た
）
、
「
下
宮
」
（
現
溝
杭
神
社
）
が
あ
り
、
溝
杭
氏
は
祭
祀
権
ま
で
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
　
河
音
は
以
上
の
事
例
を
あ
げ
た
上
で
、
畿
内
領
主
制
の
特
色
を
こ
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
畿
内
の
国
衙
機
構
は
公
家
‖
諸
権
門
の
共
同
行
政
機
関
と
し
て
の
性
格
が
強
い
の
で
、
国
衙
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
た
郷
司
職
は
そ
れ
単
独
で
は
在
地
領
主
の
「
根
本
私
領
」
‖
「
本
領
」
を
表
現
し
え
ず
、
領
域
内
百
姓
に
対
す
る
支
配
権
は
郷
鎮
守
の
祭
祀
権
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
、
河
音
の
研
究
を
長
々
と
紹
介
し
て
き
た
の
も
、
民
俗
学
と
歴
史
学
の
長
者
研
究
を
考
え
る
場
合
、
畿
内
に
お
け
る
長
者
の
司
祭
的
側
面
を
接
点
と
し
、
支
配
と
祭
祀
儀
礼
の
研
究
（祭
政
の
研
究
）
を
す
す
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
伝
説
の
長
老
像
に
宮
座
の
特
権
的
司
祭
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
　
　
　
　
　
（
1
5
）
求
め
る
宮
田
の
試
み
が
、
歴
史
と
民
俗
を
繋
ぐ
可
能
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
長
者
諏
の
歴
史
像
を
探
る
試
み
は
、
上
記
の
ほ
か
に
荘
園
領
主
の
直
下
に
位
置
す
る
形
態
の
散
所
に
お
け
る
長
者
に
も
関
心
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
山
崎
の
長
者
も
散
所
の
長
者
よ
り
始
ま
っ
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
し
、
北
野
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
の
西
京
散
所
に
い
た
北
野
長
者
な
ど
も
視
野
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
御
伽
草
子
『
文
正
草
子
』
の
分
太
長
者
と
鹿
島
神
宮
、
万
の
長
者
（
真
野
長
者
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
こ
と
炭
焼
き
小
五
郎
（
炭
焼
き
長
者
）
と
宇
佐
八
幡
宮
の
関
係
な
ど
に
見
え
隠
れ
す
る
の
は
、
荘
園
領
主
と
し
て
の
大
寺
社
膝
下
の
散
所
の
長
者
な
の
で
あ
る
。
林
屋
が
　
　
　
　
（
1
9
）
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
没
落
の
過
程
が
民
衆
の
無
常
観
を
喚
起
し
て
長
者
伝
説
に
語
り
込
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
註（
1
）
　
「
伝
説
と
歴
史
i
長
者
の
社
会
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
伝
説
大
系
別
巻
一
研
究
　
編
』
一
九
八
九
年
。
（
2
）
　
「
伝
説
研
究
の
動
向
」
『
日
本
民
俗
学
』
一
九
〇
号
、
一
九
九
二
年
。
（
3
）
　
前
掲
「
伝
説
と
歴
史
－
長
者
の
社
会
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
で
高
谷
重
夫
『
雨
の
神
』
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一
九
八
四
年
を
引
用
し
て
い
る
。
（
4
）
　
前
掲
「
伝
説
と
歴
史
ー
長
者
の
社
会
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
。
（
5
）
　
同
右
。
（
6
）
『
郷
土
研
究
』
一
九
一
五
年
四
月
号
。
（
7
）
　
『
文
学
』
二
二
ー
二
、
一
九
五
四
年
二
月
号
。
（
8
）
『
歴
史
評
論
』
九
二
・
九
五
・
九
六
号
、
一
九
五
八
年
一
・
四
・
五
月
号
。
（
9
）
　
『
人
文
研
究
』
二
九
ー
四
、
　
一
九
七
七
年
一
〇
月
号
。
後
『
中
世
封
建
社
会
の
首
都
　
　
と
農
村
』
一
九
八
四
年
に
収
録
。
（
1
0
）
　
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
六
ー
第
八
、
巻
三
一
ー
第
二
二
。
（
1
1
）
　
現
錦
織
神
社
の
南
北
朝
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
行
わ
れ
た
社
殿
造
営
・
遷
宮
の
記
　
　
録
。
（
1
2
）
　
建
長
四
年
六
月
三
日
藤
原
康
高
譲
状
案
（
水
走
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
七
七
四
六
号
）
。
（
1
3
）
　
建
長
四
年
六
月
三
日
藤
原
康
高
譲
状
案
（
水
走
文
書
、
『
鎌
倉
遺
文
』
七
四
四
五
号
）
。
（
1
4
）
　
『
中
世
封
建
社
会
の
首
都
と
農
村
』
一
九
八
四
年
。
（
1
5
）
　
前
掲
「
伝
説
と
歴
史
1
長
者
の
社
会
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
。
（
1
6
）
　
例
え
ば
『
看
聞
御
記
』
永
享
八
年
一
〇
月
二
二
日
条
。
（
1
7
）
　
大
島
建
彦
「
文
太
長
者
の
伝
説
と
そ
の
基
盤
」
『
國
語
と
國
文
学
』
五
七
ー
五
、
　
一
　
　
九
八
〇
年
。
（
1
8
）
　
柳
田
国
男
「
炭
焼
き
小
五
郎
が
事
」
『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
一
巻
。
（
1
9
）
　
前
掲
「
『
山
椒
大
夫
』
の
原
像
」
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
京
都
及
び
そ
の
周
辺
に
お
い
て
、
神
幸
祭
の
御
旅
所
を
大
政
所
、
政
所
と
称
す
る
事
例
を
検
討
し
た
。
大
政
所
や
政
所
は
、
在
地
に
お
い
て
神
を
祀
る
拠
点
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
御
旅
所
神
主
、
長
者
や
長
者
に
仮
託
す
る
人
々
が
宮
座
的
祭
祀
集
団
の
長
と
し
て
神
を
迎
え
祀
っ
て
い
た
。
最
後
に
筆
者
の
結
論
を
項
目
毎
に
ま
と
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
大
政
所
・
政
所
に
つ
い
て
　
本
稿
で
検
討
し
た
事
例
は
多
様
で
あ
り
、
祇
園
大
政
所
の
よ
う
に
常
時
大
政
所
で
あ
っ
た
事
例
も
あ
れ
ば
、
祭
礼
時
の
臨
時
会
所
的
な
事
例
も
あ
っ
た
。
確
証
は
な
い
が
日
吉
の
事
例
な
ど
は
そ
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
大
山
崎
天
神
八
王
子
社
や
向
日
神
社
の
事
例
の
よ
う
に
、
大
政
所
座
と
座
名
に
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
大
政
所
、
政
所
は
、
寺
社
権
門
に
お
い
て
所
管
の
寺
務
・
社
務
全
般
を
取
り
扱
う
機
関
‖
政
所
よ
り
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
一
概
に
は
言
え
な
い
。
大
山
崎
の
場
合
、
平
安
期
の
京
都
使
庁
の
津
に
お
け
る
出
先
機
関
が
「
政
所
」
と
呼
ば
れ
た
。
鎌
倉
期
の
長
者
中
に
は
、
公
卿
な
ど
の
政
所
に
お
け
る
文
書
を
取
り
扱
う
官
人
名
で
あ
る
案
主
（
長
者
の
一
員
、
代
表
者
）
の
署
名
が
み
ら
れ
、
平
安
期
の
津
政
所
ー
案
主
の
機
能
は
長
者
中
に
引
き
継
が
れ
、
脇
田
晴
子
は
の
ち
の
大
政
所
座
の
名
称
は
こ
　
　
　
　
　
　
（
1
）
れ
よ
り
由
来
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
御
旅
所
に
つ
い
て
　
神
の
鎮
座
縁
起
に
お
い
て
、
祭
場
に
鎮
ま
る
途
上
の
一
時
的
な
逗
留
所
が
御
旅
所
で
あ
る
と
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
そ
の
際
、
祭
は
鎮
座
の
復
演
、
反
復
の
意
味
を
有
し
、
縁
起
（
神
話
）
と
相
互
補
完
に
な
る
。
そ
の
他
の
場
合
も
、
御
旅
所
は
神
の
出
自
と
不
可
分
な
意
味
を
も
ち
、
神
顕
現
の
重
要
な
か
か
わ
り
を
も
つ
。
御
旅
所
の
問
題
と
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
須
磨
の
蟄
居
、
旅
所
（
た
び
ど
こ
ろ
）
が
「
は
か
な
き
旅
の
お
ま
し
所
」
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
貴
種
流
離
謹
を
背
景
と
し
て
考
察
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
堀
一
郎
が
論
じ
た
よ
う
に
神
の
遊
幸
思
想
と
い
う
視
点
か
122
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ら
の
研
究
も
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
御
旅
所
神
主
・
長
者
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
御
旅
所
神
主
、
長
者
の
性
格
を
考
え
る
時
、
萩
原
龍
夫
の
「
頭
」
の
発
生
論
に
耳
を
傾
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
「
神
主
」
と
は
本
来
臨
時
に
某
神
を
祭
る
主
と
な
る
こ
と
を
い
う
こ
と
で
あ
っ
　
　
て
身
分
と
し
て
の
神
官
た
る
を
要
件
と
し
な
い
。
又
神
事
頭
役
制
に
お
い
て
、
　
　
祭
の
中
心
に
あ
る
「
神
主
」
は
司
祭
と
舗
設
の
機
能
を
も
つ
。
司
祭
に
つ
い
て
　
　
は
他
人
に
委
ね
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
舗
設
は
祭
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
　
　
自
ら
祭
の
料
の
調
達
に
あ
た
る
の
で
は
な
く
、
協
力
者
に
そ
れ
を
行
わ
せ
る
の
　
　
を
好
都
合
と
し
た
。
そ
れ
が
「
頭
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
自
覚
的
に
「
当
」
が
当
た
る
当
屋
以
前
の
、
「
頭
」
を
差
す
、
差
さ
れ
る
中
世
に
あ
っ
て
、
御
旅
所
神
主
や
長
者
は
、
神
主
と
し
て
、
あ
る
い
は
本
社
よ
り
頭
役
を
差
定
さ
れ
た
頭
人
と
し
て
、
在
地
に
お
け
る
祭
の
中
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
近
畿
の
あ
る
開
発
長
者
は
、
長
者
職
を
独
占
・
世
襲
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
祭
祀
の
神
主
を
も
神
主
職
と
し
て
独
占
・
世
襲
化
し
、
あ
る
意
味
で
村
落
の
祭
政
を
統
べ
て
い
た
。
　
稲
荷
の
御
旅
所
神
主
大
行
事
が
、
「
芝
守
長
者
と
し
て
稲
荷
ふ
神
人
の
実
修
を
通
し
て
、
云
は
、
現
人
神
と
し
て
の
稲
荷
大
明
神
の
姿
を
現
は
し
て
ゐ
る
時
代
が
あ
っ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
た
」
と
近
藤
喜
博
が
想
像
逞
し
く
い
う
よ
う
に
、
中
世
と
い
う
時
代
は
御
旅
所
神
主
・
長
者
を
神
主
・
祀
職
と
し
て
の
み
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
　
本
稿
で
論
じ
た
御
旅
所
神
主
、
長
者
は
、
司
祭
者
・
舗
設
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
祭
政
の
世
界
を
基
底
に
長
者
の
命
脈
が
保
た
れ
て
い
た
中
世
的
祭
祀
世
界
を
前
提
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
神
幸
祭
の
成
立
に
つ
い
て
　
原
始
・
古
代
に
お
け
る
祭
の
発
生
契
機
の
一
つ
と
し
て
、
原
始
・
古
代
人
に
と
っ
て
の
神
影
向
の
地
へ
毎
年
繰
り
返
し
て
行
く
、
と
い
う
こ
と
が
想
像
で
き
る
。
そ
れ
が
山
宮
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、
そ
れ
と
定
型
化
・
類
型
化
さ
れ
た
祭
式
・
形
式
と
の
問
題
は
別
な
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
田
遊
び
は
心
意
と
し
て
は
稲
作
の
民
間
信
仰
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
荘
園
な
ど
の
鎮
守
や
寺
院
の
正
月
行
事
で
あ
る
修
正
会
に
お
い
て
郷
民
な
ど
が
参
加
す
る
場
で
定
型
化
し
て
い
っ
た
こ
と
は
定
説
に
な
っ
て
い
る
。
勿
論
、
芸
能
と
祭
を
同
様
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
祭
の
場
合
は
、
祭
祀
組
織
に
当
時
の
社
会
背
景
（
惣
村
の
屋
開
な
ど
）
が
反
映
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
祭
祀
形
態
が
規
定
さ
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
以
上
を
踏
ま
え
て
も
、
京
都
府
や
滋
賀
県
の
定
型
化
し
た
春
の
神
幸
祭
は
、
京
都
周
辺
の
古
社
の
祭
に
お
い
て
成
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
日
吉
・
大
山
崎
・
稲
荷
・
宇
治
・
松
尾
・
向
日
の
祭
は
四
月
を
中
心
と
し
た
春
祭
で
あ
る
。
本
稿
で
論
じ
た
以
外
に
も
、
賀
茂
社
の
「
み
あ
れ
」
「
み
か
げ
」
、
滋
賀
県
野
洲
郡
ー
御
上
神
社
、
犬
上
郡
ー
多
賀
社
、
甲
賀
郡
－
油
日
神
社
な
ど
い
ず
れ
も
春
祭
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
奈
良
県
大
神
神
社
は
近
世
以
前
は
秋
祭
、
春
日
も
若
宮
祭
礼
は
秋
祭
で
、
こ
れ
が
大
和
村
落
祭
祀
に
お
け
る
秋
の
神
幸
祭
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
原
田
敏
明
は
、
　
　
「
お
旅
」
と
か
「
お
出
」
と
い
う
よ
う
な
行
事
こ
そ
、
か
え
っ
て
都
会
的
な
変
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化
を
遂
げ
た
も
の
で
、
今
日
も
奈
良
県
下
の
村
々
で
、
秋
祭
に
行
わ
れ
る
奉
幣
　
　
行
事
な
ど
に
は
、
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
村
の
祭
祀
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
（
5
）
と
論
じ
る
。
原
田
が
い
う
よ
う
に
、
大
社
の
神
幸
祭
に
は
後
世
に
付
加
し
て
い
っ
た
要
素
も
非
常
に
お
お
い
が
、
基
本
的
構
成
要
素
と
し
て
、
オ
バ
ケ
や
壇
築
き
な
ど
村
落
祭
祀
の
要
素
も
複
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
和
村
落
祭
祀
の
奉
幣
行
事
と
い
う
定
型
化
し
た
祭
式
は
、
春
日
な
ど
大
和
の
大
社
よ
り
、
芸
能
と
と
も
に
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
春
日
若
宮
祭
礼
自
体
が
中
世
武
士
団
に
よ
る
宮
座
的
祭
祀
組
織
の
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
か
で
、
収
穫
祭
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
以
前
論
じ
た
。
大
和
村
落
祭
祀
の
秋
の
神
幸
祭
に
、
春
日
な
ど
の
祭
式
が
享
受
さ
れ
た
過
程
は
権
力
の
問
題
と
と
も
に
、
そ
の
宗
教
的
意
味
の
追
求
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
　
京
・
滋
を
中
心
と
し
た
春
の
神
幸
祭
は
、
平
安
よ
り
中
世
初
期
、
京
・
滋
の
古
社
の
祭
式
の
形
成
の
な
か
で
形
を
整
え
、
そ
れ
が
郡
鎮
守
な
ど
の
地
域
大
社
の
神
事
頭
役
制
を
媒
介
に
し
て
、
村
落
に
ま
で
伝
播
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
寺
社
領
の
荘
園
鎮
守
社
祭
祀
と
し
て
、
本
所
の
祭
祀
形
態
が
伝
播
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。　
そ
れ
が
土
着
し
、
そ
の
土
地
な
り
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
祭
式
も
変
化
し
、
民
俗
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
（
4
）
　
「
稲
荷
御
旅
所
と
そ
の
伝
承
ー
稲
荷
信
仰
の
研
究
⇔
1
」
『
國
學
院
雑
誌
』
ー
七
、
一
　
　
九
五
八
年
七
月
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梱
（
5
）
　
「
村
の
祭
祀
と
新
嘗
祭
」
二
九
六
頁
『
村
の
祭
祀
』
一
九
七
五
年
。
（
6
）
　
「
『
若
宮
會
目
録
』
・
『
長
川
流
鏑
馬
日
記
』
の
紹
介
と
解
題
－
春
日
若
宮
祭
礼
流
鏑
馬
　
　
頭
役
勤
仕
史
料
ー
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
二
六
集
、
一
九
九
〇
年
。
［付
記
〕
　
本
文
中
の
頭
屋
・
当
屋
は
、
地
域
の
伝
承
や
史
料
に
よ
っ
て
書
き
分
け
た
。
　
本
稿
は
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
「
郷
祭
の
研
究
」
（
課
題
番
号
〇
二
七
一
〇
一
三
六
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
を
成
す
に
際
し
、
佐
藤
真
人
氏
に
は
日
吉
山
王
祭
に
つ
い
て
、
坂
本
博
司
氏
に
は
宇
治
の
事
例
に
つ
い
て
御
教
授
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
記
し
て
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
民
俗
研
究
部
）
註（
1
）
　
『
中
世
都
市
論
』
。
（
2
）
　
「
古
代
伝
承
及
び
信
仰
に
現
れ
た
る
遊
幸
思
想
」
『
堀
一
郎
著
作
集
第
四
巻
遊
幸
思
想
　
　
と
神
社
神
道
』
一
九
八
一
年
。
（
3
）
　
『
中
世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
六
九
・
七
〇
頁
。
図2　祇園社大政所絵図（京都市　個人蔵）
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図10　文安二年（1445）r山科家礼記』の炭供御人札
図7　山王祭の長者木札（佐藤真人氏撮影）
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図8　山王祭にお渡りする長者の札（佐藤真人氏撮影）
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　　図11　日吉祭と大宮縁起関係地図
　　　　　（山本ひろ子氏作成「愛護の若・大宮
　　　　　縁起関係地図」をもとに福原が作成）
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（吉田敏弘氏製図）
頃＼莫、
　　寺
傍
示
杭
埼
神
領
　　へ三／へ｛うピ㌃
＼　　　∠＼／観、
山
城
摂
津
国
境
（注）　本図は，「山崎通分間延絵図」〈「五街道分間延絵図」全百三巻之内、東京国立博物館蔵，
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　　いが，「都名所図会」によって補足した。
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　　　　　　　　　Cんδ元α，乃万sゐo，andル伝π40虎oro
Aspects　of　the　Establishment　of　the　3万πえσ Festiva1
FuKuHARA　Toshio
　　In　some　festivals　of　ancient　shrines　in　and　around　Ky6to，　the　o拍6‘5λo（resting　place
for　a　portable　shrine）　for　5ん‘犯虎δ　（divine　passage）　is　called　δ〃2αη40λ…oro　or　〃τζzη40虎oro．
Theδ彿αη40為oro　or勿αη40虎oプo　is　the　local　base　for　religious　worship，　where　the　o臨疏3λo
priests，　the　6んδ」α（patriarch），　or　persons　in　the　guise　of　the　cゐδ∫α，　welcomed　the　gods
and　held　religious　services，　as　head　of　a〃z砂αzα　（organization　for　religious　worship）．
type　religious　service　group．　Theδ仇αη40差oプo　or勿αη40虎oro　could　mean　a　permanent
location，　as　seen　in　the　case　of　the　Gion　O彿αη∂o虎oro，　or　a　temporary　Ineeting　place　used
only　at　festival　time．　The　name皿ay　be　derived　from　the彿αη40虎oτo　meaning　an　or．
ganization　that　dealt　with　the　general　business　of　inHuential　temples　or　shrines，　however，
this　cannotもe　stated　absolutely．
　　In　solne　Eηg‘（legend）regarding　the　enshrinement　of　gods，　o拍6i3んo　is　described　as　a
temporary　place　of　solurn　for　the　gods　on　their　way　to　the　site　of　worship．　In　these
cases，　the　festival　means　the　reproduction　or　repetition　of　the　enshrinement　of　the　gods
in　mutual　agreement　with　the　legend（myth）．　In　other　cases，　the　o紘ろi∫乃o　has　a　meaning
inseparable　froln　the　origin　of　the　god，　and　has　an　important　connection　with　the　man．
ifestation　of　the　god．　The　oらろゴ∫みo　priest　orε力δゴαwas　the　central丘gure　in　the　local
festival　as　the　priest，　or　as　the　chief　appointed　by　the　head　shrine．　In　the　Kinki　Dis．
trict，　there　is　all　example　of　cんδ元αwho　monopolized　the　position　of　priest　for　religious
services　and　succeeded　hereditarily　to　it　in　the　occupation　of　priesthood，　and　monopolized
the　post　of　c乃δ」αand　succeeded　hereditarily　to　it，　thus　controlling　both　religious　and
secular　matters　in　the　vi11age．　The　o紘δ∠訪o　priest　and　6ゐδ∫αshould　be　understood，　not
only　as　priest　and　developer，　but　also　in　the　Ught　of　the　medieval　ritualistic　world　which
maintained　theτみδ」αin　being．
　　In　Ky6to　and　Shiga　prefectures，　spring　3万ηゐδfestivals　are　well　established　as　village
ritual．　The　festivals　of　the　Hiyoshi，　Oyamazaki，　Inari，　Uji，　Matsuo，　and　Muk6　shrines
which　are　dealt　with　in　this　paper，　are　spring　festivals　held　around　April．　The　forln　of
these　festivals　was　established　from　the　Heian　Period　to　the　Middle　Ages．　In　addition
to　those　festivals　discussed　in　this　paper，　there　are　many　other　spring　festivals　held　at
ancient　shrines　in　Ky6to　and　Shiga．　Theぶ万π虎σfestivals　of　villages　in　and　around　KyOto
and　Shiga　are　considered　to　have　come　from　the　festival　procedures　of　ancient　shrines
in　the　capital，　transmitted　either　directly　or　indirectly．　Also，　the　form　of　ritual　services
by　the乃o刀jo（10rd）might　have　been　trans皿itted　as　theエites　for　the　guardian　god　of
amanor　owned　by　a　temple　or　a　shrine．　These　ritual　services　took　root　locally，　and
the　form　of　the　festival　became　diversified　by　the　addition　of　Iocal　meaning，　and　thus
changed　into　folk　customs．
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